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Non図面リスト
0

図　番 区　分 図　面　内　容

仕 様 書

図　番 区　分

仕 様 書

仕 様 書

仕 様 書

仕 様 書

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

Ａ-1 意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

Ａ-2

Ａ-3

Ａ-4

Ａ-5

Ａ-6

Ａ-7

Ａ-8

Ａ-9

Ａ-10

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

意　匠

Ａ-14

Ａ-15

意　匠

意　匠

配置図・付近見取図

設計概要

図　面　内　容

Ａ-16 意　匠

Ａ-17

Ａ-18

Ａ-19

特-1

特-2

特-3

特-4

特-5

図　番 区　分 図　面　内　容

仕上表

平面図

意　匠

意　匠

意　匠

面積求積図

雑詳細図（１）

断面図

法チェック

矩計図

床伏図・天井伏図・屋根伏図

展開図（１）

展開図（２）

キープラン

建具表

雑詳細図（２）

立面図（1）

立面図（2）

樹脂デッキ詳細図（1）

樹脂デッキ詳細図（2）

R3

Ｓ-1

Ｓ-2

Ｓ-3

Ｓ-4

Ｓ-7

Ｓ-5

Ｓ-6

Ｓ-8

Ｓ-9

Ｓ-10

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構造設計標準仕様書

木質工事特記仕様書

木造軸組接合部標準図（１）

木造軸組接合部標準図（２）

木造軸組接合部標準図（３）

木造軸組接合部標準図（４）

鉄筋コンクリート造配筋基準図

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

Ｓ-11

Ｓ-12

Ｓ-13

Ｓ-14

Ｓ-15

Ｓ-16

構　造Ｓ-17

構　造Ｓ-18

部材リスト

基礎伏図

基礎詳細図

土台伏図

梁伏図

母屋伏図

柱・耐力壁伏図

軸組図（1）

軸組図（2）

壁量計算

Ｎ値計算

Ｃ-1 造　成 計画平面図

縦断図

標準断面図

横断図（1/4）

横断図（2/4）

横断図（3/4）

横断図（4/4）

プレキャストL型擁壁工詳細図

場所打ちL型擁壁工詳細図

小型重力式擁壁工詳細図

待受け重力式擁壁工詳細図

排水工詳細図

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

造　成

Ｃ-2

Ｃ-3

Ｃ-4

Ｃ-5

Ｃ-6

Ｃ-7

Ｃ-8

Ｃ-9

Ｃ-10

Ｃ-11

Ｃ-12

Ｃ-13

Ｃ-14 造成地進入路詳細図

主要点座標図

造　成

造　成Ｃ-15

造　成 縁石工・駐車ます・防護柵詳細図

2 24

向定内集会所建設（建築主体）工事

向定内集会所建設（建築主体）工事



日
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

Non特記仕様書（１）
特 1

2

（１） 項目は、番号 に　印のついた もの項目を適用 し、

請負契 約に定められ ている主な提出 書類11． 提  出  書  類 ６

・  現 場代理人、主 任技術者等届・  工事 工程表Ⅰ．工 　事　概　要 ・  下請調書1-2
（契約後）

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

一

般

共

通

事

項

・  火災 保険加入契約書 （写）１．工 事場所 ・  請負代金内訳書
１．コンク リート

（工事中） ・  出来 高検査願２．敷 地面積
 種　　別  

（完成後） ・  工事 完成届３．工 事規模 ・  工事完成 引渡書（引渡図 書目録添付）

共通 、特記仕様書 等に定められて いる主な提出書 類
・Ｂ種

・  現 場技術員届・  製造 所等承諾願（契約後） ・  工事 総合施工計画書
・Ｃ種

・  各種 工事施工計画書 ・  工事作業日報・  各種 工事施工図

（工事中） ・  主要 資材規格又は品 質証明書 ・  各 種試験成績書 又は報告書

・  主要 資材搬入検査簿 ・  技能 士合格証明書

・  完成 図（修正設計図 ） ・  責任 施工保証書 ・  各種届 出書等
（完 成後）

・  官公 署許認可及び検 査済書 ・  維持 管理取扱書（ 設備機器説明含 む）

軽量コ ンクリートの種 類 (6.10.1)(表 6.10.1）７． 軽　量
Ⅱ． 建  築  工  事  仕  様

施工図及び施 工計画書の提 出について (1.2.2)(1.2.3)12． 施工図及び コンクリート 所要気乾単 位容積質量 (t/m3)種　別 　適   用   箇   所
１．共  通  仕  様 施工計画書 （ａ）施工図 及び施工計画 書は、工事の着 手に先立ち、各 工種において作 成し提出する 。 ・  １種 ※  1.8～ 2.1 ・

図面、特記仕 様書及び現場説 明事項に記載さ れていない事項 は、全て国土 交通省大臣官房 官庁営繕部監修
※  1.4～ 1.8 ・（ｂ）施工図 の記載内容及 び記載水準は、 建設大臣官房官 庁営繕部監修「 建築・設備 ・  ２種

工 事施工図の描き 方（平成元年版 ）」に準ずる ものとする。
・  軽量コンクリ ートを常時土又 は水に接する 部分に用いる。  (6.10.1)

（ｃ）本工事 に係る施工図 及び施工計画書 の著作者の権利 は、当該建物に おける使用
２ ．特  記  仕  様

に 限り発注者に移 譲するものとす る。
８．寒　中 寒中コンクリー トの適用期間  (6.11.1)

（ｄ）提出部 数は、監督員 の指示による。
コンクリー ト ※  JASS 5 12節及び建築工 事監理指針  表 6.11.1を 参考に施工計画 書にて承諾を 得る。

・
13． 完　成　図 ※  監 督員の指示によ る。 (1.7.2)・ 印の付かない場 合は、※印の 付いたものを適 用する。

無筋コンクリ ートの適用箇所  (6.14.1)(6.14.2)(6.14.3)９．無　筋・ 印と※印の付い た場合は、共 に適用する。
14． 工事・完成 下記のものを 監督員に提出 する。

コンクリ ート 設計基 準強度 スラン プ種       類施  工  箇  所写　真 粗骨 材の最大寸法2撮影箇所数及びカメラ区　 分 規 　格分 　類 部　数 備　考 (Ｎ／ ㎜  )  (㎝ )

監督員の指示※カラー着　工　前 ※ 普通コンクリー ト ※  18
による。 部工事施 工状況 ※カラー ・ 軽量コンクリー ト ・ ・

（撮影計画を ・章 項 　　　　目 特　　　　 記　　　　事　 　　　項 完　成　時 ※カラー
提出 する）

１． 適  用  基  準

特 殊な要求性能 におけるコンク リート10．特殊な施工範囲15． 設備工事との
１ ※  適用 なしコンクリー ト取合い

・  以下 により適用す る

一

般

共

通

事

項

特殊な要 求性能 適  用  範  囲 措 　　　　　置・  駆動装置が電動 による建具類 の２次配線及び 操作スイッチ

・  自動閉鎖装置取 付けの箇所の 切り込み及び補 強

・  適用する (1.1.4)２． 工事実績情報
・  他指示するとこ ろ

の　 登　録
施工図（工事カル テ）

設備機器の 位置、取合い 等が検討できる 施工図を提出し て、監督員の承 諾を受ける。

３． 施工管理 現場 には下記の施工 管理技術者等を 置く。 (1.3.2) ・  あり16． 経  年  検  査 ・  なし本工事完成　 　年後の経年 検査
技術 者 ・  監理技術 者又は主任技術 者 ： 建設業法第 26条 による有資格者 を専任又は常 駐させる

こと。 １． 監督員事務所 ・  設 ける (2.3.1)
・  現場技術 員 ： 適正な技術員を 専任又は常駐さ せること。 ２ （規模及び仕 上げの程度並び に設置する備 品等の種類・数 量等は現場説明 書による）

・  設 けない
・  適用する (1.3.3)４． 電気保安

仮

設

工

事

２． 監督員事務所 机、椅子 掛  時  計技術 者 書   　棚 黒   　板 製  図  板備品の 種類

の備品等 個数　　　量 台 個 台組

５． 施  工  条  件 (1.3.5)
最高最低温度計 懐中 電灯雨がっぱ備品の 種類 ゴム 長靴 保  護  帽

個 足 着 個 個数　　　量
６． 発  生  材  の (1.3.11)・引渡し を要するもの（ ・金属類  ・ PCB含有物  ・　　　　　 　　　　　　　 ）

備 品の種類 冷暖房 機器 消  火  器 湯  沸  器衣類ロッ カー処　 理　等 掃  除  具
・特別 管理産業廃棄物 （・廃石綿　 ・ PCB含 有物　・　　　 　　　　　　　 ）

数　　　量 個 個台人用 台

パソコン加 入電話の付属 電話機
備品の種類 テ  レ  ビ コピー機

(メール付 )(ＦＡ Ｘ付 )

数　　　量 台 台台台

※上記 以外の発生材は 、可能な限り 中間処理施設等 において再利用 ・減量化等を 図る　
３． 工事用水 構内既存の施 設

ものと し、処理方法等 は監督員と協 議する。
・  利用で きない・  利用できる（  ・  有償　・  無償）

４． 工事用電力 構内既存の施 設※現場 における分別： 保存材は、分 別する。

・  利用できな い・  利用できる（  ・  有償　・  無償）・本工事 で発生する建設 廃棄物のうち 、岩手県内の最 終処分場（中間 処理施設経由を

含む） に搬入される産 業廃棄物につ いては、岩手県 産業廃棄物税が 課税されるので
５． 足　場　等 ※定置 する足場及び作 業構台の類は、 別契約の関係 請負者に無償で (2.2.4)

適正に 処理すること。
使用 させる。

※枠組 足場を設ける場 合は、「手すり 先行工法に関 するガイドライ ン」について」原則として、 全ての材料につ いて監督員の承 諾を受ける。(a)７．建築材料 等

(厚生労働省 　平成 21年 4月 24日 )の「手すり 先行工法等に 関するガイドラ イン」による(b) 環境への配慮 (1.4.1)
もの とし、足場の組 立て、解体又は 変更の作業及 び使用時は、常 時、全ての作業 床

※  標 仕  1.4.1 による
につ いて手すり、中 桟及び幅木の機 能を有するも のを設置する。

１． 埋戻し及び ・  Ａ 種　・  Ｂ種　・  Ｃ種　・  Ｄ種 (3.2.3)種別
３

８． 技　能　士 (1.5.2) 盛　土 Ｃ種の場合
技  術  検  定  の  職  種

土

工

事

作  業  の  種  別
２． 建設発生土 (3.2.5)仮設工事 （  ・  と　び） ・  全 て ・

の処理 ・  構 内指定場所に敷 均し（  ・  鉄筋施工）鉄筋工事 ・  全 て ・

・  構 内指定場所に堆 積（  ・  左官  ・  型枠施 工） ・・  全 てコンクリート工 事

・  構 外指定場所に処 分 （搬出調書 等を提出する）鉄骨工事 （  ・  と　び） ・  全 て ・
受入施設名 （ ）ブロック・ＡＬ Ｃパネル工事 ・ＰＣカーテン ウォール工事

・・  全 て 受入場所 （ ）（  ・  ﾌﾞﾛｯｸ建築  ・  ALCﾊﾟﾈﾙ施工  ・  PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工）
仮置場所 （ ）

（  ・  防水施工）防水工事 ・  全 て ・ ３． 山　留　め ・  撤 去する ・  撤去しな い（　　　　　 　　　　　　 　　　　　） （ 3.3.3）
（  ・  石材施工）石　工　事 ・・  全 て

４． 騒音振動の 低騒音型、低 振動型建設機 械指定要項に基 づき指定された 建設機械を使用 する。
（  ・  タイル張り）タイル工事 ・  全 て ・ 防　止
（  ・  建築大工） ・  全 て木　工　事 ・

（  ・  建築板金  ・  ス レート施工） ・屋根・とい工事 ・  全 て

４金属工事 （  ・  内装仕上げ施工 （鋼製下地）） ・  全 て ・

左官工事 （  ・  左　官） ・  全 て ・

建具工事 （  ・  サッシ施工  ・  ガラス施工） ・  全 て

地

業

工

事

・

塗装工事 （  ・  塗　装） ・  全 て ・

内装工事 （  ・  内装 仕上げ施工（ 床、天井仕上げ 等）・表装） ・  全 て ・

植栽工事 （  ・  造　園） ・  全 て ・

(1.5.9)測定 化学物質９． 化学物質の

濃度測 定 ※  ホルム アルデヒド　　 ・  トル エン　　・  キシレン

・  エチル ベンゼン　　・  スチレ ン　　・  パラジクロ ロベンゼン ・

測 定は「官庁営繕 部における平成 １５年度からの ホルムアルデ ヒド等の室内空 気
５

中 の化学物質の抑 制に関する措置 について」（平 成１５年４月 １日付け国営建 第

鉄

筋

工

事

１ 号・国営設第１ 号）により行い 、厚生労働省の 指針値以下で あることを確認 し、

報 告すること。

測定 箇所

標仕 に記載されてい ない特別な材料 の工法は、材料 製造所の指定 する工法とする 。10． 特別な材料の

工　　法

３ ．ＡＬＣパネル パネ ルの種類 (8.4.2～ 8.4.5)(表 8.4.2～ 8.4.4)

単位荷重  長　さ厚   さ  
耐火性 能 工法種別種      　類

（Ｎ /㎡ ） （ mm） （ mm）

・ 100・  外 壁パネル 有（ 1）時間合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上 （6.2.5）（6.8.3） ・  Ａ種  ・  Ｂ種  
・（意 匠パネル）の 仕上り

適　用　箇　所
・  外 壁パネル ・ 100 有（ 1） 時間

・  Ａ種  ・  Ｂ種  ・Ａ 種 ・（平 パネル）

・有（ 1）時間・ 100 ・  Ｃ種  ・  Ｄ種  
・  間 仕切壁パネル

・ ・無 ・  Ｅ種  

・ 100 有（ 0.5）時間
・  Ｆ種  ・  屋 根パネル ・

（ 6.8.3）2. せき板の材料 ・合板せき板 を用いない場合 ・ 100 有 （ 0.5） 時間
・  床パネル ・  Ｆ種  せき板の種 別： ・

コ ン ク リ ー ト 仕 上 り 面 の 補 修 　 ※ 6.2 .5 ( b) (1 ) (ⅱ )　 ・
外 壁・屋根パネル の建築基準法に 基づく風圧力 に対応した工法 （ 8.4.3）

※適 用する（建築基 準法による風圧 力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍 の風圧力に対応 ）

（ 8.4.3）外壁パ ネルの最小幅 　　※ 300以上 ・

(8.4.3)出隅入隅 部の目地幅 (㎜ ) ・  図 示 ・　 20

(8.4.3)外 壁・間仕切パネ ルの伸縮目地に 耐火目地材を 充填

・適用 する　・適用 しない

４． 押出し成形  (8.5.2～ 8.5.4)(表 8.5.1)(表 8.5.2)パネ ルの種類
セメント板

種　類 工法種 別厚  さ  （㎜ )表   面   形   状

・  60・  50・Ｆ  フラッ トパネル ・  Ａ種

・  60・  50・  外壁パネ ル ・Ｄ  デザイ ンパネル (図示 ) ・  Ｂ種

・  60・Т  タイル ベースパネル

・  50・Ｆ  フラットパネ ル ・  60 ・  Ｂ種

・  50・Ｄ  デザインパネ ル (図示 ) ・  60・  間仕切壁 パネル ・  Ｃ種

Ｇ ・Т  タイルベース パネル印は 、「国等による 環境物品等の調 達の推進に関す る法律」の基 づく「環境物品 等の調達の推 ・  60

進に 関する基本方針 （平成 28年 2月変更閣 議決定）」に定 める判断の基準 を満たす物品 を示す。
外壁パネルの 建築基準法に基 づく風圧力に 対応した工法 （ 8.5.3）

※適用する（建 築基準法による 風圧力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の風圧力に 対応）

・適用しない・ 図面、本特 記仕様書、標準 仕様書及び改修 標準仕様書に 記載のない事項 は次の基準に
 (8.5.3)（ 6.13.1）（ 6.13.2） （ 6.15.1） パ ネル相互の目 地幅 (㎜ ) ※  長辺 8以上、 短辺 15以上 ・よる。
 (8.5.3)耐火構 造以外の目地、 隙間の処理

※  パネル製造所 の仕様 ・
・本 設計図書におけ る「標準詳細 図」とは、次の 基準を指す  (8.5.3)

出隅入隅部の 伸縮調整目地の 目地幅 (㎜ ) ※  15 ・
・ 建築工事標準詳 細図（平成 28年度版）　　　 　　　　国土交 通大臣官房官庁 営繕部

 (8.5.5)パネルの開口 の限度 ※  図示 ・

７
屋根保護防水

９ １．アスファ ルト (9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.3～ 9.2.6)
防水層の種類防　水

鉄

骨

工

事

立上り部の（ 7.8.3） 施工箇所 断熱材 絶縁用 シート1．錆止め塗 装 Ｇ種　別塗料 の種別 保護

防

水

工

事

・鉄鋼面の錆 止め塗料 ※ポリエチレンフィルム・ A-1
・  乾式厚さ0.15ｍｍ以上・ A-2屋外　 ※標準仕様書 18.3.2 表 18.3.1Ａ種

保護材
・ A-3屋内　 ・標準仕様書 18.3.2 表 18.31（　　）種

・ B-1 ・  ｺﾝｸﾘｰﾄ
・亜鉛めっき 鋼面の錆止め塗 料

押え・ B-2
・標準仕 様書 18.3.2 表 18.3.2（　　）種

・ B-3
・ （ 7.8.3） ・ AI-1

※フラットヤーンクロス（材質）※標準仕様書9.2.2
鉄骨 鉄筋コンクリ ート造の鋼製ス リーブの内面（ 鉄骨に溶接され たものに限る ） ・ AI-2 70ｇ/㎡程度（ｈ）による断熱材

※標準仕 様書 18.3.2 表 18.3.2（  Ａ  ）種 ・ AI-3
とする。

・ BI-1耐火 被覆材の接着す る面への塗装 （ 7.8.3）
・有　（・ 廃石綿　・ PCB含有物　 ・　　　　　 )処理方 法（・　　　　 　　　　） （厚さ）・25mm ・50mm・ BI-2・行わな い
・無

・ BI-3
・行う

適用箇所　　 ・図示による
・再資源化を図 るもの　（・　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 ） 屋根露出防水

塗料の種別 ・標準仕様 書 18.3.2 表 18.3.1（ 　）種 (9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.7～ 9.2.8)
防水層の種類

・標準仕 様書 18.3.2 表 18.3.2（ 　）種 仕 上 塗 料 高日射反射率防水施工 箇所 断熱材 Ｇ種 　別・ Ｇの適用使 用量種類

・・ D-1種 類2． 耐火被覆材 （ 7.9.2～ 7.9.7）
・ D-2 ・

・・種 　　類 材 料・工法 適　 用　箇　所 ・ D-3 ・
・乾 式吹付ロックウ ール

・ D-4 ・
・半 乾式吹付ロック ウール

（材質）※JIS A 9511による ・製 造所・製造 所
・耐火材吹付 け ・湿 式ロックウール ・ DI-1 ・の 指定Ａ種硬質ウレタンフォーム の指 定

保温材の保温板2種1号又は によるによる・
2号で透湿係数を除く規定

・
に適合するもの ・・ DI-2・繊 維混入けい酸 ｶﾙｼｭｳﾑ板

（厚さ）・ 25mm ・・耐火板張り
・

・高 断熱ロックウー ル
室内防水・耐火材巻付 け

・
防水層の種類 （9.2.3）（表9.2.9）

ラ ス張りモルタ ル塗り ―
種　別 施　工　箇　所 施　工　箇　所種　別

所要性能 (7.9.3) ・E-1 ・E-2

適   用   範   囲所  要  性  能 構   造   区   分
・設けな い保護層 ・設ける（図示 ）・  ３ ０分耐火 ・  階段・  屋根

・  床・  柱梁 ・乾式保護板 （9.2.2）・  １ 時間耐火
・  壁 ・ ・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ養生したもの。

・  床・  柱梁 ※  窯業系パネ ル－Ⅰ類（寒冷 地仕様） ・  窯 業系パネル－Ⅱ 類（一般仕様）・  ２ 時間耐火
※ 範囲は図示 ・ ・  壁 ・

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。
・・  柱梁・  ３ 時間耐火 表面材は不 燃　耐衝撃性 500ｇ　 出荷時の含水率 10％以下

(9.2.4)防水 層の下地モルタ ル塗り　・  適用する （施工範囲  ※図示　・ 　　　　　　 ）

・適用しな い
８ (8.2.2)ブロックの 種類１． 補強コンクリ 平 場 の 保 護 コ ン ク リ ー ト の 厚 さ 　 　 こ て 仕 上 げ 　 ※ 水 下 80mm以 上 　 　・ (9.2.5)

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
セ
メ
ン
ト
板
工
事

モジュール 呼び寸法ートブロック造 化粧の正味厚 さ断面 形状及び 適用箇所 ・床タイル貼 　※水下 60mm以 上
（ｍｍ） 有無圧縮強さによ る区分 （ｍｍ）

成形 伸縮目地材　　 ※付着層タイプ 　　・アンカ ータイプ (9.2.2)
1.床下防湿層 （ 4.6.5）※適用する × 高 ・ 有・無長※空洞 ブロック -16

押さえ金 物の材質、形状 寸法  (9.2.2)（・ポリエ チレンフィルム 厚さ 0.15ｍｍ以 上　・　　　 　　　　　　　 　　）
・ × ・有・無 ※  アルミニウ ム製、Ｌ－ 30× 15× 2.0程度 ・・適用し ない

(9.2.4)立上がり 部のコンクリー ト打放し仕上げ の種別・有・ 無施工範 囲　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　（ 4.6.5） ・ ×
※  Ｂ種 ・

・図示
排 水溝　　　　　 ・設けない　 　・設ける（図 示） (9.2.5)（ 8.2.5）・各部の 配筋 ・  図示

(9.3.2)(9.3.3)(表 9.3.1～ 9.3.3)２． 改質アスファ 防水層の種類
２． コンクリート (8.3.2)ブロックの種 類 ルトシート防水 高日射反射

ブロック 帳壁 モジュール呼 び寸法 化 粧の 表 8.3.1以外の 断熱材正味厚さ Ｇ 率防水の適断面形 状及び 施工 箇所 防湿層種　別及び塀 （ｍｍ） 有無 用使 用箇所圧縮強さによる 区分 （ ｍｍ） Ｇ

長 ・ AS-T1× 高 ・有 ・無 ・・空洞 ブロック -08
・ AS-T2（ 5.3.4） ・・先組 工法等で同一箇 所に設ける場合 ：

× ・ 有・無・空洞ブロック -16
位置

・有・無 ・ AS-T3・型枠状 ブロック -20 ×
※表 5.3.4を適 用する （ 5.3.4） ・・ AS-T4

・ × ・ 有・無
・ AS-J1・塩害 を受ける恐れあ る等の箇所のか ぶり厚

（材質）※JIS A 9511によるＡ種（ ・かぶり厚　　 　　　　　　　 ・箇所　　　 　　　　　　　 　　　） （ 5.3.5） ・設ける（ 8.3.3）・各 部の配筋 ・  図示 ・ ASI-T1 ・硬質ウレタンフォーム保温材の保 (改質アスファルト製
・ 機械式継手及び 溶接継手のあき 寸法 温板2種1号又は2号で透湿係数を除（ 5.3.5） 製造所の仕様による)

く規定に適合するもの・機械式 継手の鉄筋間隔 ： ・ ASI-J1 ・・設けない
（厚さ）・ 25mm ・・溶接継 手の鉄筋間隔

・  貫通孔、開口部 の型枠及びそ れらの補強

・  壁、天井の仕上 材、下地材の 切り込み及び下 地材の補強

※ A4に 3枚程度

1

下記以外は構 造関係特記仕 様書による。

下記以外は構 造関係特記仕 様書による。

1.隣合う 継手の

2.鉄筋の 定着

3.鉄筋の かぶり厚

下記以外は 構造関係特記仕 様書による。

下記以外は 構造関係特記仕 様書による。

　　　 特記事項は、 ・印の付いたも のを適用する。

（２） 特記仕様書に 記載の（　）内 表示番号は、標 仕の当該項目 、当該図又は当 該表を示す。

（３）

・現場におい て再利用を図 るもの　（　　 　　　　　　　 　　　　　　　 ）

・  構 外搬出適切処理

４． 工事範囲

（正・副）

※別 途ＣＤ -Ｒ

　１枚

・建 築物解体工事共 通仕様書（平成 31年度版）　 　　　国土交通 大臣官房官庁営 繕部

「公共建築工 事標準仕様書（ 建築工事編）（ 平成３１年版） 」（以下「標 仕」という。） 及び「公共建築

改修工事標 準仕様書（建築 工事編）（平 成 31年度版）」 （以下「改修標 準仕様書」と いう。）による 。

R3

岩手県釜石市 定内町２丁目 24-4及び 250-1、 24-3、 24-7の各一部

工事名称：向定内集会所 特記仕様書

木造 平屋建て　　延 床面積　 168.93　㎡　　地区 集会所

建物 本体工事・外構 工事（敷地造 成・待受け擁壁 ・側溝・ As舗装 ）

（建 設発生土の受 入量 ｍ 3

2 24

807.32 ㎡

662 発生場所； 監督員の指示に よる ）

基礎立上 り

※擁壁工 事

※  24

※８ ※  ４０

・  市道接道 部分は隣地（民 地）との共有通 路となってい る。

※  監督員 の指示による（ ２室：ホール・ 調理室を予定 ）

建設（建築主体）工事

向定内集会所建設（建築主体）工事
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特記仕様書（２）

木

工

事

9-2

防

水

工

事

仕 上 塗 料 の 種 類 及 び 使 用 量

種 類 　 　 ・ 製 造 所 の 指 定 に よ る

（ 9. 3.3）

３． 合成高分子系

ルーフィング

シート防水

防水層の種別

Ｇ

　率防水の 適

用

高日射 反射

断 熱材種　別 施工箇 所 シート

の材質

絶縁用

・ S-F1

・ S-F2

・ S-M1

・ S-M2

・ S-M3

・ SI-F1

・ SI-F2

・ SI-M1

※発泡ポリ
エチレン
シート

・ SI-M2

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

(9.5.3)(表 9.5.1)(表 9.5.2)４．塗  膜  防  水 塗膜防 水の種別

Ｇ用
種　　  別

10

石

工

事

１． 施　工 石材の割付　　 ※標準仕様書 10.1.3(a)(1)(2)による 　・  図 示

屋内の床を本磨 きとする場合の ワックスがけ

(10.1.3)

(10.1.3)

(10.1.5)

２．石　材 天 然石

・一等品　・2等品

表面仕上げ 備　考施工箇所 石材の種類品　　質 寸法(mm) 厚さ(mm)

粗面仕上げのの み込み部分の仕 上げ　　　  　　　　 　・  図 示

施工箇所

テラゾ ーブロック (10.2.1)(表 10.2.2)

(10.2.1)(表 10.2.1)（表 10.2.2）

表面仕上げ寸法(mm)仕上面形状種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

・平もの

・役もの

・片面

・両面

10-2

石

工

事

施工箇所

(10.2.1)(表 10.2.2)

種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

寸法による区分 表面仕上げ 備考

・300型

・400型

テラゾータイル

４ .内 壁空積工法 石裏面処理

裏打ち処理

・適用する　 　・適用しない

・適用す る　　・適用し ない

下地ごしら え

・あと施工ア ンカー工法

（ 10.4.2）

（ 10.4.2）

（ 10.4.3）

アンカーの材質 及び径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2　 　

あと 施工アンカーの 材質及び寸法

・材質 （　　　　　　 ）・寸法（　　 　　　　　　 　　　　　）

（ 10.2.2）

（ 10.2.2）

３ .外壁湿 式工法 石裏面処理

裏打ち処理

・ 適用する　　 ・適用しない

・適用する　 　・適用しな い

（ 10.3.2）

（ 10.3.2）

（ 10.3.3）

(10.2.2)

ドレインパイプ の材質 ※樹脂 ネット製パイ プ　クロスメッ シュ巻　 25～ 35φ （ 10.2.3）

アンカーの材質 及び径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2　 　
（ 10.2.2）

あと 施工アンカーの 材質及び寸法
（ 10.2.2）

・材質 （　　　　　　 ）・寸法（　 　　　　　　　 　　　　　）

目地 （ 10.3.3）一般 目地

伸縮目 地 位置　　 ※標準仕様書表 11.1.1による 　・図示

シーリ ング材　　・ 適用する　・適 用しない

目 地 一般目 地

伸縮目地

シーリン グ材　　・適用 する　・適用し ない

位置　　※ 6ｍごと 　・図示

６．床及び 階段の

石張り

石材の厚さ ・床　　　 ｍｍ　　・階段 　　　ｍｍ （ 10.6.2）（ 10.6.3）

石張り の裏面処理 ・適用す る　　・適用し ない床

階段 ・適用す る　　・適用 しない

（ 10.6.2）

シーリング材　 　・適用する　 ・適用しない

（ 10.6.2）

（ 10.6.2）

７ .アーチ、上げ裏

等の石張り

石材 の厚さ ・ 　　　ｍｍ　　・ 　　　ｍｍ　

石 裏面処理

裏 打ち処理

・ 適用する　　・ 適用しない

・適用する　 　・適用しない

（ 10.4.3）

５ .乾式 工法 取付 け工法 ・スライド方式 　・ロッキング 方式

石裏面処 理

裏打ち処 理 ・適 用する　　・適 用しない

（ 10.5.2）

（ 10.5.2）

外壁 の工法 （ 10.5.3）

・適用 する　　・適 用しない

（ 10.7.2）

（ 10.7.2）

（ 10.7.2）

石材 の厚さ

タ

イ

ル

工

事
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誘 発目地

及 びひび割れ

１．伸縮調整 目地

２ .ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる

陶磁器質タ イル

張り

・

・

・

・

・

耐凍害性

無
備考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

有

見本焼き

試験張り

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

・

Ｇ

再生材形状

寸法

(㎜ )

主な用途

による

区分

施工箇所
の適用

・  行う　　・  行わない

・  行う　　・  行わない

役 物：標準的な曲 りの役物は一体 成型とする。

モルタ ル塗りのコンク リート素地面の 処理

壁タイ ル張りの工法

外装タ イル　　・密 着張り　　・改 良積上げ張り　 　・改良圧着 張り

（ 11.2.7）

内装タ イル以外のユニ ットタイル　　 ・マスク張り　 ・モザイクタ イル張り

３ .接着剤による

陶磁器質 タイル

張り

タ イルの種類、 寸法

・

・

・

・

・

耐凍害性

無

・

・

・

・

・

有

見本焼き

試験張り

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

・

Ｇ

再生材形状

寸法

(㎜ )

主な用途

による

区分

施工箇所
の適用

・  行う　　・  行わな い

・  行う　　・  行わな い

役物：標準的な 曲りの役物は 一体成型とする 。

タイルの種類 、寸法

特

注

特

注

(11.3.2)

 (11.2.2)

 (11.2.2)

（ 11.2.7）

11-2

タ

イ

ル

工

事

内装 壁タイル接着剤 のホルムアルデ ヒド放散量 （ 11.3.3）

※Ｆ☆☆ ☆☆とする。

（ 11.3.4）外装壁タイル接 着剤張りにおけ る目地シーリン グ材

モルタル塗りを 行うコンクリー ト素地面処理 （ 11.3.7）

４ .陶 磁器質タイル

型 枠先付け

タイルの 種類、寸法

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

再生材

の適用

特

注

形状

寸法

(㎜ )

主な用途

による

区分

備考

色

施工箇所

見本焼 き

試験張 り ・  行う　 　・  行 わない

・  行う　 　・  行 わない

役物：標準 的な曲りの役 物は一体成型と する。  (11.4.2)

タイル先付け型 枠の種類

 (11.4.2)

 (11.4.2)

種　 　類 適用タイル タイ ル型枠先付け 面のせき板の種 類

・タイ ルシート法

・ 目  地  桝  法

・桟　 木　法

・ 小口タイル

・ 二丁掛タイル

大型タ イル

・標準仕様書 6.8.3ｂ (2)

（ 11.4.2）

 (11.2.2)

 (11.2.2)

(11.3.2)

(11.3.2)

(11.3.2)
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木

工

事

１．表 面仕上げ

種　　類

表面の 仕上げの程度

・ Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ 種

適　用　箇 　所

２．製　 　材

施工箇所

・

・

・

 (12.2.1)・下地 用針葉樹製材

Ｇ

Ｇ

樹種 形　 状 含水率
間伐材 等
の 適用

寸法（ mm）

施 工箇所

・

・

・

 (12.2.1)

樹種 含水 率
間伐材等
の適用

等　級寸法（ mm）

・ 造作用針葉樹 製材

施工箇 所

・

・

・

 (12.2.1)

樹種 含水率 間伐 材等
の適用

寸 法（ mm）

・広 葉樹製材

形　 状

(耳付材の有無）

・ 「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 製 材

施工 箇所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含 水率

・

・

・

・ B種
・

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

難燃処理防 虫処理

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る ※ A種

樹種
寸 法

（ mm）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る
・ B種
※ A種

※ A種

・ B種

 (12.2.1)・ 代 用 樹 種 を 使 用 で き な い 箇 所 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

施工 箇所

 (12.2.1)・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

間伐材
等の
適用

・

・

・

寸法 （ mm）樹種 含水 率

間伐材
等の
適用

 (12.2.1)

・

・

・

化 粧 薄 板 の 厚 さ

（ mm）

寸 法

（ mm）
樹種施工箇所

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

間伐材
等の
適用

施工箇 所

 (12.2.1)

・

・

・

見付け材面の

※１等　・2等

化 粧 薄 板 の 厚 さ寸 法

（ mm）
樹種

（ mm） 品質

※１等　・2等

※１等　・2等

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

３ .造 作 用 集 成 材

Ｇ

 (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・ 造 作 用 集 成 材

施工箇所

・

・

・

 (12.2.1)

間伐材等
の適用

見付 け材面の
品質

寸法（ mm）樹 種

※１等　・2等

※１等　・2等

※Ｆ☆☆☆☆と する

※１等　・2等

12-2
施工 箇所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含水 率

・

・

・

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

・ 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

・ 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

見付け材

面の品質
化粧薄板の
厚さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹 種

施工箇 所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含水 率

・

・

・

見付け材

面の品質
化粧薄板の
厚さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

4.造 作 用 単 板 積 層 材  (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※Ｆ ☆☆☆☆とする

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

防虫処理

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

（ mm）

厚 さ

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

施工箇所 表 面の化粧加工

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

防 虫処理

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

表面の化 粧加工

※ 14％以下

・

含水率
（ mm）

厚 さ

※ 14％以下

・

施工箇所

５ .床張 り用合板等  (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※Ｆ☆☆☆☆ とする

 (12.2.1)

施 工箇所
厚さ
(mm)

・普通合板

間伐材

適用

Ｇ

防炎

処理処 理処理

広葉樹
※2等以上
・１等

針葉樹
※Ｃ-Ｄ以上

・
・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

表板の品質 等の
接着の

程度

素板の

樹種名

・適用する※１類

・２類

・
・適用しない ・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・
・適用しない ・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・２類

・２類

・

・

・

・

 (12.2.1)

間伐材

処理
等の

接着の

程度

素板の

樹種名

・構造用合板

表 板の

品質

防虫 難 燃

防虫 強度

等級

有効断面

係数比

厚さ
(mm)

施工箇所 等級

・１類

・１類

Ｇ

 (12.2.1)

施工箇所

・パーティクル ボード

表裏面の状 態
による区 分

曲げ強さ
によ る区分

接着剤
に よる区分

厚さ（ mm）難燃性
による区分

※  15
・

※ 13タイプ

・

※Ｐ又 はＭ

・
・・

・ ・ ・ ・ ・

 (12.2.1)・構造用パネ ル

施工箇所 厚さ（ mm）等 　　級

・ 1級　・ 2級　 ・ 3級　 ・ 4級

・ 1級　・ 2級　・ 3級　・ 4級

６ .接 着剤 （ 12.2.2） （ 12.2.3）

（ 12.3.1）

・薬剤の 加圧注入による 防腐・防蟻処理

７ .防腐、防 蟻処理 ・防腐・ 防蟻処理が不要 な樹種による製 材及び集成材

適用部位：（ 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　）

 (12.3.1)

適用 部位

・ Ｋ２　　・Ｋ ３　　・Ｋ４

・ Ｋ２　　・Ｋ３ 　　・Ｋ４

保存処理性能 区分

 (12.3.1)

適用 部位

・薬剤の塗 布による防腐・ 防蟻処理

処理の方法

・ボード 原料接着剤への 薬剤混入による 防腐・防蟻処理

適用部位：（ 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　）

 (12.3.1)

施 工箇所施工箇所種別 種別

・ C-UP・ C-UI

防水の種別
塗布防水

５．ケイ酸 質系

６ .脱気装置

※  アスファルト ルーフィング類

製造所の仕 様による

・

脱気装置の 種類 設  置  数  量防水種 別

※  アスファルト ルーフィング類

製造所の仕 様による

・

・

Ｘ -1

※  防水材の主 材料の製造所の

仕様によ る

※  防水 材の主材料の 製造所の

仕 様による

・

 (9.2.3)(9.3.3)（ 9.5.3）

D-1 D-2 D-3 

ASI-T1 ASI-J1
AS-T3 AS-T4

D-4 DI-1 DI-2

コン クリート打継ぎ 目地

ひ び割れ誘発目地
左　記 　以　外

接 着性試験

・ ・

・

※ 20mm以上 ※ 10mm以上

ガラス回り
目　地

※ 5mm以上

※ 5mm以上

・

※ 10mm以上

・  引張接着 性試験 (部位

箇　   所

幅    (㎜ )

深  さ (㎜ ) ※ 10mm以上 ・ ・

)

７．シーリン グ

施    工    箇    所

 (9.7.3)

(9.7.5)

８ .防 水施工保証書 ※提 出する　　・提 出しない

使 用 量 　 ・ 製 造 所 の 指 定 に よ る

・

・

（厚さ）・ 25mm ・

（厚さ）・ 25mm ・

・

・

(3)(ⅱ）による
※標準仕様書9.4.2(c)

(材質）

※標準仕様書9.4.2(c）

(材質）

仕上塗料

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

種類・使 用量

・

(9.4.3)(表 9.4.1～ 3)

防水 層の種別 (室内防水）

(3)(ⅰ）による

平場のモルタル塗り

・下地モルタル塗り

屋 根 防 水 の 平 場 の 保 護 ｺﾝｸﾘ ｰﾄ仕 上 厚 さ 　 ・ (　 　 　 ） ｍ ｍ （ 9.4 .4）

機械 式固定工法の 場合の一般部の ルーフィングシ ートの張付け （ 9.4.4）

・行わ ない・行う (・図示　・ 　　　　　　）

の入隅部の増張 り

下 地がＰＣコンク リート (Ｓ -Ｆ 1、ＳＩ -Ｆ 1の場合）及 びＡＬＣ板（ Ｓ -Ｃ 1の場合）

（ 9.4.4）

・ 行わない・行う（・図 示　・　　　 　　　）

防水 下地がＰＣコ ンクリート部材 及びＡＬＣ部材 の場合の目地 処理 （ 9.4.4）

※厚さ 0.4mm以上の防 錆処理した鋼板 、ステンレス鋼 板及びそれら の片面又は両面 に
樹脂 を積層加工し た鋼板

固 定金具の材質及 び形状

・床塗り工法

保　護　層

※標準仕様書15.2.5(b)及び(3）

・
に準じる

※標準仕様書15.2.5(c)1

に準ずる
・

塗り厚

種　　別

・ S-C1

施工箇所

保護 ﾓﾙﾀﾙ
立上り部

・  　 mm

塗り厚

防湿層

・適用する

・適用し ない
・  Ｙ －２

※  地下外壁防 水

・  Ｘ－２

・  Ｙ－１

・  Ｘ－１

施工箇所

・

・

仕上塗料

種類・使用量

※  屋内防水

・製造所の指定
・  

・

・

高日射反射

　率防水の適

・製造所の指定
・  

 (9.6.1～ 3)(表 9.6.1～ 2)

種         類    (記  号 )

 (9.7.2)(表 9.7.1）

下表以 外は、標準仕 様書（表 9.7.1））によ る。但し、外壁 タイル接着剤 張りの場合の

シーリ ング材は 11章 に、カーテンウ ォールの場合の シーリングは 17章による。

・  行 わない

・  行う （使用箇所　・  すべて 　　・　　　　 　　　　　　 　　　　　）

・

・

※あ と施工アンカー ・横流し筋工法

※流し筋工法下地ごしらえ

・あ と施工アンカー 工法

・あ と施工アンカー ・横流し筋工法

受け金物 材 質 　 　 ※ S S 4 0 0  　 　・

形状および寸 法 ・ Ｌ－ 75× 75× 6の加工 　Ｌ＝ 100mm

・Ｌ－ 75× 75× 6の加 工　Ｌ＝ 150mm

・

受け金物

形 状および寸法 ・Ｌ－ 75× 75× 6の 加工　Ｌ＝ 100mm

・Ｌ－ 75× 75× 6の 加工　Ｌ＝ 150mm

(10.2.2)材 質　　※ SS400 ・

・

目地幅 　　※ 6ｍｍ以上　　・

目地幅　 　※ 6ｍ ｍ以上　　・

建築基準 法による風圧力 の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の風 圧力に対応建築基準法によ る風圧力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の風圧力 に対応
※ ス テ ン レ ス （ SU S 3 0 4）  Ｍ 10　 　※ ス テ ン レ ス （ SU S 3 0 4）  Ｍ 10　 　アンカーの材 質及び径 （ 10.5.3）

あと施工アン カーの材質及び 寸法

・材質（　　　 　　　）・寸法 （　　　　　　 　　　　　　 　）

（ 10.5.3）

目地 （ 10.5.3）目地幅　 　※ 8ｍ ｍ以上　　・

シーリ ング材　　・適 用する　

(※標準仕様 書 9.7に よる　　・図示 　）

・適用しない

目地 一般目地 目地幅 (mm）　 ・図示 ・

伸縮調整 目地

・図示

位置　　※標 準仕様書 10.6.2(2)(ⅰ )による

取付 け金物

目地 一般目 地 （ 10.7.2）

８ .笠 木、甲板等の

石張 り 石材 の厚さ

石裏面処 理 ・適用す る　　・適用し ない

取付け工 法 ・ 外部湿式工法　 ・乾式工法

・ 　　　ｍｍ　

石裏の補 強用モルタル ・適用する　　 ・適用しない

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

あと 施工アンカー の材質及び寸法 （　　　　　　 　　　　　　 　　　　） （ 10.7.2）

・

目地幅　 　※ 6ｍ ｍ以上　 ・

伸縮調整目地 位置　 　※他の部位と の取合い部　 ・図示

10.2.2.(b)の スライド方式に 準ずる

※ 標準仕様書 10.2.2.(a)、 10.2.2.(c)による。 及び、標準仕様 書

取付 け金物

10.2.2.(b)のス ライド方式に準 ずる

※標 準仕様書 10.2.2.(a)、 10.2.2.(c)による。及 び、標準仕様書

・

あと 施工アンカー の材質及び寸法 （　　　　　　 　　　　　　 　　　　）　　 　　　　　　　 　　　　　　 　（ 10.7.3）

位置　　 ※標準仕様書 表 11.1.1による 　　・図示 （ 11.1.3） (表 11.1.1）

色 耐
滑
り
性

色

備考

耐
滑
り
性

・

・

・

・

・

・ＭＣＲ 工法　　・目荒 し工法 (高圧水洗処理 ）

打継 目地・ひび割れ 誘発目地　　※ ポリウレタン系 シーリング材

伸 縮調整目地・そ の他の目地　　 ※変性シリコ ーン系シーリン グ材

・

・

 (11.4.2)(表 11.4.1）

・金属製タイル 先付け用パネ ル

・

（ 12.1.4） (表 12.1.1）

形　状

等　級

等　 級

見付 け材面の
品質

※15%以下 ・

※15%以下 ・

※15%以下 ・

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

Ｇ

接着剤は可塑剤 （難揮発性の 可塑剤を除く） が添付されて

※Ｆ ☆☆☆☆とするホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

い な い も の と す る 。

外壁面

・シーリ ング材の種類 、施工箇所

・シーリ ング材の目地 寸法 玄関 外装

・М ＣＲ工法　　・ 目荒し工法

※図示

※含水 率　 25％以下

※含水 率　 18％以下

※図示

土　台

※（社）日本木 材保存協会認定 　及び、

　（社）しろあ り対策協会認定 の防腐、防蟻 材

※標準仕 様書１２ .３．１（３） （ⅱ）①～④に よる土台（ 切断面、欠損面 ）

柱

（地面 より 1mの高さま で）

材面 の品質

見掛 かり部

※ 構 造 特 記 に よ る

5.5

相当

・  簡易 接着性試験

変性 シリコーン（外 壁メーカー指定 品）

押 入 ・ 収 納 シナ

R3

100角
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

Non
特

・　同一 キー

（ 16.7.2）

かまち樹 種（　　　　 　　　）　鏡板 樹種（　　　　 　　　）

・建具 表による見込み寸 法　※ 36ｍｍ 　

・かま ち戸

・特殊 加工化粧合板

屋
根
及
び
と
い
工
事

１３

１ ．長尺金属板葺 (13.2.2)

施工箇所
板及びコイ ル

の種類

※ JIS G 3322の
屋根 用コイル

・

塗膜の耐久性 、めっき

付着量 等の種類及び記 号 備考

下葺材料 ・アスファルト ルーフィング 940

・改質アスフ ァルトルーフ ィング下葺材
（・一般タイプ 　・複層基材タ イプ　・粘着 層付タイプ）

工法

建 築基準法に基 づく風圧力及び 積雪荷重に対応 した工法 （ 13.2.3）

２ .折 版葺

施工箇所 形 式

・はぜ締め型

・重ね型

・かん合型

耐火

性能

軒先

面戸板

・30分

・無

・有

・無

厚 さ
(mm)

材料による

区分

 (13.3.2)（ 13.3.3）（ 表 13.2.1）

合金板製
・アルミニウム

・

※ 鋼板製

耐力によ

る区分

山高、山ピッチ
による区分

山高

・(　　)種

・ ・ ・ ・ ・

材料 板及びコ イルの種類： （　　　　　　 　　　　　　　 　　） （ 13.3.2）

塗膜の耐久性 、めっき付着量 等の種類及び 記号：（　　　 　　　　　　　 　）

断熱 材 ・有り（種 別：　　　　　 　　　　厚さ (mm)：　　防火 性能：　時間）

・無し

工法

建築基準 法に基づく風 圧力及び積雪荷 重に対応した工 法 （ 13.3.3）

施工 箇所

山ピッチ

区分 区分
形状による 寸法による

区分

（ 13.4.2）
種　　 類

・適用しない

・適用する

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用しない

・適用する

瓦 桟 木 材 質 　 ※ 杉 又 は ひ の き

寸 法 　 ※ 幅 21× 高 さ 15（ mm)

棟 補 強 用 心 材 材 質 　 ※ 杉 又 は ひ の き

寸 法 　 ※ 幅 40× 高 さ 30（ mm）

（ 13.4.3）

（ 13.4.3）

工 法

（ 13.5.2）（ 表 13.5.1）

鋼管製と いの防露巻き

・適用する （工法：※標準 仕様書表 13.5.5による　・　 　　　　　　）

・ 適用しない

ロック ウール保温筒及 びフェノールフ ォーム保温筒の ホルムアルデ ヒド放散量

※Ｆ☆☆☆ ☆とする

ルーフ ドレイン

・ろく屋根用 （・縦型　・横 型）

種　 　別 施　工　 箇　所

・バルコニー 用

・バルコニ ー中継用

（ 13.5.2） （表 13.5.2）

・融雪型ルーフ ドレイン

１４

金

属

工

事

の 表面仕上げ

１ ．ステンレス

種　       　類 施工 箇所 (手 すり、タラップ 、建具以外 )

※  Ｈ Ｌ程度

(14.2.1)

２．アルミニ ウム

及びアルミニ ウム

合金の 表面処理

(14.2.2)(表 14.2.1)

被膜又は複合

被膜の 種類

・ A－ 1種

・ B－ 1種

・ A－ 2種

・ B－ 2種

（・アンバー　・ブロンズ

・ブラック系　・ステンカラー）

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 1種

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 2種

・ D種

※ AA15

※ AA15

※ B

※ B

※ AA6

※ AA6

種　別 施工箇 所 (成形 板、笠木、建具 以外 )

陽極酸化 被膜の着色方法 　　※二次電解 釈色　・三次 電解着色

表面 処理方法 種   別 施工箇所 (手すり 、タラップ以外 )

・  Ａ種

め っき

３． 鉄鋼の亜鉛

・  Ｂ種

・  Ｃ種

・  Ｄ種

・  Ｅ種

・  Ｆ種

(14.2.3)(表 14.2.2)

・溶融亜 鉛めっき

・ 電気亜鉛めっき

金

属

工

事

４．軽量鉄 骨

天井下地

野縁 等の種類  (14.4.2)(表 14.4.1)

屋 外 ※  25型 ・  19型 屋 内 ※  19型 ・  25型

・屋外の軒天 井、ピロティ天 井等

工法

（ 14.4.4）

５ .軽量 鉄骨壁下地 スタッド、ラン ナーの種類

スタッド の高さが５ｍを 超える場合 ※  図示

※標準 仕様書表 14.5.1によるスタッ ド高さによる区 分に応じた種類

(14.5.3)(表 14.5.1)

・  図示

６ .金属成形板張り

アルミニウム

・押出 し

被膜等の種類

※ B

※ B

※ AA6

※ AA6

・ B－ 2種
（・アンバー　・ブロンズ

・ B－ 1種

・ C－ 1種

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 2種

・ D種

・ブラック系　・ステンカラー）

種　別

板厚

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）種別 形 状製法
表面処 理

・ロール

・

７．アル ミニウム

製 笠木 ・  250形
部材 の種類

・  300形 ・  350形

（ 14.6.3）

８ ．手すり及び
タラップ

タラップ ・ステ ンレス製  SUS304（表面 処理　※研磨な し　・　　　 　　）

・鋼製 　（表面処理　 ※溶融亜鉛めっ きＣ種　・　 　　　　）

手すり  　・ステンレス 製  SUS304（表面処理 　※ＨＬ程度　 ・Ｎ o.2B程度　 ・　　　）

・ 鋼製　（表面処 理　※溶融亜鉛 めっきＣ種　 ・　　　　　） (14.8.2)

(14.8.3)

９．インサー ト ※床面で断熱 材打込み部分は 断熱材用インサ ートとする

左

官

工

事

１５

１．モルタル塗 り （ 15.2.2）

（ 15.2.5）

2.床 コンクリート

直均し仕上げ

床面の仕上り

既製目 地材　・設ける 　施工箇所 (　　　　　 　　 )　 形状 (・図示　・　　 　　 )

・設 けない

床目地 ・設ける（ 工法：※押し目 地　・　　　　 　）　・設け ない

平たん さは下記以外は 標準仕様書 15.3.2による。

（ 6.2.5）（ 15.3.2）

・  セメント系 (15.4.2)(表 15.4.1)３．セルフレ ベリ
ング材塗り

（ 15.5.2）

仕上 げ

４．仕上 塗材 ホルム アルデヒド放散 量

※Ｆ☆☆☆ ☆とする

・  せっ こう系

・

呼   び   名

（ 15.5.2)(表 15.5.1)(表 15.5.2）

・ 薄付け仕上塗 材

種     類 防火 材料

・  外装薄塗材Ｓ i

・  可とう形外装
薄 塗材Ｓ i

・  可と う形外装

・  外装 薄塗材Ｅ

薄塗 材Ｅ

・  外装薄塗材Ｓ

・  内装薄塗材Ｃ

・  内装薄塗材Ｌ

・  内装薄塗材 Ｓ i

・  内装薄塗材Ｅ

・  内 装薄塗材Ｗ

薄塗材Ｅ
・  防水 形外装

・

・

・

・

・

・

・

・厚付け仕上塗 材 ・  外装 厚塗材Ｃ

・  外装厚塗材Ｓ i

・  外装厚 塗材Ｅ

・  内装厚 塗材Ｃ

・  内装厚塗 材Ｌ

・  内装厚塗 材Ｇ

・  内装厚塗 材Ｓ i

・  内 装厚塗材Ｅ

・

・

・

・

・

・

仕上塗 材の種類

・

・

・

・

・

・

仕上 げの形状及び工 法等

・京壁状じゅ らく

・  砂壁状 じゅらく

（・吹付　・ローラー塗り）

・着色骨材砂 壁状

（・吹付　・ローラー塗り）
・  凹凸状

・  平 たん状

・  さ ざ波状

・  ゆず肌状

・  砂壁状

（・吹付　・ローラー塗り）

・吹放し

・凸部処理

・  凹凸 状

・  平たん状

・ひき起こし

・かき落と し

吸放湿性　・適用する　・適用しない

吸放湿性　・適用する　・適用しない

上 塗 材  　 ・ 適 用 す る ・ 適 用 し な い

左

官

工

事

・複層仕 上塗材

・

・

種　 　類

・  防水 形複層塗材 RS

・  防水形複層塗材 RE

・  防水形複層 塗材 E

・  防水形複 層塗材 CE

・  複層塗材ＣＥ

・  可とう形複層 塗

材Ｃ Ｅ

・  複層 塗材Ｓｉ

・  複層塗材Ｅ

・  複層塗材 ＲＥ

・

・

・

・

・

・

・

仕上げの形 状及び工法等防火材料呼　び　名

・  ゆず肌状

・  凸部処 理

（ 15.5.4）

内 壁 目 地 の 形 状 　 ※ Ｖ 形 目 地 付 き 　 ・

５ .マスチック 塗材

塗り

ＡＬＣパネ ルの下地処理

（ 15.6.2）

６ .ロッ クウール

吹付け
ロッ クウールのホル ムアルデヒド 放散量　※Ｆ☆ ☆☆☆とする （ 15.8.2）

接着剤のホ ルムアルデヒド 放散量　　※ Ｆ☆☆☆☆とす る

・

・

吹付厚さ（ｍｍ ）　・図示　 　・ 25 （ 15.8.3）

16

建

具

工

事

1.一般 事項 防火戸　　※ 建具表による

建具見本 の製作 ・  行う

・行わない

見本 の程度　・工 事に使用するも のとして、あら かじめ製作す る

・ 納まり等が分か る程度のもの

特 殊な建具の仮 組 ・行う （建具 符号：　　　　 　　　　　　 　　　）

（建具 符号：　　　　 　　　　　　　 ）

・行わない

（ 16.1.3）（ 16.1.4） （ 16.1.6）

防音ドアセッ ト、防音サッシ

断熱ドアセッ ト、断熱サッシ

耐震ドアセッ ト

（ 16.2.2）

（ 16.2.2）Ｇ

（ 16.2.2）

網 戸等

種類 材　　 種 線　径 網 　目

・防虫網

・防鳥網

※  合成樹脂 製

・  ガラス繊 維入り合成樹脂 製

・  ステンレ ス（ SUS316）製

※  0.25以上

1.5ｍ ｍ 網目寸 法 15ｍｍ

（ 16.2.3）

・ ・

※  16～ 18メッ シュ

建 具の枠　見込み 寸法　※建具 表による （ 16.2.4）（ 16.2.5）

（ 16.3.2）

（ 16.3.2）

（ 16.3.2）

３ .樹脂製建 具 外部に面す る建具

防音ドアセ ット、防音サ ッシ

（ 16.3.4）

４ .鋼製 建具 性能等級

簡易気 密型 ・適用す る（建具符号　 ※建具表による 　・　　　　 　　）

・適用 しない

外部に面する 建具の耐風圧性

・

・  Ａ種

・  Ｂ種

・  Ｃ種

※Ｓ -４

※Ｓ -５

※Ｓ -６

気密性 水 密性

※Ａ -４
※Ｗ -５

※Ｗ -４

耐風圧性種別 建具符号

建

具

工

事

５ .鋼 製 軽 量 建 具 性 能 等 級

簡易気密型 ・適用する（ 建具符号　※ 建具表による　 ・　　　　　　 ）

・適用し ない

(16.5.2)(16.5.3)(表 16.2.1）

６ .ス テ ン レ ス 製

建 具

性 能 等 級

簡易 気密型 ・適用す る（建具符号 　※建具表によ る　・　　　　 　　）

・適 用しない

外部に面する 建具の耐風圧 性

・耐風圧 性 (　 　　 )（ 建具符号　※建 具表による　・ 　　　　　　 ）・

(16.6.2)(16.6.3)(表 16.2.1）

建 具 材 の 加 工 、 組 立 時 の 含 水 率 　 　 ※ Ｂ 種 　  ７ .木 製 建 具 （ 16.7.2）

表面材 及び接着剤の ホルムアルデヒ ドの放散量 （ 16.7.2）

・フラ ッシュ戸

表面材 の合板の種類

・普通 合板 Ｇ 表面の材種

板面の品質 （　　　　　　 ）

接着の程度 （・ 1類 　・ 2類 ）

（ 16.7.2）

・天然木 化粧合板 Ｇ 樹種名 (　　　　 　　）

接着の程 度（・ 1類　・ 2類）

Ｇ 化粧加工 の方法 (・オーバーレイ 　・プリント 　・塗装）

（ 16.7.3）（ 16.7.4）

（ 16.7.2）

８ .建 具金物 金物 の種類・見え 掛り部の材質等

※標準 仕様書表 16.8.1及び適用は建具 表による

（ 16.8.2）

樹脂 製建具に使用 する丁番　※標 準仕様書表 16.8.3による （ 16.8.2）

握り玉、レバ ーハンドル、 押板類、クレセ ントの取り付け 位置　・建具 表による
（ 16.8.3）

９ .鍵 マスターキー 　　・製作す る　・製作しな い （ 16.8.4）

鍵箱　 　※有　　・無

１ ０ .自動 ドア開閉

装置 自動ド ア 防錆 セン サーの種類 凍結防止

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

※標準仕様書表

16.9.1による

・行う

建具表による）

・行わない

・光線（反射）スイッチ （使用箇所は

・マットスイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能便所スイッチ

・  SSLD-1

・  SSLD-2

・  DSLD-1

・  DSLD-2

・  SWD-1

・  SWD-2
※標準仕様書表

16.9.2による

・　図示
・

性能値

（16.9.2）（16.9.3）

引 き 戸 装 置
性 能 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 16 .10 .1に よ る （ 16.1 0.3）１ １ .自 閉 式 上 吊 り

・  上部手動 式※  上部 電動式（手動併 用）

シ ャッターの種類

開 閉機能による種 類

・  屋 内用防火シャ ッター

耐風圧強度（ 　　　　） N/㎡

(16.11.2)

(16.11.2)

 (16.11.2)(表 16.11.1)

・  防煙シ ャッター

・  設ける　・ 設けない

１３.軽量シャッター

１２.重量シャッター

(16.12.2)(表 16.12.1)開閉 形式

ス ラット

材質 ･ JIS G 3302（ 塗装溶融亜鉛 めっき鋼板）　 　

ドア

（ 16.13.2)(16.13.3）

※ ス チ ー ル タ イ プ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

セクション材料による区分 収納形式による区分

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

ガイドレールの材質開閉方式による区分

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

・125

・100

・75

・50

※ 溶融亜鉛めっき

鋼材

・ ステンレス鋼板

・

・ スタンダード形

１４.オーバーヘッド

１５.ガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス

（16.14.2）

構成種類 性　能

・Ⅰ類

材料板ガラスによる種類 種　類 性　能

・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・Ⅰ類

（ 16.14.2）

・合わせガラス

品　種

・強化ガラス

・Ⅱ－1類

・Ⅲ類

・フロート合わせガラス

・網入磨き合わせガラス

・フロート板合わせガラス

・熱線吸収、フロート合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収合わせガラス

・Ⅱ－2類

・Ⅲ類

建 築基準法によ る風圧力の（・ 1.0　・ 1.15　・ 1.3）倍の風 圧力及び

雪止 め ・設 置する（図示）
（ 13.2.3）

建築基準 法による風圧力 の（・ 1.0　・ 1.15　 ・ 1.3） 倍の風圧力及び

積雪荷重に 対応した工法

3.粘土瓦葺

大きさ製法による

・

・

・

・

・

棟 の 工 法 　 ※ 標 準 仕 様 書 13.4.3（ ｄ ） （ 1） ～ （ 3） に よ る

建築 基準法に基づ き定まる風圧力 の（・ 1.0　・ 1.15　・ 1.3）倍 の風圧力
（ 13.4.3）

に対応した工 法とする。

留 付 け 工 法 　 ※ 図 示

（ 13.5.3） （表 13.5.5）

・  Ｎ o.２Ｂ 程度

・  鏡面仕上程度

建築基 準法に基づき定 まる風圧力の （・ 1.0　・ 1.15　・ 1.3）倍の 風圧力
に対応した工 法

野縁受 、吊ボルト及び インサートの 間隔　　・図示

周 辺部の端から の間隔　　・図 示

野 縁の間隔　　 ・図示

・ 吊ボルト間隔 が 900mmを超える場合の 補強方法　　・ 図示 （ 14.4.4）

・天井のふとこ ろ寸法による 補強方法

3.0mを超える場合 　　・図示

1.5ｍ以上 3.0ｍ以 下の場合　　 ※標準仕様書 14.4.4(ｈ )(1)～ (2)による　・ 図示

（ 14.4.4）

・天井下地材 における耐震性 を考慮した補 強

補強 箇所　・図示

補強 方法　※図示

・

・

・

・

・

・

（ 14.6.2）

・プレス

・
・パネル形

ドレル形
・スパン

・

取付用下地　 　※標準仕様書 14.4による　・ 図示

・設けない

伸縮調整継手 　　・設ける（ 施工箇所・図示 　・　　　　 　　）  

（ 14.7.3）

建築 基準法に基づ き定まる風圧力 の（・ 1.0　・ 1.15　・ 1.3）倍 の風圧力

に対応 した工法

笠木の 固定金具の工法 等

表面処理  種別 (　　 )種　被膜等の種 類 (※標 準仕様書表 14.2.1による　・ 　　　    )

着色（・ア ンバー　・ブロ ンズ　・ブラ ック系　・ステ ンカラ―）

上記 以外  ・ 　　形 (最小肉厚　  mm）

 (14.7.2)(表 14.7.1)

外装タ イル張り下地の モルタルの接着 力試験

・適用する　 ・適用しない

フ リーアクセスフ ロア―（支柱 調整式）範囲　 ・ 1ｍに つき 10ｍｍ以下

・

・・  凹凸 状

耐候性　※耐候 形 3種

・

上 塗材

・つや なし

・メタ リック

外　観　※ つやあり

樹　脂　※ア クリル系

溶　 媒　※水系

・溶剤系

・弱溶剤系

種別 　　・Ａ種　・ Ｂ種

遮音性の等 級（・Ｔ -1　・ Ｔ -2） ・適用 する ・適用 しない

断 熱性の等級（　 　）　・適用 する (※ 建具表による） ・適用 しない

面内 変形追随性の 等級（　　） ・適用す る（※図示） ・適用 しない

・  ス テンレス（ SUS304）線材

着色　 （・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系・ステンカラー）

外部 に面する建具   種別　・Ｂ -１種　・ Ｂ－２種表面処理

着色　 （・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系・ステンカラー）

屋内 の建具　　　   種別　・Ｃ -１種　・ Ｃ－２種

・被膜 等の種類　※標 準仕様書表 14.2.1による

※建具表による

※建具表による

※ 建具表による

表面色　※ 標準色　・特注 色

断 熱ドアセット、 断熱サッシ Ｇ

建具 の枠　見込み寸 法　※建具表に よる

・ 適用しない

・ 耐風圧性 (　　　 )（建具符号 　※建具表によ る　・　　　 　　　）

防音ドア セット、防音 サッシ

断熱ドアセ ット、断熱サ ッシ Ｇ

耐震ドアセ ット

鋼板 類　  ・ 溶融亜鉛めっき 鋼板

（ 16.4.2～ 3）（表 16.4.1） (表 16.2.1）

面 内変形追随性 の等級（　　） ・適用する

・

防音ド アセット、防音 サッシ

断熱ドア セット、断熱サ ッシ Ｇ

耐震ドア セット

遮音性の等 級（　　　） ・適用する（  建具符号 は建具表による ） ・適用しな い

断熱性の等 級（　　）  ・適用す る（建具符号は 建具表による） ・適用しない

（建具符号 は建具表による ）・適用しな い

鋼板類　  ・溶融亜 鉛めっき鋼板 　・ビニル被覆 鋼板　・カラー 鋼板

面内変形追随性 の等級（　　 ）・適用する

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板 ・

遮 音性の等級（ ・ T-1　 ・ T-2） 　・適用する (建具符号 ：建具表によ る）

断熱性の等 級（・ H-4 ・ H-5 ・ H-6) 　・適用す る (建具 符号：建具表 による）　

・適 用しない

遮音性の等 級（　　　）・ 適用する（  建具符号は 建具表による ） ・適用し ない

断熱性の等 級（　　）  ・適用する （建具符号は建 具表による） ・適用し ない

（建具符号は 建具表による）・適用しない

防音ドア セット、防音 サッシ

遮音性の等級 （　　　　） (建具符号は建具表による） ・適用し ない

断 熱ドアセット 、断熱サッシ Ｇ

断熱性の等 級（　　）

・  適用する

・  適用する (建具符号は建具表による） ・適 用しない

耐震ドアセ ット

面内変形追随 性の等級（　　 ） ・  適用 する (建具符号は建具表による） ・ 適用しない

鋼 板 屋 外 ： ※ SUS430J1L ・ SUS443J1　 ・ SUS304

屋 内 ： ※ SUS430　 ・ SUS430J1L　 ・ SUS443J1　 ・ SUS304

・

・

表 面 仕 上 げ 　 　 ※ Ｈ Ｌ 仕 上 げ 　 ・ 鏡 面 仕 上 げ

ス テ ン レ ス 鋼 板 の 曲 げ 加 工 　 ※ 普 通 曲 げ 　 ・ 角 出 し 曲 げ

（ 16.6.4）

（ 16.4.5）

・

※ Ｆ☆☆☆☆とす る

不透明塗料 塗り（※しな合 板程度　・　　 　　　）

生地、透明 塗料塗り（※ラ ワン合板程度　 ・　　　）

・  外壁用防 火シャッター 耐風圧強度 （　　　　） N/㎡

管 理用シャッター のシャッターケ ース

・  管理 用シャッター

耐風圧(Pa)

屋根

積 雪荷重に対応し た工法

・配管用鋼 管　・硬質ポ リ塩化ビニル管 　・ガルバリウ ム鋼板と いの材種４ .と　い
（ 16.2.2)(16.2.4)(表 16.2.1）３ ．アルミニウ ム

製建 具
外部に面する 建具

・  Ａ種

・  Ｂ種

・  Ｃ種

耐風圧性

※Ｓ -４

※Ｓ -５

※Ｓ -６

・

・

・

種別 気密性 水密性

※Ａ -４ ※Ｗ -５

建具符 号

※Ａ -３ ※Ｗ -４

・  玄関

・  一般

※Ｓ -２

※Ｓ -３

※Ａ -４

※Ａ -４ ※Ｗ -４

－

・全て 　　・建具表に よる

・全て 　　・建具表に よる

・全て 　　・建具表に よる

・全て 　　・建具表に よる

・ 全て　　・建具 表による

H-3

・ JIS 3322（塗装溶融 55％ アルミニウム－ 亜鉛めっき鋼 板及び鋼帯）

・図示

・メー カー既製品（住 宅用）

屋根葺 形式

・瓦棒葺
（心木なし）

・横 葺

・蟻 掛葺き

・立平葺

厚さ

（ mm）

・ふ すま

ふすまの 材料の種別　（ ・Ⅰ型　・Ⅱ型 ）

（ 16.7.2）（ 16.7.3） （ 16.7.4）

縁仕上　・塗 り縁　・生地 縁（素地）　・ 生地縁（ウレタ ンクリヤー塗装 ）

上張りの 種類 (押入等の裏紙以 外）・鳥の子  ・新鳥の 子又はビニル 紙程度

ふすまの見込 み寸法

戸ふす まの見込み寸法

・紙張り障子

見込み寸法　※ 30ｍｍ　・建具 表による

・メー カー既製品（住 宅用）

　・　　　ｍ ｍ

　・　　　ｍ ｍ

※  建具表

0.4

・軽 量骨材
仕 上塗材

・  吹付用軽量塗材 ・

・・  こて塗用 軽量塗材

・浸 透硬化型

　コ ンクリート

　表 面強化材

・  クリヤー
モップ等に よる水拭き

散布（噴霧 器、 ｼﾞｮｰﾛ等）、

特記仕様書（３）
3
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

Non
特 4

特記仕様書（４）

下地の種類

建

具

工

事

（ 16.14.2）・熱線吸収板ガラス

色　調

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

性　能

・1種

・2種
・ブルー　・グレー　ブロンズ

・日射熱遮へい複層ガラス

・断熱複層ガラス

・複層ガラス （16.14.2）

断熱性 日射熱遮へい性

（16.14.2）・熱線反射ガラス

品　種

品　類

品　種 日射遮へい性 耐久性 色　調

・熱線反射ガラス
・ブルー　

・グレー

・ブロンズ　

・シルバー

・高性能熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

色　調

（ 16.14.2）

材料板ガラスによる種類の名称

・フロート倍強度板ガラス

・熱線吸収倍強度板ガラス ・グレー　・ブルー　ブロンズ

建 具の種類

・  ガス ケット

・

アル ミニウム製

ガラス の留め材 ガラ ス溝の大きさ（ ｍｍ）

※標準仕様 書表 16.14.1による

・図示

・

(16.14.2)（ 16.14.3）

・  シー リング材

・グレ イジングチャン ネル形

※ 標準仕様書表 16.14.1による

※ 標準仕様書表 16.14.1による
ステンレ ス製

鋼製及び鋼製 軽量
・図示

・図 示

ガ ラス留め材、溝 の大きさ

（ 16.14.4）
映像調整　　・行わない　・行う

反射被覆面　・内面　　・外面

１７.ガラスブロック （ 16.14.5）

表面
形状

正方形

・ 125× 125

・ 160× 160

・ 200× 200

・ 320× 320

・ 250× 125

・ 320× 160

呼び寸法

・ 80

・ 95 ・ 125

・ 95 ・ 125

・ 95

・ 80

・ 95

クリア 乳白 その他

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

曲面積み

目地幅（ｍｍ）色 　調 防火
性能平積み

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

内側

※6以上

・

※無し

・有り

厚さ

長方形

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・　　　　　　　　　　）

・設けない

力骨　　材質　※ステンレス製（SUS304）

寸法　※径5.5ｍｍ

形状　※はしご形状複筋及び単筋

化粧目地モルタルの色 （ ・　　　　　　　　　）

伸縮 目地　　※ 6ｍ以下ごと に幅 10～ 25ｍｍ 　　・図示）

目地 部の力骨の補強 方法　　※ガラ スブロック製 造所の仕様によ る　・図示
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カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

１ .取付方法 ､性能等 取 付方法 ・層間方式 　・柱・梁方式 　・方立方式　 ・スパンドレ ル方式

性 能

耐震性能 耐震性能
(水平方向） (鉛直方向）  水密性  気密性 遮音性 断熱性 耐火性能 耐温度差性

※ 1.0KH ※ 0.5KV ・ 30分

・ 1時間

 (17.1.3)

・８０

・７０

・６０

(℃ )

建築基準 法に基づく風圧 力に対応した 工法

※適用する（ 建築基準法に よる風圧力の（ ・ 1.0　 ・ 1.15　・ 1.3）倍の風 圧力に

対 応した工法）

主要部材の 耐風圧性能 (ガラスを 除く）

4ｍを超え る

4ｍ以 下

支店間距離（ｈ） 耐風 圧性能

建 築物の構造種別

※たわみ量が±（1/150）×ｈかつ絶対量20ｍｍ以下

・

部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

有害な歪みが起こらない事

状　　態

層間変位量(ｈ=支点間距離） 変位後の状態

鉄骨鉄筋コンクリート造 ・

・
鉄骨 造

※±（1/200）×ｈ以上

※±（1/300）×ｈ以上鉄筋コンクリート造

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に有害な歪みが

起こらないこと。シーリングは補修程度の損傷であること。

層 間変位追従性

シーリング 材料

被着体 の組み合わせ
シ ーリング材の種 類

下 表以外は標準 仕様書表 9.7.1による

金属

ガラ ス

カー テンウォール 板間目地

ガラス

石、タイル

ガラス

記号 主 成分による区分

（ 17.2.2）（ 17.3.2）

構造用ガスケ ット

・適用 する (施 工箇所　・図示 　・　　　　　 　　）　　　 　
材 質　　・クロロ プレン系　・ EPDM系　・シリ コーン系
形 状　　・ H形　・ Y形　・ C形

寸 法（ mm）　ガラ ス板厚（　　 ),支持枠の厚さ （　　 ),ウェブ の寸法（　　）

・適用し ない

Ｇ

施工箇所（　　 　　　　　　　 　）

断熱材

種類　（　　　 　　　　　　　 ）　

厚さ (mm)（　　 ）

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

（ 17.2.2）（ 17.3.2）

(17.2.6)(17.3.6)

・取付 ブラケット

・フ ァスナー部

施工部位

耐火 材料 （ 17.3.2）

・パ ネル目地部

・層 間ふさぎ

種　 別 規格等

２ .メタルカーテン
ウォー ル

カー テンウォールの 材料

※ アルミニウム製

規格等

※標準仕様書 16.2.3

による

・

映像調整表面処 理

・ A-1類　・ A-2類

被膜等の種 類（※標準仕様 書表
14.2.1による　・　 　　　　）

着色（ ・アンバー　 ・ブロンズ

・ブラック系　 ・ステンカラー ）

・

・ 行わない

・行う

製品及 び取り付け位置 の寸法許容差 ※標準仕様 書 17.2.1～ 3による

ガラス溝 の寸法、形状　 　※製造所の 仕様による

（ 17.2.2）（ 17.2.3） （ 17.2.5）

（ 17.3.2～ 5）
カーテンウォ ールの材料

ウォール

３ .ＰＣカ ーテン

補強 鉄線の径 (mm)　 ※ 3.2　 ・ 4.0　 ・ 5.0　・ 6.0

配　 筋　・図示

鉄　 筋　　※ SD295A（・ D13　・ D10）

先 付け材料　　 ・サッシ枠　・ ゴンドラ用ガイ ドレール

表 面仕上げ　 ・ 磁器質タイル 　・石材（・花 こう岩　・大理 石　・　　　 　）

ガ スケットを用 いる場合のアン カー溝寸法許容 差 (mm)
・ｈ＝ -1～ +2、 W1及び W2＝± 1

・

18

塗

装

工

事

製品及び取 付位置の寸法許 容差　　※標 準仕様書表 17.3.1～ 2に よる

１ .材　　料 （ 18.1.3）屋内で 使用する場合の ホルムアルデヒ ド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆とす る

・防火材料　 　※屋内の壁、 天井仕上げは 防火材料とする

・次の 箇所を除き防火 材料とする（箇 所：　　　　　 　　　）

２ .素地ごしらえ

※ C種　・ A種　・ B種

※ A種　・ B種石膏ボー ド面及び

その他ボード 面

下 地面等 種 別

木部

鉄鋼面

モルタル 面及びプラス ター面

亜鉛めっ き鋼面

コンクリ ート面、ＡＬ Ｃパネル面及び 押出成形セメン ト板面

不透 明塗料塗りの場 合

透明 塗料塗りの場合

目地：継目 処理工法

目地 ：継目処理工法 以外

※ A種　・ B種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

※ B種 　・ A種

※ B種　・ A種

（ 18.2.2～ 7）

19-2
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３ .錆止 め塗料塗り

亜鉛 めっき鋼面

鉄鋼 面
見え掛り部分

見え隠 れ部分

鋼製建具

鋼製建具 以外

下地面等

※ A種 　・ B種

※ B種　・ A種

工程の種別 塗料の 種別

※ A種　・ B種　

※ B種 　・ A種

（ 18.3.2～ 3）

4.塗　　料

塗　 装

・合 成樹脂調合

ペイント塗 り

（ＳОＰ）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼 面

亜鉛めっき面

・ク リヤラッカー 塗り（ＣＬ）

・ア クリル樹脂系 非水分散型塗料 塗り（ＮＡＤ）

・耐候性塗料 塗り

（ＤＰ）

鉄鋼面

亜鉛めっき 鋼面

コンクリー ト面及び

押出成形セメン ト板面

種別

・つや有合成 樹脂
エマルジョ ン
ペイント塗り

屋内の鉄鋼面

・合 成樹脂エマル ジョンペイント 塗り（ＥＰ）

・合成樹脂エマ ルジョン模様塗 料塗り（ＥＰ -Ｔ）

・ウ レタン樹脂ワ ニス塗り（ＵＣ ）

※ A種　・ B種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

・ A種 　・ B種

―

―

※ B種　・ A種

・ C種

※ B種 　・ A種

※ B種　 ・ A種

※ B種 　・ A種

※ B種 　・ A種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

―

―

（ 18.4.1～ 18.14.2）

・屋 外の木材保護 塗料塗り（ＷＰ ）

５ .塗装業 者 ・日本 塗装工業会の会 員 ・監督員 の承諾する塗装 業者

内

装

工

事
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１ .接 着剤 接着剤のホル ムアルデヒド放 散量 （ 19.2.2～ 19.5.5）

帯 電 防 止 　 ・ 帯 電 防 止 性 能 評 価 値 （ JIS  A 145 5） 1.2以 上 ～ 3.2未 満 　

又 は 体 積 電 気 抵 抗 値 （ JIS A 1 454） 1× 1 0＾ 7～ 1× 10＾ 10Ω 程 度

（ 19.2.2）

JIS記号 色柄 厚さ (㎜ ) 特殊機能 施  工  箇  所

・無 地
・ KT

・ FT
・無地

・無地
・ FOA

・柄物

・柄物

※  2.0

寸 （ mm)法

・ 300角

・ 450角

・帯電防止

・防滑 性

・防滑性
・帯電 防止

・防滑性
・帯 電防止

・ 450角

・ 300角

・ 500角

・ 2.5
・ 3.0

・ 2.0

・

床 タ イ ル

３ .ビ ニ ル

Ｇ

４ .ビニル幅木 材質　　・軟 質　　・硬質

高さ（ mm)：（※ 60　 ・ 70　・ 100）　　厚さ （ mm)： （※ 1.5以上　　　　 　）

（ 19.2.2）

厚　さ　 (㎜ ) 寸 　法　 (㎜ )種　　 類 色　　柄

（ 19.2.2）

・ ・ ・

５． ゴム床タイル

種  別

織じゅうた ん６．カーペット

パ イル形状

・  カットパイ ル

・  Ｃ種

・  Ａ種

・  Ｂ種

(19.3.3)(19.3.4)(表 19.3.1)

・  ループパ イル

・カ ット、ループ
併 用

織  り  方

・ ウィルトン

・ダブルフェース

・アキスミン
スター

・ 無地

・ 柄物
(標準品 )

色 柄 帯  電  性

・適用する

・ 適用しない

備 考

タ フテッドカーペ ット  

パイル 形状

・・カ ットパイル

・ループパ イル

・レベルルー プパイル

・カット、 ループ併用

パイル長さ(㎜)

※ 5～ 7

※ 4～ 6

※ 4

・

･

･

･

(19.3.3)(19.3.4)(表 19.3.2)

工法

工法

・  ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

※  全面 接着

工   　法 帯  電  性

・ 適用する

・適用し ない
・　 　　　　 )

備 　　考

下敷き　　 ※反毛フェルト (JIS L 3204)の 第 2種 2号　呼 び厚さ 8mm

※反毛フェル ト（ JIS L 3204の第 2種 2号　 呼び厚さ  8ｍｍ
下 敷き材（グリッ パー工法の場合 ）

厚　さ (㎜ ) 帯　　 電　　性

ニー ドルパンチカ ーペット

・ ・適 用する

(性能 ：※人体
耐電圧 3KV以下

(性能：※人体

・　　　　 )
耐電圧3KV以下

(性能：※人体耐電圧 3KV以下
・　 　　　　 )

・ 適用しない

備 　考

(19.3.3)

タイ ルカーペット

備　　考

※  ループパイル

・  カット パイル

・ カット、ループ

併用

パイル 形状 種　別

・ 第一種

・第二種

・第一種

・第二 種

・第二種

※ 第一種

寸法 (㎜ )

※ 500× 500

・

※  6.5

・

総厚さ (㎜ )

※  6.5

・

※ 500× 500

・

※ 500× 500

・

※  6.5

・

（ 19.3.3)

（ 19.3.4）

平　　場

階 段部分

タイルカー ペットの敷き方

備考欄 の価格は、カタ ログ記載価格 である。

・  模様流し ・

・

（ 19.3.3）

※Ｆ☆☆☆ ☆とする （ 19.4.2）７ .合 成樹脂塗床

Ｇ敷　き

弾性ウレ タン樹脂系塗床

※平滑仕上

・防滑仕 上

・つや消 し仕上

・薄膜流し展べ 工法

・厚膜流し 展べ工法

・ 樹脂モルタル工 法
エポキシ樹脂 系塗床

・厚膜 型塗床材

・厚膜型塗床材

・薄膜型 塗床材

種　別 施工 箇所 工　法 仕上 げの種類

・平滑仕上

・防 滑仕上

・平 滑仕上

・防滑仕上

塗布量 (kg/㎡ )
・

溶剤
・溶剤系・水性系

・無溶剤系

仕上げ色

・標準色

・ アクリル樹脂塗 床

(JIS K 5970)

（ 19.4.2） （ 19.4.3）（表 19.4.1～ 8）

８ .フローリ ング

※Ｆ☆☆☆☆ とする

フローリング及 び接着剤のホ ルムアルデヒド 放散量 （ 19.5.2）（ 19.5.4） （ 19.5.5）

塗床材のホ ルムアルデヒ ド放散量

張り

・  フローリン グ ・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・フローリング

・ 接着工法

・接着工法

・モ ルタル

接着工法

※な ら

・

※なら

・

※なら

・

※なら

・

※なら

・

・

・

※ 15

・

15

15

・ ・

・ 12以上

・ 12以上

・

・

間伐材等

の適用

幅  75

長さ500以上

幅  75

幅  75

長さ300以上

長さ300以上

303× 303

※ 303×303

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・

・

・

・

・

・

・無塗装品

・塗装品

ＧＧ
フロー リングの種別

・ 単層フローリ ング

種 　　類 工　 　法 樹　種 厚さ (㎜ ) 仕上塗装
大きさ

(mm)

埋込み工法

・ 釘留め工法

・接着工 法

※なら

・

間伐材等

の適用種　　類 樹　種

(19.5.2～ 19.5.7)(表 19.5.1～ 5）

工　　法 種別

・フローリング

・行わない

種別 ・  Ａ種 ・  Ｂ 種 ・  Ｃ種

・ポリスチレ ンフォーム床 下地（ノンフロ ン　　）ＧＧ

畳 表及び畳床は ホルムアルデヒ ド、アセドアル デヒド及びスチ レンを発散し ないか、

発散が極 めて少ない材料 を使用したも のとする。

内

装

工

事

JISの記号

・ 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板

・ 中 質 木 毛 セ メ ン ト 板

・ 普 通 木 毛 セ メ ン ト 板

・硬質木片セ メント板

・普通木片セ メント板

・けい酸カル シウム板

・ロックウール化粧吸音板

・ シ ー ジ ン グ 石 膏 ボ ー ド

・ ﾛｯｸｳｰﾙ吸音 ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音 ﾎﾞｰﾄﾞ32K

・せっ こうボード

・不 燃積層
石膏ボード

・強化せっこ うボード

・せっ こうラスボード

・化粧 せっこうボー ド

（木目）

・化粧せっこ うボード

（トラバーチン 模様）

・普通合板 ＧＧ 表面の材種

その他 ボード

及び合板張り

生地、透 明塗料塗り

不透明塗 料塗り

（※ラ ワン程度　・　 　　　　　　 　　）

（※し な程度　・　　 　　　　　　 　　）

・天然 木化粧合板 ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＨＷ

ＭＷ

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

1.0ＦＫ

0.8ＦＫ

Ｄ Ｒ

ＲＷ -Ｂ

ＧＷ -Ｂ

ＧＢ -Ｒ

ＧＢ -ＮＣ

ＧＢ -Ｓ

ＧＢ -Ｆ

ＧＢ -Ｌ

ＧＢ -Ｄ

ＧＢ -Ｄ

種　　類 厚さ (mm),規格等

・ 15　・ 20　・ 25

・ 15　 ・ 20　・ 25

・ 15　・ 20　 ・ 25

・ 30

タイプ 2(無石 綿）　・ 6　・ 8

・フ ラットタイプ (・ 9(不 燃）　・ 12　・ 　　 )

・ 25

・ 25(ガラスクロス 包み）

・ 12.5(不燃）　・ 15(不燃）

9.5(不 燃）　化粧無 (下地張 り用）

化粧有 (トラバーチン模 様）

・ 12.5(不燃） 　・ 15(不燃）

9.5

材種名（ 　　　　　　 　）

接着の 程度 (・ 1類　・ 2類）

長さ（ｍｍ） 　（　　　　 　　　　　　）

・特殊加工化 粧合板 ＧＧ 特 殊加工の方法

(・オーバーレ イ　・プリント 　・塗装）

表面性能（ 　　　　　） タイプ

接着の程 度 (・ 1類　・ 2類）

長さ（ｍｍ ）　（　　　　 　　　　　　）

・メラミン樹 脂化粧板

・ポリエステル樹脂化粧板

・ ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ

フ ァ イ バ ー ボ ー ド
Ｍ Ｄ Ｆ

・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

・ハードボード(化粧）

・ハードボードボード(素地）

・インシュレーションボード

JIS K 6903による　厚さ（※1.2　・　　）

・ 3　 ・ 7　 ・ 9　 ・ 12

・ 無 研 磨 板 　 ・ 研 磨 板

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18

・ 無 研 磨 板 (・ ス タ ン ダ ー ド 　 ・ テ ン パ ー ド ）

・ 研 磨 板 （ ・ ス タ ン ダ ー ド 　 ・ テ ン パ ー ド ）
Ｈ Ｂ

Ｉ Ｂ

・ 内 装 用 　 ・ 外 装 用

・ 2. 5　 ・ 3.5　 ・ 5　 ・ 7

Ａ 級 (・ 天 井 仕 上 　 ・ 内 装 仕 上 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 9　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

せ っ こ う ボ ー ド の 下 地 は 図 示 に よ る 。

遮 音 シ ー ル 材 ・ 適 用 す る (・ シ ー リ ン グ 材 　 ・ ジ ョ イ ン ト コ ン パ ウ ン ド ）

・ 適 用 し な い

（ 19.7 .2）

合 板 類 、 Ｍ Ｄ Ｆ 及 び パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

合 板 類 の 張 付 け 　 　 ※ Ｂ 種 　 ・ Ａ 種

（ 19.7 .2）

（ 19.7 .3）

せ っ こ う ボ ー ド の 目 地 工 法 　 　 ※ 仕 上 表 に よ る

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

特 殊 機 能 　
帯 電 防 止 　 ・ 帯 電 防 止 性 能 評 価 値 （ JIS  A 145 5） 1.2以 上 ～ 3.2未 満 　

又 は 体 積 電 気 抵 抗 値 （ JIS A 1 454） 1× 1 0＾ 7～ 1× 10＾ 10Ω 程 度

・視覚障害者 用床タイル（種 類：　　　　　 　形状：　　 　　　　　　　 ） （ 19.2.2）

９.畳敷き

10．せっこ うボード

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・ ・

モルタ ル、プラスタ ー面

せっこう ボード面

コンクリート 、ＡＬＣ面

(19.8.3)(表 18.2.7)

(19.8.3)(表 18.2.5)
※  Ｂ種 ・  Ａ種

※  Ｂ種 ・  Ａ種

※  Ｂ種 ・  Ａ種

12、断 熱材 ＧＧ

(19.8.3)(表 18.2.4)

厚  さ  (㎜ ) 施   工   箇   所

（ 19.9.2)

ホルムアル デヒド放散量 ※  Ｆ☆☆☆☆ (19.9.2)

断 熱材打込み工法

・

種　         　類

・ A種 　・ B種　

・ A種　※ B種　・ C種

ｺﾝｸﾘｰﾄ,ﾓﾙﾀﾙ,ﾎﾞｰﾄﾞ,鉄面等

（ＥＰ -Ｇ）

・オイルステ イン塗り（О Ｓ）

Ｇ・高日 射反射率塗装 　　を適用する 場合の適用箇所 は屋上、屋根面 の金属面とす る。

※Ｆ☆☆ ☆☆とする

接着剤は可塑 剤 (難 揮発性の可塑剤 を除く )が添付されてい ないものとす る

施工箇所の下 地がセメント 系下地及び木質 系下地以外の場 合の接着剤の 種別

特 殊 機 能 　

工 法　　※熱溶 接工法　　・突 付け (施 工箇所：　　　 　　　　　　 　　）

２ .ビ ニル

床シ ート Ｇ

（ 19.2.2～ 3）

種　　類

ない もの

あるもの
・発泡層の

JIS記号

※ FS

・

・

色柄

・マーブル柄

・無地

・柄物

厚さ (mm)

※ 2.0

・

特殊機能 施工箇所 備 考

・帯電防止

・防滑性

・耐動荷重性

・耐薬品性

・図示 　 ・

・ 3.0

・柄物

・耐動荷重 性床シート・床 タイル　 (種類：　　　 　厚さ (㎜）：　　性 能：　　　）

・3.0 ・4.5 ・6.0 ・9.0

備考欄は 、カタログ参考 品番である。

備考欄 は、カタログ 参考品番である 。

※  模様流し

見切り ・押え金物

・適用する　 (材質、 形状等　※図示 　・　　　　　 　　　　　　 　　　）

・適用しない

ボー ド１等

ブロック １等

・モザイク

パ ーケット１等

・複合フ ローリング ＧＧ

・天然木化粧複合

仕上塗装
防 湿処理及び

・適用する

・適用しない

防湿処理

仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

厚さ・大きさ
（ｍｍ）

（根太張り）
・ 釘留め工法
（直張り）

※ C種

・ B種

※ なら

・

板厚 ・８以上
・

板幅 ・75以上
・

・900以上
板長

・

・  Ｄ種 （畳床： ・ＫＴ -Ⅰ   ・ＫＴ -Ⅱ　・Ｋ Ｔ -Ⅲ　 ・ＫТ -Ｋ　・ＫТ -Ｎ）

(19.6.2)(表 19.6.1)

・標準仕様書 　表 12.6.1に よる床組

・ 12　・ 15　・ 18　 ・ 21

・

・

・

・凹 凸タイプ（・ 12(不燃 )・ 15(不燃）・ 　　）

12.5(・不燃　・準不 燃）

・

・

接着 の程度（・ 1類　・ 2類　）

・防 虫処理　

・防虫 処理　

・ 10(難 燃 ） 　 ・ 12(難 燃 ）

・単板オーバーレイ　・プラスチックオーバーレイ　

・塗装

防火性 能

素 地ごしらえ

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 ・

・フェノールフォーム断熱材 ・

・

・ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

・ 25・保温板 (2種 ｂ )

・保温板 (3種 ｂ )

・ ・

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材

(3種2号を除く）

・断熱複合板 断熱材（押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温版）(A種）厚25

+木毛セメント板（NW厚15）

・

・

断熱材 現場発泡工法 （ 19.9.3）

断熱材の種 類 ※  A種 1 ・  B種 1

※図 示施工箇所

厚さ（ｍｍ ）

品 質・性能　（・ 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　）

・  シーリ ング材

・

・  シーリング材

・

建築基準 法に基づく風圧 力に対応した工 法

※適用する（ 建築基準法によ る風圧力の（ ・ 1.0　 ・ 1.15　・ 1.3）倍の風 圧力に

対応 した工法）

形状　※図示

寸法　※図示

金属製化粧カバー 材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

シーリング材の種別 （ ・シリコーン系　・　　　　　　　　　）

・

コン クリート　※共 通仕様書 17.3.2(a)(ⅰ）～（ ⅴ）による

※ 1種・ 2種　

塗料の種別

※ 1種・ 2種　

※ 1種・ 2種　

※ 1種・ 2種　

―

―

の適用
高日射反射率塗料

Ｇ

塗り等級(　)級

塗り等級(　)級

―

―

―

―

―

―

―

―

・

・

・

・

・無地・発泡層の

※  市松敷き

・  市松 敷き

・ A種

・防 虫処理　

ホルムア ルデヒド放散 量　　※Ｆ☆☆ ☆☆ （ 19.8.2）

施  工  箇  所
紙 繊 維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無 機 質 その他

11.壁 紙張り

備 　 考 (参 考 品 番 ）
壁 紙 の 種 類

・ 25 　・ 30 ・

19-3

16-2

※　H-3

接着工法の場合の緩衝材　　※合成樹脂発泡シート

現場塗装仕上 ・行う（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）

※ウレタン樹脂ワニス

　　フローリング

・複合１種
※ C種※釘留め工法 板厚 12

・ 9.5(準不燃 ）

・ 12.5(不燃）　・ 9.5(準不燃）

厚さ (mm)（ 　 5.5、 9、 12、 15　　）

・不燃　・準不 燃

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ グラスウール断熱材
・ 別途防湿層

・ 防湿層袋入り

・ 50

100・ 図示

50、 20

・水性クリア ー塗り

※協 議

壁・天 井

床

土間

※塗装品

※ﾉﾝﾜｯｸｽ

R3

図 示

50

2 24
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・一般型

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

Non
特 5

特記仕様書（５）

材種　　・ ステンレス製（ SUS304)

14.ブラインドボックス

・ スタッド式

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

21

排

水

工

事

20-2

呼  び  径

コンクリート管

間知ブロック

コンクリート

コ ンクリート

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

セスフロア

１．フリー アク
（ 20.2.2）

施  工   箇   所
耐荷重

性能水平力

許 容

・ 500× 500

仕上り

高 (mm)

・

表面仕上げ材寸　法

表面仕上げ 材の品質 ,性能は標準仕 様書 19章による 。

２．可動間仕 切

(パーテーション）

（ 20.2.3）

構  　法

・置敷式

・支柱調整式
・ 3000N
・ 5000N

・帯電防止床タイル
・タイルカーペット

・ 1.0G

・ 0.6G

・ ・ ・ ・・

空 調用吹出し (吸込み )ﾊﾟﾈﾙ　※ 無し　・有り (※固定式 　・可変式） 施工箇 所は図示

耐 荷重性能（ 5,000Ｎ、 高さ 300以上 )の 性能

に おいて評価を取 得したもの又は 同等のものと する。

ローリン グロード性能 ※ 適用　　・適用 しない

(使 用上有害な変 形、損傷、がた つき等の欠点が ないこと）

平 成 元 年 建 設 省 告 示 第 13 22号 「 耐 震 型 フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア ― の 開 発 」 の 建 設 技 術 評 価

スロー プ及びボーダー ※製造所の 仕様による　・ 図示

構成材 の材質 ・アルミニウ ム製
・鋼製 (仕上： 　　　　　　　 ）

・スタッド
パネル式

・パネル式

防火 性能遮 音性能

(db/500Hz)

・メラミン樹脂又は
アクリル樹脂焼付

・壁紙張り

・0.6

・0.8

(mm)

表面材

・鋼板

・

材質 ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ厚さ

総厚

(mm)

スタッド

・

パネル

・

(内臓）

(露出）
・ スタッド式

構成機材の種類構造形式

・ 0

・ 12

・ 20

・ 28

・ 36

・不燃

パネル 材料のホルム アルデヒド放散 量　※Ｆ☆☆☆ ☆ ・

表面仕 上げを壁紙張り とする場合の品 質、性能は標準 仕様書 19章に よる

(20.2.4)

パネル 内に取り付ける 建具　　・あり (※図示 　・　　　　 　　　　）

・なし

３． 移動間仕切

(スライディング型）
ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

表面仕上材

材質

遮音性能

(db/500Hz)

・焼付塗 装

・壁紙張 り

・鋼板

・

総厚

(mm)

圧縮装置の

操作方法

・プッシュ式

・ハンドル式

・手動式

・電動式

・部分電動式

・平行方向移動式

・二方向移動式

走 行方向 操作方法

・

・36未満

・36以上

遮音 性能は、 JIS A 6512に準拠し 、中心周波数 500Hzの音 についての透 過損失とする。

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ の壁紙張りの品 質、性能は標準 仕様書 19章に よる

(20.2.5)

表  面  の  材  質 脚　　部

形 　状

ドアエッジ

材　 質形　状

・ステンレス製・ポ リエステル樹 脂系化粧板

・

・メラ ミン樹脂系化粧 板 ※ 幅木タイプ ・アルミニウム製

・表面材と同材
・Ｒ

・ 標準
・支柱 タイプ

※ステンレス製

・

材　 質

パネル 材料のホルム アルデヒド放散 量　※Ｆ☆☆☆ ☆ ・

４．トイレ ブース

５ .視覚障害者 用

床タイ ル 厚さ (mm)

・ 7.0 ・・300×300 ・・塩化ビニール製

・レンジコンクリート製

・磁器質タイル

・せっ器質タイル

施工箇所 種類 寸法(mm)

屋内

屋外

・コンクリート製

・磁器質タイル

・せっ器質タイル

・レンジコンクリート製

・コンクリート製

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・

・

・

・

(11.2.2)(19.2.2)

ﾌﾞﾛｯｸパターンは JIS T 9251による

５． 階段滑り止め

・手摺

・あり

材　　種

(20.2.6)

幅 (mm) 取付工法

・ビニル製

・ステンレス製

・なし

端部フラットエンド

―

・ステンレス製(SUS304)ビニルタイヤ入り

・

・約35

・ ・埋込工法

※接着構法

滑り 止め

手摺

・ステンレスパイプ

・ビニル製ハンドレール

・クリアラッカー

直径(mm）

・集成材

・鋼製パイプ

・

・ＨＬ

・

・ＥＰ－Ｇ

・ＳОＰ

・

・35

・45

・

取付箇所 備考表面仕上げ材種

６．黒 板及び

ホ ワイトボード

(20.2.8)

・  ホワイト ボード

・  黒板

・

※  焼付け

・

種　　　類 色　彩 形　　式

※  ほ うろう

※ 緑
・ 黒

白

・曲面

・平 面

・平面

・曲面

・スク リーン付引分

・スク リーン付引分

・

・

寸法 (mm)

７．鏡 厚 さ　・ 5ｍｍ　・　　 　　寸法　・図 示　・　　　　 　　　　）　 (20.2.9)

８．表　　 　示

・衝突防止表示
（・両面 ・片面）

寸法・形状区   分

・  室   名   札

・  ピ クトグラフ

材 　　質 厚 さ (mm)

・市販品

・ 5

・図示

取付高さ(mm)

・  と びら番号

・  庁舎 案内板

・  各階案内 板

・

・・

・ 30Φ

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・ステンレス製

・図示

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・ 5
・

・ 5
・

・ 5
・

・ 5
・

・

・ 図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

備考

（20.2.10）

・

誘導標識、非常用進入口等の表示

案内用図記号はJIS Z 8210による。

色、書体、印刷の種別、取付け形式等は図示による。

※ 消 防 法 に 適 合 す る 市 販 品 　・

９．煙　 突

ライニング

煙突用 成形ライニング 材　品質・性能

適用安全使用温度

ﾗｲﾆﾝｸﾞ材とｺﾝｸﾘｰﾄの境界温度

・ｿﾞﾉﾄﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ材 ・心材付き繊維積層ﾗｲﾆﾝｸﾞ材種　　類

加熱線収縮率

曲げ強度

圧縮強度

スポーリング性

透水性

耐酸性

石綿

・400℃　　・650℃ ・400℃　　・650℃

2%以下 2%以下

1.0Ｎ/m㎡以下

0.8Ｎ/m㎡以下 2.0Ｎ/m㎡以下

2.0Ｎ/m㎡以下

試験体に亀裂の発生、剥離及び脱落等が無いものとする。

試験体裏面に水滴が生じないものとする。

試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性が無いものとする。

使用不可

100℃以下とする。

（20.2.11）

ＧＧ

カーテ ンレール
・

（ 20.2.14）

形　式

・シングル ・片引

開閉操 作

・電動

・ひも引き

・手引 き

・引分・ダブル

ひだの種類

・フランスひだ

片ひだ

・プレーンひだ、

ひだ

・箱ひだ、つま

品質、特殊加工等

きれ地の種別、品質
備 　　考

取付

箇所

暗幕・ ・ ・ ・

・ 図 示

・

・ 図 示

ポ リ エ ス テ ル 繊 維 又 は 植 物 を 原 料 と す る 合 成 繊 維 を 使 用 し た 製 品 を 使 用 す る 場 合 は 　  

と す る 。

ＧＧ

13．カーテン

レール

備考欄は、カタ ログ参考品番で ある。

材質　 　※アルミニ ウム及びアルミ ニウム合金の押 出成形品　　

・ステン レス製

形式　　 ・シングル　　 ・ダブル

・片引き 　　　・引分 け

強 さ に よ る 区 分 　 　 ※ 10 - 9 0　・

（ 20.2.14）

12．カーテ ン

及びカーテンボックス ・アルミニ ュウム製　押出 し形材（市販品 ）

材質

表面処 理  ・ C-1

・ C-2 （・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラ―）

・
被膜等の種類　　※標準仕様書表14.2.1による

・ 90× 50　・ 120× 80　 120× 150　 150× 180　・図示溝幅×深 さ（ｍｍ）

天井点検口

材   　種

・アルミニウム製 ・ 450× 450

・ 600× 600

寸  　法

・一般型 ・屋内外用

・屋内用

形式 外 枠 内枠

・額縁タ イプ

・目地タ イプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・気 密形
・

・

外枠の取付け金物は、鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの。

内枠の仕上材留付金物は、アルミニウム及びアルミニウム合金押出型材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を

有するもの。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材は表14.2.1の被膜種類AA6(外部はB種又は同等以上）をおこなったものとする。

・

形式

床 点検口

・密閉形

備考寸 法材　種

・ アルミニウム製

・ ステンレス鋼製

・ 鋼製

・鍵付き・ 屋内外用

・屋内用・ 600× 600

・ 450× 450

一般型：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

蓋の耐荷重性能：蓋中央部が耐荷重値Pn＝1,000Nにおいて残留たわみが点検口の有効径の0.08％以内であること。破壊荷重は、

錠は黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする。施錠・開錠は鍵又は開閉用ハンドル式とする。

密閉型：ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したもの。

荷重値のPnの2倍以上である事。

15．点　検　口

16.耐震スリ ット

・垂直方向 ・完全（ 全貫通型）

方向 タイプ 防水性 能耐火性 能

・ 非耐火型

・有り

・無し

備考

・水平方向 ・部分

・ 耐火型

目地

耐震ス リット

目 地寸法（ mm）

目地

目 地材

内壁 外 壁

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・幅20×深さ10

・

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・シーリング材（内外共）

・幅20×深さ10

・

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による。

17.エキスパンション

ジョイント金物 備考

・ア ルミニウム製

・ス テンレス製

クリ ヤランス (mm）

・有り

・無し

材 質

・ 50　・ 100

・ 150 ・

（　 　　　）

耐火性能

外部 は防水型とする 。

18.止水版

施 工箇所　　・図 示　

形式 　　　　・差込 式　・据置式　 壁張り式

19.くつふきマット

・  塩化ビニ ル又はゴム製

・  硬質アル ミニウム合金製

・  ステンレ ス鋼 (SUS304)製

・

・ステンレス鋼 (SUS304)

・硬質アル ミニウム合金

・

受　　　枠材   　   　種 備　　考

20.流し台 ユニット

・ 流し台 市販品

トラッ プ付き

天板ス テンレス製

市 販品

バックガード 有り

天板 ステンレス製

市販品

・ 吊戸棚

材 種
寸法 (mm)

備考

Ｗ Ｄ Ｈ

・ コンロ台

・水切 り ― ―

市販品

ステンレス 製

・一段式 ・

21．旗　　　竿

品質・性能 　 JIS A 4420に よる。 形 状　※図示　 ・

・

・テーパ ー式

・同一断 面式

・アルミニウム合金製

高さ (ｍ) 操 作方法

・ハンド ル式

・ロ ープ式

固定方法

・埋込式

・ベース式

・バンド式

備考

22．旗竿受 金物
・

23．車止めさく

・

高  さ  (㎜ )柱径、肉厚(㎜)

・・ ステンレス製

・

材   　 質

・ 上下式鎖内蔵式

・

形   　式

・ 標準品

・スプリング式

24.フ ェ ン ス
フ ェ ン ス の 種 類 ・ ビ ニ ル 被 覆 エ キ ス パ ン ド フ ェ ン ス

・ 樹 脂 塗 装 メ ッ シ ュ フ ェ ン ス

・ 鋼 管 フ ェ ン ス

・ ア ル ミ フ ェ ン ス

高 さ 　 　 ※ 図 示 ・

(20.3.3～ 4)
コンクリート の設計基準強 度

※  水セメン ト比 55％以下、 単位セメント 量の最小値 300㎏／ｍ 3を満足す る強度

・図 示

配 筋 ※配筋を定めた 計算書を監督 職員に提出する 。

・図示

取付方法 ※図 示 ・

25．プ レキャスト

26．間 知石及び

積 み

(20.4.2～ 3)

・  間知石

・ コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・凝灰岩

材　種材　　料 質量区分種 　類

― ―

― ・ A

・ B

備　考

・

積み方 　　　※谷積み 　・布積み

目 塗り　　　・図 示

伸縮調整目 地　材種　　・ 図示 ・

厚さ 　　・図示 ・

・  遠心 力鉄筋

・  硬質ポリ塩化
ビニ ル管

材　　種

外圧管 (１種 )

・  ＶＰ

・  ＶＵ

・  Ｒ Ｓ -ＶＵ ＧＧ

・B形管

・

形状

・図示 ・

備考

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

管の 種類

（ 21.2.1～ 2)(表 21.2.1）

基床の厚さ及 び種類　　・図 示 ・

硬質ポリ塩 化ビニル管の継 手に用いる材 料　　※接着剤 ・

・

・

排水管

2.街 き ょ 、 縁 石

及 び 側 溝

街 き ょ 、 縁 石 、 側 溝 （ 21.3.1～ 2） (表 21.3.1）

種 　 　 類 形 状 、 寸 法

・ 縁 石

・ Ｕ 形 側 溝

・ Ｕ 形 側 溝 蓋

・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

地 業 の 材 料 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 4.6 .2( a)に よ る 　 　 ・ 図 示

砂 利 地 業 の 厚 さ 　 　 ※ 100ｍ ｍ 　 　 ・ 図 示

凍 上 抑 制 層 に 用 い る 材 料 ・

舗

装

工

事

22
1.路　床 路床 の材料

・凍上抑 制層 ・再生クラ ッシャラン　　 　・クラッシャ ラン

・図 示

・

種　別 材　　料 厚 さ (mm)

・盛土 ・Ａ種　　 ・Ｂ種　　・Ｃ 種

・Ｄ種　　 ・建設汚泥から 再生した処理土 ＧＧ

ＧＧ

・切込み砂利　 　・砂

・フィル ター層 ・砂

・

・ 図示

・

・図示

・

路床安 定処理

・添加材 料による安定処 理

種類　　 ・普通ポルトラ ンドセメント　 　・高炉セメン トＢ種

・生石灰 （　　　　　 　　）　　・消 石灰（　　　　 　　　　）

添加量　 ・　　　 kg(目標 CBR　・ 3以上　・　　 　　）

目 標 CBRを 満足する添加 量の確認方法　 ・安定処理土の CBR試験 　・

・ ジオテキスタ イル

単位面積 質量　　・ 60g/㎡以上 ・

厚さ (mm)　・ 0.5～ 1.0　 　　

引張 強さ　・ 98N/5cm（ 10kgf/5cm)以上 ・

・

・

試験
砂の粒度 試験

路床土の支持力 比（ CBR)試験

路床締固め度試 験

現場 CBR試験

・行う　　・ 行わない

・行う　　・行 わない

・行う　　・行 わない

・行う 　　・行わない

2.路　盤

（ 22.2.2～ 5） (表 22.2.1）

（ 22.3.2～ 5） (表 22.3.1）

路盤の 厚さ　　・図示 ・

路盤材料

ＧＧ

種　　類

砕石

再生 材

・クラッ シャラン　　 　　　・粒度調 整砕石

・ クラッシャラ ン　　　　　・ 粒度調整砕石ＧＧ

・ク ラッシャラン 鉄鋼スラグ

・粒度調整 鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調 整鉄鋼スラグ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

路盤の 締固め度の試 験　　※行う　 　・行わない

3.アスファルト 舗装
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構 成及び厚さ ※図示 ・

(22.4.2～ 6)(表 22.4.4）

加熱アスファ ルト混合物の種 類

・  細 粒度アスファル ト混合物 (13)
・  密 粒度アスファル ト混合物 (13)

表  層

区分 地域 種類

・  密粒度 アスファルト混 合物 (13Ｆ )

・ 一般地域

・ 寒冷地域

4.コンクリ ート舗装 (22.5.2～ 6)(表 22.5.1～ 3）

５．カラー舗装

コンクリー ト舗装の構成及 び厚さ

舗装の種類

コンクリート舗 装 車路及 び駐車場

部 位 構成 厚さ (mm）

歩 行者用通路

・ 図示 ・図示 ・

・ 図示 ※ 70 ・

縁部 立下り寸法　 　・図示

材料　 　コンクリー ト　　・標準仕 様書表 22.5.1に よる

早強セメント 　　・使用する 　　・使用しな い

注 入目地材料　 　※低弾性タイ プ　　・高弾性 タイプ

目地　　 種類、間隔、 構造　　※標準 仕様書表 22.5.3及び図 22.5.1による

・図示

（ 22.6.2～ 4)カラー舗 装の構成及び厚 さ

・ 加熱系

    カラー舗装の 種類

・アスファ ルト混合物

・石油樹脂 系混合物

・常 温系 ・

部位

・ 歩行者用

・ 車路

通 路

・図 示

構成 厚さ (mm）

・図示

・

常温 系カラー舗装の 着色部の下地 　　・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗 装　　・ ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

加熱系混合物に添加する材料　　・着色骨材 (　　　　　　　）　・自然石（　　　　　　）

配 合 　 　 結 合 材 に 石 油 樹 脂 を 使 用 す る 場 合 の 顔 料 添 加 量 　 ・

ニ ー ト 工 法 及 び 塗 布 工 法 の 配 合 等 　 　・

6.透 水 性

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

ＧＧ

・

(22.7.2～ 6）

材 料 　 　 骨 材 ・ 道 路 用 砕 石 ・ ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト 再 生 骨 材

開 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 等 の 抽 出 試 験 　 　 ・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

構 成 　 　 ・ 図 示

舗 装 の 平 た ん 性 　 　 ※ 著 し い 不 陸 が な い も の ・

スクリーン

11．ロ ール （ 20.2.13)

操作方法

ＧＧ

材   種

・ポ リエステル

・

・

・電動 式

・スプリング式

・チェーン式

遮光性能

・ 1級

・ 2級

・ 3級

・

備　　考寸法(mm) 取付箇所

・図示 ・図示

・・

10．ブラ インド

スラットの 材種

(20.2.12)

・

※ 25

・ 100

・ 80

・横型

・縦 型

形　 式 種　類

・コ ード式

・操作 棒式

※ギヤ式

・手動

・電動

・手動

・電動

―

―

※アルミニウム合金製

・

・ アルミスラッ ト

・クロススラッ ト

・

スラット

幅(mm)

※ 2本操作コード式

・ 1本操作コード式

ボックス・レールの材質

※鋼製

・

※ ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ合金 製

・

ＧＧ

アルミスラット：焼付塗装仕上　　クロススラット：消防法による防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品は　　とする。ＧＧ

仕上　　※ アルマイト ・ 形 状 　 　 ※ 角 型 　 　 　・

・鋼製（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種   類 形  式

グレーチン グ (21.2.1)

・鋼 　製

・ステンレス製

・受枠付

・ﾎﾞﾙﾄ固定

・

・受枠付

・

・ﾎﾞﾙﾄ固定

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

用    途

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

 適用 荷重
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

ﾋﾟｯﾁ

・普通目

亜鉛めっき

(付着量）
上面形状

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・凹凸形

・平形

・

・

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

・

・普通目

・細目

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・凹凸形

・平形

・

・

・

・細目

設 計 荷 重 の 1.5倍 ま で の 加 力 に 対 し て 、 溶 接 部 の は ず れ 等 そ の 他 の 異 常 が 無 い も の と す る 。

鋳鉄製 ふた

鋳鉄製 ﾏﾝﾎｰﾙ蓋

名   称 種　   　類

・水封 形

・簡易密閉型(パッキン式）

・密閉型(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

適用荷重

・Ｔ -2用

・Ｔ-20用

・Ｔ -6用

鍵の有無

・  有

・  無

備　 考

(21.2.1)

・・中蓋付密閉型

上記以外の品質等は(公社)空気調和衛生工学会 SHASE-S209による。

砂の粒度試験 　・行う　・行 わない

凍上抑制層に 用いる材料　 　・図示

砂地業及び砂 利地業に用いる 材料　※標準 仕様書 21.2.1(g)(1)及び (2)による　・ 図示

排水桝及び蓋の 種類　　・図示

側塊の形状及 び寸法　　・図 示

骨材　　・ 道路用砕石　 　・アスファル トコンクリート 再生骨材

材料 ・再生アス ファルト　　　 ・ストレートア スファルト

ＧＧ

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

20-1

透水試験 　・ 1.5× 10＾ -1　 cm/sec以上

種 別 　 　 ・ A種 （ 施 工 範 囲 ： ・ 図 示 　 ・ 通 路 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ B種 （ 施 工 範 囲 ： ・ 図 示 　 ・ 建 物 周 囲 他 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

路 面 標 示 用 塗 料 は JIS  K 566 5に よ る 。

※ 3種 1号

・ 1種

種 類 施 工 適 用 色 塗 布 厚 さ幅 (mm） (mm）

・ 2種

溶 融

常 温

加 熱

ＧＧ

ＧＧ

粉 体 状

液 状

・ 白

・

・ 150

・ 1 00

・ 1. 0

・

ＧＧ 低 揮 発 性 有 機 溶 剤 型 の 路 面 標 示 用 水 性 塗 料

7.砂利 敷き

8.路 面 標 示 用 塗 料

機械設備工事

・ＭＤＦ ・集 成材

 材       　 　種

形   　式

※ 　図　示

※ 　図　示

※ 　図　示 ※　 図　示 ※　図 　示

※　 図　示

※　 図　示

※　図 　示

※　図 　示

１ ．排水

地 先 境 界 ブ ロ ッ ク

ＧＧ

アスフ ァルト混合物等 の抽出試験　　 ・行う　　・行 わない

舗装の平た ん性　　※通行 の支障となる水 たまりを生じ ない程度

R3

・断熱型

・ 可 変 側 溝
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向定内集会所建設（建築主体）工事



屋外掲示板

新築工事

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

設計概要

建築主 7.その他1.工事名称

地 名 地 番
釜石市長　野田　武則氏名

住 居 表 示

住所

主要用途： 電話 0193-22-2111

工事種別：

8.雑工事 項　目 材　質　・　寸　法 仕　様
2.敷地概要 敷地面積： 建蔽率　　許容　　　　　

施設名称 ステンレス箱文字

容積率　　許容　　　　　200.00％
月間予定用ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

上水：

下水：

防火地域： ガス：

その他の 電気：

地域地区：

3.構造.規模

工事範囲 工事範囲 工事範囲9.工事区別
種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考

建　築敷地測量 電　気 幹線引込負担金準　備 物干金物 電気設備工事

真北測量 電話引込及配管廊下手すり 電気設備工事

電話機及び通線地盤調査 玄関手すり 電気設備工事

解体工事 ＴＶ共聴設備 電気設備工事

樹木移植 放送設備 電気設備工事

樹木伐採 インターホン 電気設備工事

避雷針設備

スリーブ 電気設備工事

同上補強 電気設備工事

総合ｶﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑ 電気設備工事

電気設備工事

電波障害調査補　償 予備スリーブ 電気設備工事

照明器具 電気設備工事

防犯カメラ 電気設備工事

給排水 引込負担金又は
機械設備工事

衛　生 加入金建　築 置家具･置敷物

什器･備品 公設マス新設 機械設備工事

カーテン 各設備機器基礎防炎認定品 機械設備工事

その他 各式典費 スリーブカーテンレール 機械設備工事

受電後の 同上補強室名板、名称板 機械設備工事
電気設備工事

電気基本料金 予備スリーブ階数表示 機械設備工事

掲示板 引渡までの
電気設備工事

看板広告塔 電気使用料金

定礎板 給水本設後の
機械設備工事

郵便受 基本料金 冷暖房 冷房 機械設備工事

タオル掛 機械設備工事 引渡までの 換　気 暖房 機械設備工事
機械設備工事

鏡 機械設備工事 水道使用料金 除湿機 機械設備工事

ガス引込後の 換気ファン 機械設備工事機械設備工事
機械設備工事

基本料金 スリーブ 機械設備工事機械設備工事

引渡までの 同上補強 機械設備工事機械設備工事

ガス使用料金 予備スリーブ 機械設備工事

設備工事検査時役所指導 給気口 機械設備工事

消火器

誘導灯 電気設備工事

無し

市水道

子メーター 電気設備工事

〒026-0021

岩手県釜石市只越町3-9-13

機械設備工事口径13ｘ長さ1200㎜　G3/4　　Rc1/2

配管は機械設備工事水栓柱パン SUS、FRP 488ｘ413　60φ

呼40VU　排水管浸透桝 コンクリート（蓋）　600ｘ600ｘ900 CD型浸透桝 配管は機械設備工事

ポスト SUS H300xW375xD150

キーボックス

不凍水柱 寒冷地仕様

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

W900×H600

W1200×H900

W1200×H900

掲示板

ホーロー

ホーロー

アルミ枠

無地

備　考　（　参考型番：雑詳細参照　）

スチール製

誘導標識

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装・ﾌｪﾝｽ

ﾊﾝｶﾞｰ掛け 硬質樹脂 化粧シート、フック

室内機取付金物 機械設備工事

室外機取付金物 機械設備工事

点検口

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ＷＣ衣服掛け

トイレ手すり

下地のみ

用途地域：

都市計画：

地盤改良

杭工事
地　業

外　構 排水桝・配管 浸透桝共

境界石

舗装

路面駐車場

植樹造園

縁石

樹脂デッキ

フェンス

1
Non

電力会社

ＴＶ：

階数・用途

申請建物 合　　計4.面　積

建築面積 ㎡
建蔽率

延床面積

6.別途工事

％

収容人数

該当無し無窓階

消防設備 対象物条件5.防火対象物

㎡

％

容積率

＞床面積/30

誘導標識

防炎認定品

備　考

カーテン（別途）

最高高さ

最高軒高

建築面積

延べ面積

平屋建て

㎡

区域内

錨打ち

構造特記参照

工事名称：向定内集会所建設（建設主体）工事

建築場所：

地区集会所

岩手県釜石市定内町２丁目24-4及び250-1、24-3、24-7の各一部

未定

準防火地域

第１種中高層

60.00％

下水道排水区域

地デジ

申請建物：集会所 備　考

備　考

（15）項 全　部

電柱　立柱

175.45㎡

175.45㎡

（51坪）

168.93㎡

168.93㎡

175.45

168.93

１階床面積／30＝ 5.631㎡

5.466　ｍ

3.750　ｍ

AW-1:W2.56ｍ/2×H2.2mｘ1＝2.816㎡

AW-2:W2.56ｍ/2×H1.3mｘ1＝1.664㎡

R3

プロパンガス

AW-4:W1.65ｍ/2×H1.3mｘ2＝2.145㎡

計　6.625　㎡

6文字

カーテン生地、ＴＶ本体等の備品は本工事に含まない。

2 24

807.32 

21.74

20.93

１階　（集会所　1（69.56+19.87+26.50）㎡/3＝38.6人）　計　38人

【任意設置】

向定内集会所建設（建築主体）工事
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

配置図・付近見取り図
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１
階

延
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道
路

中
心

線

法
4
2
条

第
１

項
第

１
号

最高軒高

最高高さ 5.466ｍ

3.750ｍ

申請建物

▲

12.97ｍ

R3

擁
壁

GL±0

GL±0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H=800

L
型

擁
壁

ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

3,000

2
,
0
0
0 Co擁壁 L型擁壁

電柱（電気工事）

GL-150

As舗装

GL-80

GL±0

GL±0

防犯灯

●合同庁舎
●双葉小

●小佐野小

●せいてつ記念病院

●ジョイス

●薬王堂

●小佐野駅

三
陸
道

釜石線

国道45号線

甲子川

小
川
川

建設現場

付近見取図

甲子川

釜石中央IC

●フレールはまゆり

計画道路範囲3・5・30（14.5ｍ）

GL-190

GL-1210

GL-1013

斜路

GL-1395

KBM　GL-190

2 24

GL-180
Ｍ

公設桝

止水栓

排
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給
水
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路

6.409ｍ

1
7
.
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9
ｍ

※岩手県建築基準施行条例第６条第１項の擁壁

申請工作物

向定内集会所建設（建築主体）工事
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Non面積求積図
3

Ｎ

敷地求積図　S:1/300

11.83ｍ 3.64ｍ

1
.
8
2
ｍ

1
0
.
9
2
ｍ

15.47ｍ

建築面積求積図　S:1/150

1
0
.
9
2
ｍ

15.47ｍ

床面積面積求積図　S:1/150

15.470ｘ10.920＝168.8324　→　168.83㎡

15.470ｘ10.920＝168.8324　→　168.83㎡

 3.640ｘ 1.820＝  6.6248　→  　6.62㎡

合計　175.45㎡

R3 2 24

1
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12
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47

2.800

86.7
14

1.
90
9
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16.729
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43
6

10

26.467

11.420

11

16.301 1.385

12

15.781

5.435

13

13
.9
30

3.449

14

13.895

1.
72
3

1 30.085 7.772 233.820620 116.9103100

2 30.085 9.164 275.698940 137.8494700

3 12.922 2.804 36.233288 18.1166440

4 14.015 0.881 12.347215 6.1736075

5 14.015 1.829 25.633435 12.8167175

6 26.467 15.491 410.000297 205.0001485

7 12.347 2.800 34.571600 17.2858000

8 6.714 1.909 12.817026 6.4085130

9 16.729 5.436 90.938844 45.4694220

10 26.467 11.420 302.253140 151.1265700

11 16.301 1.385 22.576885 11.2884425

12 15.781 5.435 85.769735 42.8848675

13 13.930 3.449 48.044570 24.0222850

14 13.895 1.723 23.941085 11.9705425

合       計 807.3233400

敷 地 面 積 807.32 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

向定内集会所建設（建築主体）工事
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製図
㈲アルファ－システム
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一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

Non仕上表

■　使用建築材料表

記　号 建築材料 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散等級区分

F1 複合板フローリング 規制対象外（F☆☆☆☆）

F2 タタミ敷 規制対象外（F☆☆☆☆）

F3 タイル張り 規制対象外（F☆☆☆☆）

F4 カーペットタイル 規制対象外（F☆☆☆☆）

F6 Pタイル　 長尺シート 規制対象外（F☆☆☆☆）

下地合板　/　ベニヤF7 規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）ビニルクロスC1　・　W1

規制対象外（F☆☆☆☆）石こうボード

規制対象外（F☆☆☆☆）ケイ酸カルシウム板

ベニヤ 規制対象外（F☆☆☆☆）

和室天井材C5 規制対象外（F☆☆☆☆）

襖戸 ふすま紙 規制対象外（F☆☆☆☆）

内装ドア・引戸 既製ユニット製品 規制対象外（F☆☆☆☆）

洗面台・流し台 既製ユニット製品 規制対象外（F☆☆☆☆）

認定番号 ＮＭ-0680　同等品

■　ホルムアルデヒドに関する天井裏等の処置

室名 全ての居室天井裏等

規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）

外壁 規制対象外（F☆☆☆☆）

間仕切壁 規制対象外（F☆☆☆☆）

■　ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないようにするための構造

種類 24時間換気システム（第3種換気）

換気回数 回/h以上　

換気経路の出入口の通気処置 開きドアのアンダーカットまたは　換気ガラリ、引き戸

■　設備概要

種　類 設置場所 種別 備考

キッチン 低温式熱感知器 電池式

全ての寝室 電池式住宅用防災機器
光電式煙感知器

電池式階段室

■　防火材料

種　類 厚み 防火性 備考

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9828
石膏ボード

ｔ-12.5 不燃材　　NM-8619
（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-15.0

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9826
防水石膏ボード

ｔ-12.5
（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-15.0

不燃材　　NM-9639ｔ-12.5不燃防水石膏ボード

（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9824 吉野天井板、ﾊｲｸﾘｰﾝﾎﾞｰﾄﾞ
化粧石膏ボード ｔ-12.5 不燃材　　NM-0127 吉野天井板、ﾊｲｸﾘｰﾝﾎﾞｰﾄﾞ
（ＧＢ-Ｄ）

ｔ-9.5 準不燃材　QM-0524 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

ｔ-9.5 不燃積層石膏ボード不燃材　　NM-0441不燃積層石膏ボード

（ＧＢ-ＮＣ） ｔ-9.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ不燃材　　NM-1864

ｔ-12.5 不燃材　　NM-8615
強化石膏ボード

ｔ-15.0
（ＢＧ-Ｆ）

ｔ-21.0

ｔ-9.5 不燃材　　NM-9645普通硬質石膏ボード

（ＧＢ-Ｒ-Ｈ） ｔ-12.5

キッチンパネル ﾀｷﾛﾝ　ｾﾗﾘｴＸｔ-3.0 不燃化粧板　　NM-9447

0.3

□　住宅用防災機器

小屋裏

天井裏

床裏

C2　・　W2

W1orC1（ビニルクロス）＋W2orC2（石膏ボード9.5㎜以上）：準不燃材料仕上げ

C3　・　W3

C4　・　W4

部　位部　位

基　　礎

外　　壁

軒　　裏

開 口 部

その他

土　台

通気土台布基礎　鉄筋コンクリート造　Fc=21N/㎜2

アルミ製押出形材　玄関ドア・窓

防腐土台（クロルピリホス使用禁止）　　通気ネコ土台工法

１階　床下　鋼製束

天井点検口：１個所、床下点検口：１個所

ペアガラス　　網戸共

野地板： 構造用合板 t-12 Ｆ☆☆☆☆

屋　　根

軒樋:ガルバリウム鋼板製　たて樋:ガルバリウム鋼板　φ60　　　雪止め金具

１階床

外　壁

天　井（屋根面）

高性能グラスウール断熱材　ＨＧ１６Ｋ　Ｆ☆☆☆☆　ｔ-100㎜

A種フェノールフォーム保温板3種1号 F☆☆☆☆S（ｼﾞｭﾋﾟｰ）　ｔ-60

グラスウール断熱材　１６Ｋ　Ｆ☆☆☆☆　ｔ-100㎜ｘ２重

　断　熱　材

外　構

■　室内仕上表

床 巾木 壁 天井

室　　名階 仕上 仕上 仕上 天井高 仕上ユニット・その他
H(㎜) 厚(㎜)仕上 廻縁

FL+下地 下地 下地記号 厚(㎜) 記号 厚(㎜) 記号 厚(㎜)

タイル張 ビニルクロス貼F3 9 W1
100タイル巾木

敷き台、手摺り石膏ボード 12.5

1

玄　関
下足棚

W2

■　室外仕上表

棟換気：リッヂベンツ182　　有孔換気面積　334ｃ㎡/ｍ

化粧石膏ボード C2 9.5
塩ビ

駐車場区画（障害者用マーク、白線引き、車止め）

敷地内フェンス、一部アスファルト舗装、Ｌ型擁壁、待受け擁壁

複合フローリング張 ビニルクロス貼F1 12 MDF製
60 2,400既製造作幅木構造用合板張 石膏ボードF7 12.5

W1

W2

12.5

化粧石膏ボード C2 9.5
塩ビ廊　下

ビニルクロス貼 ビニルクロス貼
60 2,400構造用合板張 石膏ボード 石膏ボード（大壁）F7 12.5 9.5

本畳

24

60F2 W1

W2

C1

C2

畳寄せ

ビニルクロス貼 ビニルクロス貼
60

石膏ボード 石膏ボード12.5 9.5

W1

W2

C1

C2

複合フローリング張

構造用合板張 F7

F1 12

既製造作幅木

MDF製
2,700

MDF製

既製廻縁

12複合フローリング張 F1

構造用合板張 F7

ビニルクロス貼MDF製
60 2,400既製造作幅木 石膏ボード 12.5

W1

W2

ビニルクロス貼

石膏ボード 9.5

C1

C2

MDF製

既製廻縁
板　間

掲示板、廊下手すり、ピクチャーレール

ピクチャーレール

2,656

24

24

24

手すり、棚

R3

ホール

和室

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木 2,40060
MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張

木製棚

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木 2,40060
MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張

12 ビニルクロス貼複合フローリング張 F1 キッチンパネル貼。流し台廻りの壁はMDF製
60 2,400既製造作幅木構造用合板張 石膏ボードF7 12.5

調理室
W1

W2 食器棚

ＷＣ（男）

ＷＣ（女）

塩ビ
9.5C2

F7構造用合板張 既製造作幅木 2,40060
MDF製12F1複合フローリング張

倉　庫

9.5C2
塩ビ

石膏ボード

石膏ボード

W2 12.5

化粧石膏ボード（ジプトーン）

化粧石膏ボード（ジプトーン）

化粧石膏ボード（ジプトーン）

化粧石膏ボード（ジプトーン）化粧石膏ボード （布目）

木製棚塩ビ
9.5C2

F7構造用合板張 既製造作幅木 2,40060
MDF製12F1複合フローリング張 W2 12.5 化粧石膏ボード（ジプトーン）化粧石膏ボード （布目）

木製棚塩ビ
9.5C2

既製造作幅木 2,40060
MDF製12F1複合フローリング張 W2 12.5 化粧石膏ボード（ジプトーン）化粧石膏ボード （布目）

納　戸

物　入

手洗い器、収納棚、小便器

手洗い器、収納棚

24

24

24

24

24

洋式腰掛便器、暖房便座、手すり、紙巻器、

洋式腰掛便器、暖房便座、手すり、紙巻器、

F7構造用合板張 24

塩ビ

アスファルトルーフィング９４０

4

2 24

パルプ混入セメント板　ｔ-12.0　（無孔板：QF030RS-0154）

パルプ混入セメント板　ｔ-12.0　（有孔板：QF030RS-0155）

アルミ水切り

透湿防風ｼｰﾄ下張　通気層（胴縁）18

ガルバリウムカラー鋼板横葺（ﾆｸｽｶﾗｰProGH同等品）　ｔ-0.4　勾配:3/10

窯業系サイディングt＝16　金物工法 認定番号：PC030BE-9201

向定内集会所建設（建築主体）工事
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ＢＤ 展開方向
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管柱　120×120　を示す
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32～40型

TV台

塩ビ廻り縁

ビニルクロス

MDF巾木

ビニルクロス

非常口
ＥＸＩＴ

誘導標識

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

1/50

R3

展開図（１）

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

Ａ面 Ｂ面

Ａ面 Ｄ面

Ａ面 Ｂ面 Ｄ面

和室　展開図

ホール　展開図

ホール　展開図

調理室　展開図

Ｃ面Ｂ面

12

Ｃ面 Ｄ面

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

廊　下倉　庫 和　室

月予定表 月予定表
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

備考

月間予定表

ピクチャーレール　1.8ｍ ピクチャーレール　1.8ｍ

ハンガー掛け　4ｍ

ピクチャーレール　2.5ｍ

ホワイトボード

棚

棚

棚

8
0
0

8
0
0

8
0
0

2
,
7
0
0

2
,
0
0
0

5
0
0

2
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

1
,
8
0
0

5
0
0

1
,
2
8
0

6
2
0

塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

MDF巾木

ビニルクロス

MDF巾木

ビニルクロス

MDF廻縁

ビニルクロス

ビニルクロス

MDF廻縁

ビニルクロス

MDF廻縁

ビニルクロス

ハンガー掛け　1.7ｍ

エアコン下地 エアコン下地

塩ビ廻り縁

ビニルクロス

MDF巾木

エアコン下地

エアコン下地

ビニルクロス

冷蔵庫

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

MDF廻縁

2
,
0
0
0

4
0
0

塩ビ廻り縁

MDF巾木

ビニルクロス ビニルクロス

MDF巾木

塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

ビニルクロス

MDF巾木

食器棚
ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ

ｶｳﾝﾀｰ

450

1
,
1
0
0

MDF廻縁

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

塩ビ廻り縁
非常口

ＥＸＩＴ

誘導標識

キーボックス

ピクチャーレール　2.5ｍピクチャーレール　2.0ｍ

ビニルクロス

手すり

ビニルクロス

MDF巾木

2 24
向定内集会所建設（建築主体）工事



Ａ面 Ｂ面

廊下　展開図

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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R3

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

Ｄ面
Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

物入　展開図

展開図（２）

Ｃ面

13

ビニルクロス

MDF巾木

塩ビ廻り縁

ビニルクロス

MDF巾木

MDF巾木

塩ビ廻り縁

MDF巾木

塩ビ廻り縁

MDF巾木

棚

手すり

ビニルクロス

調理室

物　入

ビニルクロス

掲示板

手すり下駄箱

ビニルクロス

塩ビ廻り縁

MDF巾木

下駄箱

下駄箱

和　室

ビニルクロス

塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

棚 棚

1
,
8
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

6
0
0

450

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面Ａ面 Ｄ面

倉庫　展開図 納戸　展開図

Ｃ面Ｂ面

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

棚

棚

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

MDF巾木

化粧石膏ボード

塩ビ廻り縁

化粧石膏ボード

棚

棚

棚

棚

棚棚

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
8
0
0

400

7
5
0

1
,
0
5
0

6
0
0

Ｄ面Ｃ面Ｂ面Ａ面Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

ＷＣ（男）　展開図 ＷＣ（女）　展開図

塩ビ廻り縁塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

MDF巾木

ビニルクロス

塩ビ廻り縁

MDF巾木

塩ビ廻り縁

MDF巾木

塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

MDF巾木

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

MDF巾木MDF巾木

ビニルクロスビニルクロス

収納棚

ビニルクロス ビニルクロス

ウレタン塗装
集成材

ビニルクロス

MDF巾木

ビニルクロス

MDF巾木

ビニルクロス
鏡

1
,
3
0
0

鏡

1
,
5
0
0

手すり手すり 手すり

7
5
0

手すり

7
5
0

非常口
ＥＸＩＴ

誘導標識

ホール

375

810

8
0
0

1
,
0
0
0

棚棚 棚

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ

1
,
0
0
0

800

掲示板

廊下　展開図

ピクチャーレール　5ｍ

棚

150

集成材
ウレタン塗装

150

手すり

化粧石膏ボード 化粧石膏ボード化粧石膏ボード

収納棚

1
,
8
0
0

2 24
向定内集会所建設（建築主体）工事



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
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Ｎ

1/50

R3

キープラン

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

1

3

ＡＷ

ＡＷ

4

4

56 7

ＡＤ
1

8

8

ＡＷ
6

ＡＷ
5

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ ＷＤ

ＷＤ ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

1
ＷＤ

2

3 3

4

4

5

6

防 防 防
防

防

防

キープラン　S:1/50

デッキスロープ
1/10

倉庫

納戸

物入

板間

玄関

下駄箱

下
駄

箱

6,370 1,820

15,470

910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910

6,370 5,460 1,820 1,820

11,830 3,640

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
0
,
9
2
0

1
,
8
2
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

2
,
1
2
0

6
1
0

3
,
6
4
0

1
0
,
9
2
0

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

WC(男）

WC(女）

玄関ポーチデッキ

廊下

4,494 5,700 1,220 360

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

食
器

棚
家

電
棚 （16帖）

調理室

2,430 4,850

和室（12帖）

ホール（42帖）

ＡＷ
2

ＷＷ
1

72

14

ＡＷ
9
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
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記　号

姿　図

材　質
硝　子
仕　上
金　物
防　火

形　式

参　考

記　号

姿　図

材　質
硝　子
仕　上
金　物
防　火

形　式

参　考

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ

2ヶ所

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

型ガラス
MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

2ヶ所

06005

1ヶ所

１台玄関

無
付属金物一式
既製色

MDF枠アルミサッシ
4-A12-3 型ガラス複層ガラス

内外ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 施錠

AD-1

玄関引違戸

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

透明ガラス
既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

無

1ヶ所 1ヶ所

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

AW-2

透明ガラス

1ヶ所AW-1 ホール

25622

LE3-A12-F3

2
,
4
1
0

2
7

2
,
0
0
0

8
5

2
5

3
2
5

25 1,650 25

1,700

2
,
4
6
2

20 2,560 20

2,600

▼ＦＬ

4
0

2
,
2
0
0

3
0

2
,
2
0
0

5
0
0

2
,
7
0
0

▲ＣＨ

8
0
0

3
0
0

和室

25613

LE3-A12-F3

6
6
0

4
0

1
,
3
0
0

3
0

7
0
0

1
,
3
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

▼ＦＬ

▲ＣＨ

20 2,560 20

2,600

8
0
0

4
0
0

AW-3 AW-4ホール ホール 2ヶ所

16513
MDF枠
網戸

PW6.8-A12-LE3 網入り透明ガラス
既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓 16513

MDF枠
網戸

F3-A12-LE3 透明ガラス

▲ＣＨ

▼ＦＬ

8
6
0

4
0

1
,
3
0
0

3
0

9
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

2
,
7
0
0

20 1,650 20

1,690

▲ＣＨ

▼ＦＬ

8
6
0

4
0

1
,
3
0
0

3
0

9
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

2
,
7
0
0

20 1,650 20

1,690

AW-5

▼ＦＬ

▼ＣＨ

4
0
0

調理室

20 1,650 20

1,690 9
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

8
0
0

8
6
0

4
0

1
,
1
0
0

3
0

16511

内障子付（ＷＷ-１）

PW6.8-A12-LE3
MDF枠
網戸

網入り透明ガラス

AW-6 ホール 2ヶ所

外倒し窓 07405

PW6.8-A12-LE3
MDF枠
網戸

網入り型ガラス

EB-2968

EB-2968

EB-1458-2

▼ＣＨ

E

1
,
9
6
0

4
0
5
0
0
3
0

2
,
0
0
0

5
0
0

2
0
0

2
,
7
0
0

8
0
0

20 740 20

780

排煙錠引手（FL+1300位置）

AW-7 AW-8調理室

06011縦滑り出し窓

PW6.8+A12+LE3
MDF枠
網戸

網入り型ガラス

▼ＦＬ

ＷＣ（男・女）

▼ＣＨ

1
,
4
6
0

4
0
5
0
0
3
0

1
,
5
0
0

5
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

K4-A12-F3

▼ＦＬ▼ＦＬ

▼ＣＨ

8
6
0

4
0

1
,
1
0
0

3
0

9
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

20 600 20

640

建具表

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ

WD-2

参　考

記　号

姿　図

材　質

仕　上
金　物

形　式

1ヶ所

無
付属金物一式

WD-1

開　口

鍵 無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
―

1ヶ所

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
―

1ヶ所

引違襖戸

WD-3 WD-4 WD-5 WD-6

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ

1ヶ所WD-7

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
片引き戸

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

上吊りタイプ

既製色

1,643

2
,
0
3
3

無

2ヶ所ホール・和室ホール・和室

片引き３枚戸
アルミ

3,222

2
,
0
3
3

▼FL

ＷＣ（男・女） 2ヶ所

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ

ガラリ付

表示錠

片引き戸

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

上吊りタイプ

ガラスカラーマット調

無

▼FL

調理室 2ヶ所

1,643

2
,
0
3
3

1,643

2
,
0
3
3

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

和室（納戸） ホール（倉庫） 廊下（物入）

３枚連動引き戸襖戸 折れ戸

－

▼FL

※1側は固定

1,643

2
,
0
3
3

※ 1

▼FL

1,643

2
,
0
3
3

1,643

2
,
0
4
6

▼FL

15

1ヶ所

既製色
付属金物一式
無

WW-1 和室

内障子窓 25613

ワーロンシート
樹脂サッシ

1
,
3
0
0

2,560

AW-9 玄関 1ヶ所

▼ＦＬ

▼ＣＨ

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

型ガラス
MDF枠アルミ樹脂複合サッシ

K4-A12-F3

ＦＩＸ窓 07405

20 600 20

640

20 740 20

780

1
,
7
6
0

4
0
5
0
0
3
0

1
,
8
0
0

5
0
0
1
0
0

2
,
4
0
0
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非常口
ＥＸＩＴ

360

非常口
ＥＸＩＴ

360

1
2
0

緑

白

白

緑
×1

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
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R3

16

×２

ホーロー白板

H900ｘW1200ｘD54～14

1/20

1,200

9
0
0

掲示板

神栄ホームクリエイト　SMS-1016

名　称 室名札（サイン）

姿図・寸法

平付型形式・数量

材質・仕上 アクリル板 ｔ-5.0

サイズ 300×75

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

白 黒

7
5

300

ピクトサイン

1/10

平付型

アクリル板 ｔ-5.0

※デザインは協議により決定とする。

ホワイトボード

アルミフレーム掲示板

掲示板

掲示板

1/20

1,200

9
0
0

神栄ホームクリエイト　SMS-1031

H900ｘW1200ｘD25

ホワイトボード

行事予定掲示板

ホーロー白板

H900ｘW1200ｘD54～14

神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ(株)　SMS-916-Y

月予定表 月予定表

9
0
0

1,200

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

備考

1/20

和　室

白 赤

150

赤

150

白

1
5
0

150ｘ150 計2ケ所

1ケ所1ケ所

ホール

調理室倉　庫

×２

廊　下 物　入

８ヶ所

誘導標識

計５枚誘導標識

蓄光式 消防認定品

Ｗ360ｘＨ120

×4

１台 ２台

１台 キーボックス

スチール　焼付塗装

キーボックス

1/10

200

2
8
0

10個用

H280ｘW200ｘD53

ACE　FI-10

ポスト

H300ｘW375ｘD130

SUS304

カラーポスト

ACE　SGT-2200L

375

3
0
0

1/10

１台 １台

5
3
8

5

20
2.5 7.5 10

R5

1
0
3

2
1
8

411 化粧ｼｰﾄ

合板下地

ピクチャーレール

硬質樹脂 化粧シート

KAIDER ﾌｧﾝｼｰﾊﾞｰ35　同等品

38ｘ20

1
4

2
4

3
8

15.3

20

専用フック

ハンガー掛け ピクチャーレール

木部深さ

12.5

9
.
5

ピクチャーレール

アルミニウム合金

19.5ｘ14.5

TOSO L-1　同等品

木下地

Lフック15A（後入れ）＠600

15mm以上

壁面仕上材 450mm以内ビス留め

セクショナルキッチン

扉：SUS、流し台・コンロ台、キャビネット：SUS

1/50

１台

4501,500600

900600

2,550

8
9
0

8
1
0

7
0
0

クリナップ　SKｼﾘｰｽﾞ　　I型　L=2,250　・レンジフード（富士工業　 BDR-3HLK3-601BL BK)

屋外フード及び配管工事、給排水工事は機械設備工事,電源、壁スイッチ工事は電気設備工事

キッチン

ダクト・フードは

機械設備工事

※壁スイッチ付

1050

ガス台：W600、流し台：W1500+450、レンジフード：W600、吊戸棚：W1050+900

ｷｯﾁﾝ不燃パネル

１台

1/50

家電収納庫付（蒸気排出ユニット無し）

1500Wｺﾝｾﾝﾄ付（電気設備工事で接続）

食器棚

※別途機械工事

※別途コンセント付LED照明：電気設備工事

１台

1/50

食器棚

ｶｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ

H2,360ｘW750ｘD450

１台

1/50

食器棚

H2,360ｘW900ｘD450

ﾌﾛｱｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
引出しタイプ

450

1
,
0
0
0

750

吊戸棚

片面ﾌﾛｱｷｬﾋﾞﾈｯﾄ＋ｶｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上台

上台：可動棚１枚、中台：シースルー扉タイプ、下台：１段引出しタイプ

雑詳細（１）

7
0
0

6
6
0

H1000xW750xD450　+　H700ｘW750ｘD450

2
,
3
6
0

750

2
,
3
6
0

2
,
3
6
0

シースルー　扉

900

シースルー　扉

450 450

クリナップ　ﾗｸｴﾗｼﾘｰｽﾞ クリナップ　ﾗｸｴﾗｼﾘｰｽﾞ クリナップ　ﾗｸｴﾗｼﾘｰｽﾞ

ｼｽﾃﾑｽﾗｲﾄﾞ収納・見切り板

見切り板ｔ＝15

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ

小口キャップ

573

350

5
0
0

1
1
0
0

8
9
0

1
,
1
0
0

7
6
0

5
4
0
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

1/50

R3

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

雑詳細（２）
17

コーナー金物

300 90

ﾌﾛﾘｰﾝｸﾞ　ｔ=12
構造合板　ｔ=12
45ｘ45＠303

ウレタン塗装
集成材

3
7
6

120

400

310

3
0

1
8
0

1
8
6

集成材框

1
9
0

敷台

集成材ｔ＝30 ポリ合板　ｔ＝20

下駄箱

Ｗ2120ｘＤ400ｘＨ1600

1
2
0

3
8
0

400

1
0
0

200

1/30

１台

300

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

1
,
6
0
0

2,120 1,220

下足入れ 28人用＋16人用（44人）

1/15

水栓柱パン

水栓柱パン

SUS、FRPｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

H486ｘW413ｘD63

カクダイ　624-952

486

4
1
3

2
2

2 2

6
3

排水目皿付き（呼40VU管用）

１個所

箱文字

SUS製

150×150/文字

※記載文字は協議により決定とする。

施設名称

各　1ヶ所

1/15

1
5
0

150

集会所向定内

6文字

9
0
度

折
れ

線

倉庫棚

318

2
3

1
5
9

23

棚受け金物

1/5

スガツネ工業　BTK-UB-160

十字穴付丸皿木ねじ　SUS　現場合わせ

耐荷重25㎏/ヶ

スチール製　ホワイト

400

3,640

3,495

910 910 910 910

1/50

枕棚 １台

物入棚

450

450

8
0
0

1
,
0
0
0

6
0
0

455 455 455 455

1,820

納戸棚

1/50

7
5
0

1
,
0
5
0

6
0
0

375

810

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ・ｵﾚﾌｨﾝシート（ﾎﾜｲﾄ）

押入棚板、押入枕棚板

固定金物

各１台

1,820
1/50

２台枕棚鋼製棚受金物

集成材　t=20　、　鋼製棚受金物 集成材　t=20　、　鋼製棚受金物

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ棚板セット

可動棚

可動棚

ビニルクロス

調理室棚 和室棚

450

1
,
1
0
0

7
6
0

5
4
0

2
,
4
0
0

620 620 603 780

ビニルクロス

ビニルクロス

１組

集成材

MDF枠

700

メラミンフリーエッジカウンター　ｔ＝28

集成材カウンター（ゴム材　片Ｒ150）アルミ棚柱

AP-DH1820、AP-FB20（ｽｶﾞﾂﾈ工業）

ガチャレール４本、棚受金物６ヶ

１セット

12 12

2
0

可動棚 カウンター

TV用コンセント

ビニルクロス

1,675

8
0
0

8
0
0

8
0
0

2
,
4
0
0

580

300

1
0
0

7
0
0

8
0
0

8
0
0

2
,
4
0
0

可動棚

可動棚

（ピン）

（ピン）

１組ＴＶ・収納棚

ポリ合板　ｔ＝20

１１ヶ

１組ＴＶ棚・枕棚

集成材　ｔ＝30　、鋼製棚受金物

ウレタン塗装

集成材

1,675

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

5
0
0

1
,
2
8
0

6
2
0

610

MDF

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

集成材

TV用コンセント

外部手すり

縦型ユニット手摺

半硬質樹脂・アルミ芯材　I=800

ナカ工業（株）　O-34UG,P34UG

58

φ34

8
0
0

1
5
0

1
5
0

5
8

玄関敷台

1
0
0

Ｗ1220ｘＤ400ｘＨ1600

（ポリ合板）

（ポリ合板）

450

2
3
0

7
0
0

1
5
0

220

ポリ合板　220ｘ580ｘ20　　６枚

7
0
0

可動棚＝ガチャレール式 可動棚＝ピン（ダボ）式

根太　＠303
合板12㎜

巾木

カウンター

M
D
F
枠

小口キャップ

2 24
向定内集会所建設（建築主体）工事



樹脂デッキ詳細図（1）

型　式　コ　－　ド

主　要　部　材 仕　様　（　材　質　・　塗　装　）

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R3

１デッキ材

２

３

大引SL

ねじ類

4 大引連結材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材(A6063S)

木質樹脂（木粉+PE樹脂）

ステンレス(SUS)

SUS304+EPDM

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材(A6063S)

参　　考　　品　　名

デッキ材納まり詳細図

１デッキ材 2 大引SL

50

30

4 大引連結材

144 68 62.6

13

主要部材断面図

A 点検口用デッキ材 B 大引 C 点検口補強材 D 点検口用根太 E 補助剤

4

大引連結部

120

72 72

8

連棟部詳細図

50
30

幕板Ｂ

40

50
～

20
0

200

5

144 6

間口

出
幅

33

142

72～97

836

3～28

50 1016 幕板カバーSL

幅調整材B

幅調整材A

デッキ補強材B

144

50

68

100

86

40

75
50

50
.5

23.5

11
.5

30

調整式束柱H

チークFHGS－AH□□□

ピッチ＝150

(最
大
92
0)

(最大840)

１

２

調整式束柱SL

ピッチ

デ
ッ

キ
面

高
h

80

大
引

SL
ピ

ッ
チ

3
側

面
側

躯体側

正面側

側
面

側

据付図

▼デッキ：GL+300

▼土間：GL+150

出
幅

　
D＝

15
00

23.5

55

3
1
5

300 600 600 300

間口　W＝4494

15
71

50

60
65

60
65

52

15
71

50

最低高さ４５０ｍｍ

45
0～

32
9～

27
7～

～
60
0

～
47
9

～
27
7

～
20
2

最高高さ６００ｍｍ

31
5(

パ
ネ
ル

高
さ

)

26
0

16
.5

82
.5

9

□ 129

φ42.7

7
9
6

φ34 45

69.3

80～150

躯体

45
0～

60
0

14
5

G.L+20 G.L+20

木質樹脂デッキ　ファンデッキHG　５尺ｘ２．５間

18

調整式束柱Ｈ　納まり詳細図

手すり　セイフティビームSU型

アンダーパネル納まり詳細図

Non

デッキ高：ＧＬ＋５７０
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R3

Non樹脂デッキ詳細図（2）
19

8
0
0

ファンデッキＨＧ スロープユニット

ＦＨＧ－ＳＵ型　式　コ　－　ド

仕　様　（　材　質　・　塗　装　）主　要　部　材

１ デッキ材 木質樹脂

２

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材
大引３

大引SL４

スロープユニットA５

スロープユニットB６

スロープユニットC７

スロープユニットD８

スロープカバー９

束　柱

１０

スロープ束柱S・M

１１

幕板B 木質樹脂

ねじ類 ステンレス(SUS)

SJ支柱固定金具

１３

SJ支柱ｽﾛｰﾌﾟ取付金具１４
アクリル溶剤塗装

アルミ押出形材

SJ支柱

１２

１５

スロープ端部金具

１ デッキ材 2 幕板B 3 大引 4 大引SL 5 スロープユニットA 6 スロープユニットB・C7 8 スロープユニットD

9 スロープカバー 10 スロープ端部金具 11 束柱 12 スロープ束柱S・M 13 SJ支柱 15 SJ支柱固定金具14 SJ支柱スロープ取付金具

根がらみ１６

16 根がらみ

G.L.

正面図

G.L.

側面図

11
.5

23.5

87

R22
.5

119.2

44
.5

71

φ42
.7

35

70 40

(1
2.

1)

70

83

(1
2.

5)

7° 7°

22.5

40.6

47
.6

232.8

36

50

238.5

30

14

68
100

86

144 145

50

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

１

13

14

２ ３15

10１ ３

11 16

３２１４８９７12６12５

参　　考　　品　　名

13

据付図

スロープユニット納まり詳細図

スロープ用支柱A取付詳細図

スロープ・フラット突合せ納まり詳細図

主要部材断面図

手摺手摺

G.L.+20 5
5
0

デッキ高さ：ＧＬ+570

チーク

大
引

ピ
ッ

チ

90
0

デ
ッ

キ
材

　
12

00

１ ２ ３ 11４12

５ ６ ７ ８ ９
手摺

手摺

G.L.+20

勾配1/10
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建物基礎

待受擁壁

盛土

0.0

0.50

1.00

0.75

1.25

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120
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R3

Ｓ
構造特記仕様書

1
Non

・計画供用期間の級： 短期（18） 標準（24） 長期（30）

  （  ）内数値は、耐久設計基準強度：Fd （N/mm　）を示す。
2

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

（ １ ） コ ン ク リ ー ト （ １ ） 鉄 骨 工 事 は 指 示 の な い 限 り 下 記 に よ る
１．建築物の構造内容 ３．地盤

□日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■ コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

■ セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。 □ 鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」（ １ ） 地 盤 調 査 資 料
（ １ ） 工 事 名 称

■ 骨材は、砂、砕石とし、ＪＩＳ　Ａ　５００５（コンクリート用の砕石及び 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）□ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定□ □
□液状化判定 現場透水試験 土質試験□ □ 砕砂）による。

（ ２ ） 工 事 監 理 者 の 承 認 を 必 要 と す る も の■ 水は、ＪＩＳ　Ａ　５３０８（レディーミクストコンクリート）の附属書３増　築新　築（ ２ ） 工 事 種 別 増改築 改　築
（ ２ ） 地 盤 調 査 計 画 □ 製作工場 □ 製作要領書 □ 工作図 □ 施工計画書（規定）［レディーミクストコンクリートの練混ぜに用いる水］による。
□ボ－リング調査 □静的貫入試験 □標準貫入試験 □水平地盤反力係数の測定

材料規格証明書または試験成績書□■ 混和剤の種類は、ＪＩＳ　Ａ　６２０４（コンクリート用化学混和剤）による（ ３ ） 構 造 種 別 □試験堀（支持層の確認）□土質試験 □平板載荷試験
鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト□ □ □ □ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とする。木造（Ｗ） 補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ） （ ３ ） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

□ 社内検査表 □ □■ 計画調合は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ） 柱状図（ ４ ）
■ 寒中、暑中その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

深
土　質 打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ） 度

10 20 30 40 50
■ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

（ □ 印 の 項 目 の 検 査 結 果 に つ い て は 、 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と ）
術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

□ 現寸検査 □ 組立・開先検査 □ 製品検査
定器の表示部を一回の測定ごとにう撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

建方検査 □ □□
測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。
（ ４ ） 接 合 部 の 溶 接 は 下 記 に よ る こ と■ 構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日

３ ３ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」、□ごととする。また、打込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）□その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた

３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき
（ ５ ） 接 合 部 の 検 査

場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。
□溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

■ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち

検　査　率　％コンクリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。
備　考検　査　箇　所 検　査　方　法

社　内 第三者 工事監理者ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が
１００％ ５０％ ３０％突 合 せ 溶 接 部□ 柱の現場従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は外気温が 超音波探傷試験

溶接部に個 個 個１００ １００ １００□２５゜Ｃ未満の場合は１５０分、２５゜Ｃ以上の場合は１２０分以内とする。 ついては
外観（目視）検査 １００％ １００％ １００％□■ コンクリート強度試験方法は、ＪＩＳ　Ａ　１１０８（圧縮試験）による。 第三者は

　　％個 個 個１００ １００ １００□■ コンクリート養生方法は、寒冷地においては、コンクリートを寒気から保護し、
とする。

第三者検査機関名 ＣＩＷ認定業者打込み後５日以上は、コンクリート温度を２℃以上に保つ。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を
深 （ ２ ） 鉄 　 筋土　質 代行させるために自ら契約した検査会社をいう。
度

10 20 30 40 50 ■ 鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ５による。
注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

■ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

□高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）（３）」または「壁式鉄筋

黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等をコンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする■

場合は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。 ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である

場合は、赤さびは発生しないままでよい。□ ガス圧接部の抜き取り検査は、同－作業班が同－日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。
□高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は

外観検査　□有 □無 引張試験　□有 □無 超音波探傷試験　□有 □無

部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。□Ｓ型（スパイラル型）とする。

（ ２ ） コ ン ク リ － ト ブ ロ ッ ク （ Ｃ Ｂ ） ■ コンクリート及び鉄筋の試験は工事監理者の承認の上、指定の試験機関で行うこと。
（ ６ ） 防 錆 塗 装

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 １００， １２０， １５０， １９０， 　　試験機関名
防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の□

　　代行業者名（ ３ ） 鉄 筋
部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６２１、２回塗りを標準とする。継手工法径種　　類 使用箇所 代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。
現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場□ＳＤ２９５Ａ 重ね継手Ｄ１６以下 基礎詳細図による

（Ｄ１６以下） 塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。（ ３ ） 型 　 枠ＳＤ２９５Ｂ
異形鉄筋

■ □材料　合板厚　１２ｍ／ｍを標準とする。Ｄ１９以上 基礎詳細図によるＳＤ３４５ ガス圧接継手

（ ７ ） 耐 火 被 覆 の 材 料（Ｄ１９以上） ■ 施工　ＪＡＳＳ５による

□■丸　　鋼 型枠存置期間ＳＲ２３５ 特殊継手

４．地業工事 支　　柱φ６－１５０＊１５０溶接金網 （　　　　　　　　　　） せ　き　板

スラブ下、はり下 はり下基礎、はり側、柱、壁 スラブ下
■無□ ■ □ □ □有（ ４ ） 鉄 骨 （ １ ） 直 接 基 礎 ベ タ 基 礎 布 基 礎 独 立 基 礎 試 験 堀備　　考種　　類 使用箇所 現場溶接 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント載荷試験 ■無□有ＳＳ４００ 有 無ＳＳ４９０ SN400A,B,C
高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト ７．設備関係（ ２ ） 杭 基 礎有 無ＳＴＫＲ４９０ＳＴＫＲ４００ Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント

施　工　法 備　　考杭　　種 材　　料有 無 シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント鋼　　材
Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種□打ち込み ）（ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。■有 無ＳＳＣ４００ □ＲＣ □ＰＣ ＰＣ　（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種）

シリカセメント□埋込み ）（□ＰＨＣ □Ｈ鋼 ＰＨＣ（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種） ■設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。Ａ種有 無
□ＳＫＫ４００）鋼材（□ＳＳ４００□鋼管 □摩擦杭 □H-AP工法（圧入工法） コ の ２ ６３ ４ １７１５℃以上 ８ ２８□Ｈ型PCパイル □ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を■ン 材（ ５ ） ボ ル ト □ｽｰﾊﾟｰFK工法（TACP-0168～0170） ク 令 ３ ５ ６ ２５5℃～15℃ １０ １２ ２８リ 日 管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上を原則とする。高力ボルト ｜普通、Ｆ１０Ｔ　　特殊、Ｓ１０Ｔ　確定品（□Ｍ１２，□Ｍ１６，□Ｍ２０，□Ｍ２２） 拡底杭□オールケーシング ５℃未満 １０□拡底杭 ５ ８ ２８コンクリートＦｃ＝　　　Ｎ／ｍｍ２ ト １６ ２８１５

□場所打ち 日本建築センター認定１２ ,１６ ,２０中ボルト Ｍ＝ □リバースサーキュレーションスランプ
コンクリート杭 設計基準強度の第　　　　　号３ ２□アースドリル □ミニアース ８．その他セメント量アンカ－ボルト １２ １６　Ｍ 　Ｍ ５Ｎ／㎜ 設計基準強度の５０％　　年　　月　　日□ＢＨ □深礎 □手堀鉄　筋　　主　筋　ＳＤ １００％８５％　φ　Ｌ＝Ｑ頭付スタッドボルト ｍｍ 使用箇所（□柱　□大梁　□小梁） ｛ □機械堀　　　　　ＳＤＨＯＯＰ

■ 諸 官 庁 へ の 届 出 書 類 は 遅 滞 な く 提 出 す る こ と 。（ ６ ） 屋 根 、 床 材 、 壁 注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。
設計支特力 本数杭径 （ 杭の先端の深さ 備　考ｍｍ ｋＮ／本 ） （ ｍ ）（ ） ■各 試 験の 供試 体 は公 的試 験 機関 にて 試 験を 行い 工 事監 理者 に 報告 する こと 。

ＡＬＣ版 厚 注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

折　版　　　型式 注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。Ｈ＝ 厚

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。デッキプレ－ト　　　型式 厚

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。キ－ストンプレ－ト　型式キ－ストンプレ－ト　型式 厚
杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

　　　－時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。特殊デッキプレート □　無（試験杭 ）・
注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。仕上げ表参照

（　シングル、ダブル　）

支特層－GL-　　　m ～

□ □

□　有 ［　　個所］

□ 柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型）□Ｗ型（溶接型）

■ 必 要 に 応 じ て 各 工 程 ・ 受 入 の 記 録 写 真 を 撮 り 保 管 す る こ と 。

構 造 設 計 標 準 仕 様 書

換算N値

（回）

　 （ ４ ） 階 　 数

地上　　　階地下　　　階

　 （ ５ ） 主 要 用 途 　

（ ６ ） 屋 上 付 属 物

広告塔 高架水槽 ｋＮ

煙　突 キュ－ビクル ｋＮ

有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 無（ ７ ） 増 築 計 画

（ ８ ） 付 帯 工 事

門塀 擁壁 カーリフト

（ ９ ） 特 別 な 荷 重

人乗（ロープ式　油圧式） ｋＮエレベ－タ リフト

ホイスト ｋＮ

２倉庫積載床用 Ｎ／ｍ ｋＮ

　 （ １ ０ ） そ の 他

２．使用構造材料

捨コンクリ－ト

基礎，　基礎梁

Ｆｍ＝ Max(Fc,Fd)+mSn  mSn:構造体強度補正

（ １ ） コ ン ク リ － ト

適用箇所 種　　類 設計基準強度　Ｎ／ｍｍ
２

Ｆｃ

調合管理強度

Ｆｍ　Ｎ／ｍｍ
２

スランプｃｍ 所要

空気量％

ＳＷＨ４００

柱・梁

梁

妻梁・母屋・胴縁
振止・桁梁・柱等

ＳＮＲ４００Ｂ

ＰＬ，梁

ブレース

ＳＴＫ４００

強度区分 4.8 10.9

ＳＮＲ４９０Ｂ

外部土間等

内部土間コンクリ－ト

基礎深さ　ＧＬ-350　　

普　通

普　通

普　通

普　通

２１

２１

２１

１８

１５

１５

１５

１８

5

●

■

１

普　通 １８ １５ラップルコンクリート

適 用 は □ 印 を 塗 り つ ぶ す 。

地区集会所

□無

■有（■敷地内　□近隣）

盛土

▼設計GL+1.4ｍ

▼GL-350

▼設計GL

0.0

２ ４

（■再調査予定　　■有　　　□無）

計画建物 ●SS-4

●SS-3

●SS-2
●SS-1

転圧＠300

盛土

▼現状地盤

▼現状地盤

表土
0.25

1.10

礫質土

礫質土

0.27

0.23 0
0

0
150

52

150

150

7.5
16.9

30.0
120

61.2

120

120

目標値３０

■

■ＳＳ試験

▼GL-810

▼GL-810

▼GL-500

●B-1

SS試験・ボーリング調査位置

設計GL±0＝F.H:20.53

Ｎ値

1.15

2.15

3.15

4.15

5.15

6.00

7.00

8.00

9.00

（ kN/㎡）
換算 qa

3

6

14

13

18

孔内水位2.35

礫混じり
有機質シルト

砂礫
シルト混り

チャート

盛土 ▲GL-1100

▼GL-700転圧＠300

地
盤

改
良

ﾏ
ｯ
ﾄﾚ
ｽ
工

法
測点番号　 B－ 1
ボーリング調査

測点番号　 SS－４
ＳＳ試験

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式 ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ（ＳＳ）試験

●SS-5

●SS-6

●SS-8

●SS-9

●SS-7

計画建物

SS試験再調査予定位置

配置図

配置図
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｓ
Non木質工事特記仕様書

2

 JIS G 3101

 JIS G 3505

SS400

注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)
OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

SUS304

SUS304

SUS304
丸座金

角座金

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm）

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

先端は、3～5mm程度面取りすること。

横架材接合部

品　名 メーカー等 防錆処理、使用箇所など短期許容接合耐力

柱頭・柱脚接合部

接合部

筋かい耐力壁の

種　類

68584838

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

堅木（樹種：　　　　　　）木栓

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（コーチボルト）

ラグスクリュー
鉄

鉄

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径材　質種　類

ドリフトピン

70

6

140

125

13

24

60

6

120

105

9

20

50

4.5

90

80

9

16

35

3.2

70

60

6

1210

4.5

50

60

3.2

30

3530

25

3.2

45

40

4.5

8

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

　　ボルト径座金の大きさ　　　　　

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

SS400

SPHC

SNR400B,490B

SWRM8～10

SWRCH8～10

SS400

アンカーボルト

　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

全ネジボルト

有効径六角ボルト

呼び径六角ボルト

種　類

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1

　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

（特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）ml/m 2300塗布、吹付、浸漬　・現場処理：

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

□外観検査　　□加工寸法検査

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法検査

外観検査

材種・等級の確認

ヤング率測定

含水率測定

（３）ボルト、ナット、座金

(㎜)長さ(㎜)径

フラット／バーブ平頭

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

使用箇所製品名

2.2　接合具

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

補強金物

SWM-N

SWM-N

SWM-N

網目付き/ｽﾑｰｽ

平頭フラット及び
耐力壁、床板、屋根SUS304JIS G 4309ステンレスＳ釘

ＧＮ釘 平頭フラット石膏ボード用JIS G 3532鉄

ＺＮ釘

平頭フラット耐力壁、床板、屋根

JIS G 3532

ＣＮ釘

鉄

鉄 JIS G 3532

/スムース
皿頭網目付き

耐力壁、床板、屋根鉄Ｎ釘

（１）くぎ、木ネジ

頭部／胴部形状使用箇所(㎜)長さ(㎜)径

SWM-NJIS G 3532

材　質種　類

３等、４等で示す

材の品質を１等、２等、Ef150など測定した縦振動ヤング係数

で定められる区分で示す
（記入例）

等　級縦振動ヤング係数区分樹種名部　位

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

□　

　木質工事特記仕様書

　□施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　□立ち会い検査

　　□建物の倒れ　　

６．運搬・建方

　　　（節点間のレベル差）　 

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

□　建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

□　最終確認

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　建方時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　地組み時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　アンカーボルト施工時の立会い検査

（７）施工状況の検査

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　：　□　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　 　　　　 　　〕□

　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm　　　　　階高

〔　　　　　〕　　□：　□±3mm以下　　　　　通り芯からの誤差　
〔　　　　　〕　□□±3mm以下　　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：

　　□柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm　　□建物のわん曲　　

□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　

　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

・建方の精度基準は下記による。　

（６）建方精度

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

　行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

（５）アンカーボルトの施工

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

（４）施工時の安全性

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

　　□　建方計画書の提出　

（３）建方計画

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　集積場の確認　  

よる割れが発生するため避ける。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

（２）集積・保管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　輸送計画書の提出　〔　

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

（１）輸送計画

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

５．木材の加工

（dはドリフトピン径）(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)

（dはドリフトピン･木栓径）ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ
ｄ+1.0ｍｍドリフトピンの接合金物等の穴径：

（５）加工状況の検査

　□梁：（　　　）　mm

（４）面取り

：（　　　）　mm　□柱

□製材（　　　　　　　）　□集成材･LVL（　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　）

ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　接合金物等：

（３）表面仕上げ

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

図面表示は仕上がり寸法である。 

（２）加工寸法の精度

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意

せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）

（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　集成材　　： ｄ+1.0ｍｍ

　　　　□　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

（　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　材種：□

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

（４）接合金物

（３）接合具

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

は適用項目を示すものとする。レ４．材料品質の検査方法

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

で確認すること。

ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

（１）構造用製材

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

全数

全数

全数

全数

全数

検査項目

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

製造工場の認定書の写しを確認する。

含水率測定の時期は、監理者の指示による。　□　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　□　

製品名（会社名） 塗り回数

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ

外周筋かい下部1ｍ

（　　　　　）□K3□（　　　　　）□

□ （　　　　　）

□ （　　　　　）

高耐久材

□ （　　　　　）

工場処理材

□

□

K3

K3

K3

□

□

□

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

現場処理

外周柱下部1ｍ

土台
使用部位

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

水周り

その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　

（２）土壌処理

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

　部位

製品名 備　考使用箇所

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（４）丸太・そま角

【丸太・そま角】

１．一般事項

（１）木材の防腐・防蟻処理

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

JIS G 4303

JIS G 4303

JIS G 3131

JIS G 4303ステンレス

鉄

ステンレス

鉄

ステンレス

 JIS G 3138

 JIS G 3505

JIS G 3507-1

 JIS G 3101

鉄

材　質

 JIS B 1180

 JIS B 1181
適合する炭素鋼

生地

生地

生地

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径

4.8,4T以上に

JIS B 1051

SWRM8～12

 JIS G 4051

 JIS B 1180

 JIS B 1051

 JIS G 3101 SS400

強度区分4.6

又は、4.8

強度区分4.6又は、

S10C

は適用項目を示すものとする。レ

レ

（LVLの場合は曲げ性能）（LVLの場合は区分）

強度等級
材面の品質 使用環境

品　名
部　位 樹種名

放　散　量

ホルムアルデヒド

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

【構造用集成材・LVL】

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

無

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）有

背割りを行う部材の有無

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

乾燥処理強度等級樹種名部　位

【構造用製材】

本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。

（１）構造用製材

2.1　木質材料

は適用項目を示すものとする。２．材料の品質

MDF等の日本工業規格に準拠する。

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

接着の程度

（構造用合板の場合に記入）（注1）

板面の品質

（OSBの場合は曲げ性能）

強度等級 ホルムアルデヒド

放　散　量
寸　法部　位

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

（８）製作工場・プレカット工場の選定、承諾

（４）設計図書の優先順位

（３）準拠する図書

（２）設計図書

（１）適用範囲

1.指示書（現場説明書及び質疑回答書）　2.設計図　3.特記仕様書　4.標準図

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

（７）施工図及びプレカット図の提出

（５）疑義

主架構には、中大規模木造プレカット部材瑕疵保証、及び中大規模木造プレカットミス賠償

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

有した製作工場、プレカット工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

設計図書の優先順位は下記による。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（10）プレカット部材の瑕疵保証

（11）各種試験・検査報告書の提出

加工精度や加工効率の確保のため、プレカット工場の管理者は、(一社)中大規模木造プレカット

（９）プレカット部材の品質確保

「公共建築木造工事標準仕様書 平成31年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

責任保険（ 運営：中大規模木造プレカット部材共済会 ）を付与された部材を推奨する。

技術協会の主催する講習会の修了者とする。

SD20無等級スギKD

SD20無等級

柱

梁 米松KD

SD20米松KD

垂木

間柱

母屋

小屋束 スギKD

スギKD

スギKD

無等級

無等級

無等級

無等級

SD20

SD20

SD20

レ

レ

レ

レ

レ

レ

耐力壁 F　☆☆☆☆特類Ｃ-Ｄ２　級 9ｍｍ

F　☆☆☆☆特類Ｃ-Ｄ２　級下地材 24ｍｍ

F　☆☆☆☆特類Ｃ-Ｄ２　級 12ｍｍ野地板

２種 F　☆☆☆☆〇唐松 E95  - F270120*120

　　梁

　　土台

F　☆☆☆☆２種唐松 E95  - F27090*90　　大引

F　☆☆☆☆２種唐松 下記以外 E105  - F300

２種 　☆☆☆☆F唐松 E95  - F315120*120

２種 　☆☆☆☆FE95  - F270唐松 90*90　　母屋

唐松 ２種 F　☆☆☆☆E95  - F315105*105、120*120
　　棟木

唐松 ２種 F　☆☆☆☆E95  - F315120*120　　柱

杉 ２種 F　☆☆☆☆E65  - F255120*120　　小屋束

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

垂木45×60 ひねり金物　　ST-12同等品タルキックⅡ（参考） 5.5

ひねり金物　　ST-12同等品タルキックⅡ（参考） 5.5 120

ひねり金物　　ST-12同等品タルキックⅡ（参考） 5.5

ひねり金物　　ST-12同等品タルキックⅡ（参考） 5.5

垂木45×75

垂木45×90

垂木45×105

135

150

105レ

12 120

M16

M12

M12

レ

レ

レ

タナカ

カナイ

タナカ7.7ｋN巾広短冊金物

15ｋN～35ｋN

3.37ｋN２倍筋かい

タナカ

タナカ

タナカ10ｋNｼﾅｰｺﾅｰ

ｵﾒｶﾞｺｰﾅｰ（柱頭） タナカ15ｋN

枠材用ﾋﾞｽ止めHD

クリヤマ

クリヤマ

ﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ

15ｋN～25ｋN

レ
レ

（５）接合金物、鋼材（参考）

（２）木質構造用ビス（参考）

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

ダクロタイズド 電気亜鉛めっき

ダクロタイズド 電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

合金めっき鋼板

合金めっき鋼板

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっきレ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ鋼材

鋼材

垂木金物

垂木金物

座付きボルトM16

GPL,BPL SS400

3.84ｋNあおり止め金物 STS160

1.6ｋNひねり金物SD

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝU 15ｋN～35ｋN

レ

レ

（参考） 木工事木工用　ＣＨ38 Ｆ☆☆☆☆

（参考） Ｆ☆☆☆☆床職人 鋼製束、ﾌﾟﾗ束

レ

レ

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

柱：10％　、　梁：100％

レ 集成材（JAS材以外）

レ

レ

■ ■　塗布

■　現場塗布

■　現場塗布

■　現場塗布 レ

レ

レ

レ

レ

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｓ
Non

引張金物専用(25kNまで）

　確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型アンカーボルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の 

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、M16以上とする。

-3.その他；    上記以外では、2.0m以内の間隔で設ける。

a).引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b).引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

200 程度

アンカーボルト

土台

女木

2
0
0
 
程

度

土台

アンカーボルト

又は柱芯

△ 通り芯,

200 程度

土台

(見下げ)(見下げ)

男木

(柱勝ち収まり等)仕口の場合 土台切れの場合

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

【 Ｚマーク表示金物 】

【 Ｄマーク表示金物 】

【 Ｓマーク表示金物 】

   位置(柱芯より200mm内外)とする。

   耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（１）

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

１．一般事項

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2．設計図

3．特記仕様書

4．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁:部材断面が幅90㎜～150㎜、梁成が幅と同寸～450㎜、及び材長６ｍ以下

・柱:90角～150角の正方形断面、長さ6ｍ以下

（１）適用範囲

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（10）接合工法

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（11）加工部材に関する留意事項

３．アンカーボルト

※共通事項

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ（N釘）または

太め鉄丸くぎ（CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ZN釘）または

ステンレス鋼釘（S釘）またはせっこうボード用くぎ（GN釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a)くぎ

b)木質構造用ビス

c)ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d)ドリフトピン・ラグスクリュー

b)製作金物b)製作金物

a)規格金物

e)木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅･木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物 、又は Ｃマーク表示金物　

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・JIS A 5531；木構造用金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

４．接合一般

a).アンカーボルトの埋設位置； アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（ ※全て最新版による。）

（１）釘接合

-2.土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

   土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

   当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

２．材料

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

　だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※ 先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～ 75 ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

　　は特記仕様書で指定する。

　　※ ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

　2) 主要構造部に使用するボルト・ナットのねじはJISB0205に示すメートル並目

　　ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

　3) ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸法

　　と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から1ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

　1) 主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

　及びナット

・ボルトはJIS B 1051 ,ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

200 程度

アンカーボルト

土台

柱

200 程度

≧
 
3
6
0

土台

アンカーボルト

△ 基礎天端

≧
 
2
5
0

(見下げ)

※

※

　 埋込み長さ ≧ 360 mm

　 Ｍ16以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す.

男木 女木

女木男木

土台

継手の場合

アンカーボルト

≧
 
2
5
0 70 程度 △ 基礎天端

(見下げ)

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

※

　場合の必要埋込み長さを示す.

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

　タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

　ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

　については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

　していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～ 75 ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※ 先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

　行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

　用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

　ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

　が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

　樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

　によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

　木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

　を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

　加えてはならない。

上記以外の樹種 ・・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・呼び径 M12以下；＋1.0mm

・呼び径 M16以上；＋1.5mm

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

（※30kN　は特記による）

木造軸組接合部標準図（１）
3
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Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｓ
Non木造軸組接合部標準図（２）

4

≧30≧30

θ≧11.3 °

・ 登り梁の場合

ホゾ孔

≦
5
0

ホゾ

ボルト

締付け

（※ 特殊加工機対応）

AB

B A

A

E

F

F

D

D

C

（１）共通事項及びキーフレーム

(見下げ)

※ 柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

A 柱-横架材仕口；一般部（土台共通)

横架材（土台,梁)

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（２）

30

30

B 柱-横架材仕口；出隅部（土台共通)

57～59

57～59

ｈ
ｈ

≧35

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

85～88

≧35

ｈ
ｈ

ｈ
3
0

ホゾ

30

85～88

柱

横架材（土台,梁)

3
0

柱

横架材

※ 材せい150mm以下かつ、上階からの柱や

≧
2
2

≧
7
0

柱

C 通柱―横架材仕口；胴差し C 通柱―横架材仕口；桁差し

直交梁を受けないときに用いること。

2
2
≧

横架材

H

≧15

大入れ

ホゾ

h
2

h
1

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧22

≦
1
5
0

ホゾ

≧70

≧2222～27

30

h1 ＝ H-5 mm 程度 

5

※ 胴差しで通し柱に取り付く 方向は、 ２方向までとする。

（見下げ） 小梁

h
2

h
1

≧10

大梁

h
1h
2

w1

B

小
梁

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

大梁
w1

1
8
≧

18≧
D 大梁－小梁仕口；蟻仕口

H

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

５．軸組標準接合部

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ）

G 梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

　　柱持たせのおさまりとしなければならない。(下図参照)

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）

5 5

≧10

(
男
木
)

(男木)(女木)

(女木)

柱柱

大梁
w1

小梁

小
梁

B

w1

1
8
≧

18≧

大梁

H
2 h

6060 15

h

H1 ≧ H2
女木 男木

h ＝ H2×(2/3) 程度 

H
1 H
2

E 梁－梁継手；腰掛鎌継

※ 材せいは、女木(H1)≧男木(H2) 

とする。

男木女木

6060 15

梁

1/4以上確保すること。　(h≧H×1/4）

※ 甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの

F 梁－甲乙梁仕口；大入れ

～ (B×1/4）※最大 ｂ＝15mm 

※ h ≧ H×1/4

H

h

甲
乙

梁

ｂ

（見下げ）

B

梁

ｂ

H

h

甲乙梁

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

w1

h
2 h
1 HH

h
2 h
1

女木

△ ※梁下端揃い

男木

18≧ ≧10

※ 斜め蟻の場合；

大梁

1
8
≧

小
梁 θ°

（見下げ）
※θ°≧ 26.6 

18≧

男木

※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H 梁－梁仕口；茶臼仕口

▽ ※梁上端揃い、かつ

　女木せい＜男木せいw1

H

h
2 h
1

女木

≧
6
0

h
2 h
1

≧10

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ） ホゾ

登り梁

陸梁

θ

（見下げ）

※棟束を挟まない場合

※木栓等

登
り
梁登

り
梁

陸梁

登り梁

締付けボルトホゾ
登り梁

※木栓等

（見下げ） 登り梁

θ

θ＝11.3°～45°

締付けボルト

θ

ホゾ

方杖

梁

(矢示)

θ

6～15

柱柱 まぐさ

6～15

Ｉ  その他；まぐさ欠き

6
～
1
5

間
柱

間
柱

横架材

Ｊ その他；間柱欠き

横架材（土台,梁)

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

15程度15程度

（※直交材転び）

15程度

15程度 15程度

15程度

柱

(矢示)

（４）継手・仕口の補強金物

θ≦45°

※

≧
3
0

（※ 特殊加工機対応）

特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

柱柱柱

Ｎ 斜め柱差し大入れ Ｍ 斜め桁差し Ｌ 斜め胴差し 

大入れホゾ

横
架
材

横
架
材

横
架
材

大入れ

15程度

ホゾ

柱

横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

　 使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※ Ｌ,Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※ Ｌ,Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口  (mm)

Ｋ その他；垂木欠き ※ 垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

θ≦45°

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

Ｏ 登り胴差し

θ≧45°

柱

登
り
梁

大入れ

Ｒ 登り座付きホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

柱

登
り
梁

θ≧45°

締付け

ボルト

ホゾ

Ｐ 登り桁差し Ｑ 登り斜めホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

S 登り梁合掌部 T 登り梁合掌尻 

U 方杖－梁仕口 V 方杖－柱仕口 

W 渡り顎 X 登り梁渡り顎

8
5
～
8
8

≧
3
0

≧
3
0

≦50

方
杖

θ≧11.3 °

85～88

≦
5
0

締付けボルト

柱

≦50方杖

羽子板ボルト

≦180

57～60

短期基準引張耐力7.5kN以上

短冊金物 ビス又はボルト留め

ホゾ

（２）標準的な継手仕口  (mm)

両引きボルト
,角座金

5
7
～

6
0

締付けボルト

≦
5
0

θ≧11.3 °

≧30 ≧30

85～88

・孔深さ57～60

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

※平12建告1460号表3

　引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁-梁 接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　すること。

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（梁-梁 接合部）

　すること。

　引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

　地震力によって外れ落ちる

　接合金物で緊結すること。

　以上の引張耐力を保有する

　ことのないよう、最低3.0kN

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

　の耐力を保有する接合金物を使用すること。

・化粧おさまりの場合

θ≧45° θ≧45°

・上記以外の柱脚接合部には、5.1KN以上の引張耐力を保有する接合金物(平12建告

　1460号表３に対応する表符号の”は”相当以上)を使用すること。

h ；ホゾ長さ　■ 短ホゾ 45～60 mm

h ；ホゾ長さ　■ 短ホゾ 45～60 mm
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R3

Ｓ
Non

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３）

(注)  (単位)mm

A

B

ｱ

ｲ

2)各部仕口形状及び性能

3)構造用合板の釘打ち方法

C

中桟端部：まぐさ欠きに15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

間柱端部：間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

横架材・柱：N50＠150㎜以下

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

A

2)各部仕口形状及び性能

B

C

ｱ

ｲ

3)構造用合板の釘打ち方法

中桟端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

間柱端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４

５ 中桟: 幅 90㎜以上 ６

３ 高さ：H≦6000mm

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４

５ 中桟: 幅90㎜以上

３ 高さ：H≦6000mm

受け材と柱はり:N90@300mm以下(両面構造用合板(又はOSB)張りの場合は@150以下）

両面張り耐力壁出隅部要領図

４
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柱

１

１

１１

受け材の接合は ｂ. 　に準ずるｲ

ｂ .受け材付き真壁仕様耐力壁
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４ ４

ｱ

ｱ

ｱ

ｲ

A

A

6mm以上

150

15 15

３

H

B

1
50

1
50 1
5
0

15
0

150 150

ｲ１

１ １

５

C

D

４

150

ｱ

４

P２

ｴ

ｳ

ｴ

ａ .面材張り大壁仕様耐力壁
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（両面張り壁倍率： 5.0倍）

（片面張り壁倍率： 2.5倍）

（両面張り壁倍率： 5.0倍）

（片面張り壁倍率： 2.5倍）
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土台

A

桁

２

ア

５

P

ア詳細図

2-N75

両面釘打ち

１

３

F

A

H

2)各部仕口形状及び性能

A

B

C 必要耐力：1Pの場合→8kN以上、2Pの場合→16kN以上

D

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する金物を使用する

筋かい端部: 突き付けの上 筋かいプレート(２倍用)を使用

各階の柱頭柱脚部:

中桟端部: 15mm大入れの上、必要耐力以上の金物を横向きに使用

梁端部在来仕口部補強金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする E 梁端部金物工法梁受け金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする

F 耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

イ詳細図

必要耐力

1Pの場合：8kN以上

2Pの場合：16kN以上

２

桁

土台

A

５

C
４

イ

C

P

15 15

１

１

５

３

H２

中桟端部補強金物

C

F

A

H

H１
15mm大入れ

中桟

筋かいの芯は、柱と横架材の内法面の交点にあわせる

柱勝ち

（在来工法） （金物工法）

柱勝ち

（在来工法）

梁勝ち

D

D
E

A A A

梁 梁 梁 梁

A

４

５

１

２

３

1)各部材料および寸法

柱間隔:900㎜≦P≦2000㎜

筋かい：45mm× 90mm以上(節,目切れ等軽微なもの)

高さH≦3000mm：１段、　H＞3000mm：２段

間柱:幅30mm以上、間隔500mm以下 端部は上下横架材

の間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

H１及びH２は、H／2内外

ａ .筋かい耐力壁： 45× 90以上

（たすき掛け壁倍率： 4.0倍）

（片筋かい壁倍率　： 2.0倍）

１段の場合（ H≦ 3000mm）

土台勝ち

（在来、金物工法共通）

筋かいプレートのビスと

梁受け金物が干渉しない

ように注意すること

在来工法及び金物工法とも柱梁ビスどめタイプを基本とする

B B

B

B

柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、 150以下とすること。

面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、 2mmを限度とする。 2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。

耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。

（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（JIS A 3301標準仕様）：　短期許容せん断耐力⊿Qa＝29.6kN/m

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること

１

２

３

1)各部材料

４

間隔：900㎜≦P≦1000㎜

５

６

７

８

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱：120㎜×120㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材：120㎜×120㎜以上

グリッド柱に取付く受け材：75㎜×120㎜以上

高さ：1800㎜≦H≦3650㎜

間柱：見付け45㎜以上、見込み120㎜以上、間隔Ｐ/3以下

ａ.条件及び仕様

７ ７

１ ４

７

150mm×150mm以上とする
主要鉛直構面の交点の柱(グリッド柱)は

（１）施行令 46条に準じた耐力壁

６．耐力壁
6.1共通事項

6.2耐力壁の仕様

各部仕口形状は、（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（２） 5.軸組標準接合部に準ずる。

２段の場合（ 6000mm≧ H＞ 3000mm）

中桟:　幅：柱と同寸、成≧柱幅

２段の場合：6000mm≧ H＞ 3000mm

（２）昭 56建告 1100号に準じた耐力壁

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

柱頭柱脚ホゾ:厚さ30㎜×深さ90㎜以上

2)各部仕口形状及び性能

A

B

間柱両端:横架材への溝加工及び15㎜程度大入れC

中桟端部ホゾ：

片側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ90㎜ホゾ差し

両側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ60㎜ホゾ差し

各階の柱頭柱脚部:

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

M16アンカーボルト耐力壁１P当り２本設ける

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

耐力の金物を使用する

3)各部への釘打及びビス止め

横架材・柱・受け材：N50＠ 60㎜チドリ打ち

間柱:N50＠ 90㎜打ち

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｱ

ｲ

D

E

　を除き、柱及びはりに対するかかり寸法:60㎜以上ｲ

2階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代:50㎜以上

柱はりのへり空き:25㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き:8㎜以上

を除き、合板に対するへり空き:15㎜以上ｵ

　の受け材とグリット柱:７

ｶ
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ｶ
ｵ

ｶ

ｳ
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柱構造用合板

60以上

15以上25以上
60以上

15以上25以上

8以上

6
0

6
0 6
0

6
0

60

6015以上
50以上

ｱｱ

25以上
ｴ D

柱

ｶ
ｱ 柱

ｶ ｶ

ｳ

ｴ ｳ

ｱ

ｴ

ｱ

ｳ

ｶ ｶ
ｵ

ｱ

ｶ

ｳ

ｴ ｳ ｴ ｳ

一般部 補強金物付近

構造用合板
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構造用合板
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2階床大梁 2階床大梁

構造用合板

2階床大梁

D
柱

７

７

土台

柱

D

構造用合板

構造用合板

D

D

8以上

７

釘打ち要領図

補強金物付近

（グリッド柱部）

6.3その他の耐力壁

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

９

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱：150mm× 150mm以上

小屋柱：120mm× 120mm以上

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）

木質構造用ビスφ6、L130～ 150@100(2列 )で留め付ける
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８
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５

小屋柱、梁にN50@75

釘打ち

間柱にN50@200以下で

小屋耐力壁

構造用合板t＝12mm(両面)

面材：構造用合板　t=12㎜　両面張り

間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅60㎜以上） 間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅60㎜以上）

柱及びはりに対するかかり寸法:30㎜以上

合板に対するへり空き:15㎜以上

柱はりのへり空き:15㎜以上

受け材に対するかかり寸法:30㎜以上

合板に対するへり空き:15㎜以上

受け材のへり空き:15㎜以上

ｳ 中桟:N50＠ 150㎜以下 ｳ 受け材、中桟: N50＠ 150㎜以下ｴ 間柱:N50＠ 150㎜以下 ｴ 間柱:N50＠150㎜以下

※　枠止め用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝが取り付く場合は、N90＠チドリ150以下とする。

受け材: 幅30㎜以上

木造軸組接合部標準図（３）
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Non木造軸組接合部標準図（４）

6

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠ 75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～ 150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠ 150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

構造用合板はN75＠ 150㎜ロの字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする
立面図

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

ロの字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、 1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

　　 多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠ 75㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠ 50㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦30㎜(隣り合う孔は3d以上離す)
部：小開口を設けることが縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

できる範囲穴径がL/2(50cm程度）接合金物用切り欠きライン
までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ 両端を軸組の柱に対して
　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する 斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることが

できる範囲

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

　　　　　N75釘4本 (表2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜

垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠ 150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力
B14.1kN/m(注)  (単位)mm

7.1共通事項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（ 2） 5.軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（ 2008年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された水平構面については試験成績書の仕様に準拠することとする。

7.2水平構面の仕様

（１）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

（ a）日の字釘打ち （ b）ロの字釘打ち
C

短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m 3.53kN/m

ｱ D

ｲｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力

A
13.5kN/m（合板釘ピッチ 75㎜）
19.1kN/m（合板釘ピッチ 50㎜）

B

認定仕様例示）日合連（ JPMA）仕様耐力壁 -床勝納まり告示耐力壁 -床納まり
AA大壁合板耐力壁 -床構面 真壁合板耐力壁 -床構面 筋違耐力壁 -床構面 大壁合板耐力壁 -床勝 真壁合板耐力壁 -床勝

（筋違勝） 認定番号： FRM-0298認定番号： FRM-0296（壁勝） （壁勝）
ｱ

Cｲ ｱ

ｳ

ｲ

8.1　梁貫通孔の条件及び仕様
（２）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた屋根構面

ひねり金物
（ a）登梁 -厚合板 （ b）垂木 -合板
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m(勾配面に対して） 1.96kN/m(勾配面に対して )

転び止め

H
/
3

H H
/3

H
/
3

H

2
d

H

H/
3

2d
3d以上離す

b
/3

ｂ

b/
3

2d

１

２

A

B

C

D

１ １

２ ２

３ ３

４

４

A A

B

B

C

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ　N75　1本斜め打ち

剛性・耐力に影響しない
面材耐力壁の小開口の設け方

面材厚:t

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜ (横置） 面材短辺寸法:L

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上　間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上　間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度

＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

の上面に対してN75釘2本打ち

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7.3　 JISA3301仕様高耐力水平構面

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

７．水平構面

撓み等に注意する事

８．貫通孔
8.2　耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)

※壁倍率7倍までの孔開けルール

P
P/3 P/3 P/3

横架材 a d

5
0

H
/
3

50 50
大貫通孔を設ける

ことができる範囲
e

垂直補強受け材H H
/
3

間柱 水平補強受け材d
≦

2
4
0
㎜

以
下

（ 2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様） b
※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様） H

/
3

柱柱
a)貫通孔基準 5

0

中桟a 小貫通孔(d≦ 30㎜)

5
0

梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要 50 50設けることのできる範囲 c
b 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜)

四周を補強受材で補強 d
面材1枚につき1か所のみ可

間柱
垂直補強受け材c 大貫通孔(d≦240㎜ )

水平補強受け材四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可 e
梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面

d≦
240㎜

以
下

設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可） 5

0

補強受材は間柱と同寸以上の断面
横架材

e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

１

１２

２

３

A

B
１

３

C
２

D

３１ １
３１ ２

ｱ１

ｲ
２

ｱ

ｲ２

１
２

２２

１

３
２

３

４

１ A

B

４

２
C

２

ｱ

ｲ

３ ｳ

１

２

３１
ｳ ４ｱｱ

4 1

４ ｳ３

４ ２２３
ｳ

４ ｲ

ｲ

2４ ４ 4

２ 3

ｱ

ｲ

ｳ

ｱ

：面材

国産構造用合板耐力壁

※日本合板工業組合連合会 HP参照

http://www.jpma.jp/nintei2/

CN50　釘

外周 100mm以下

中通り 200mm以下

継手目地　 1mm程度

合板の厚み 12㎜

認定番号： FRM-0415

大壁仕様

壁倍率　 3.1

大壁床勝仕様

認定番号： FRM-0336

壁倍率　 3.2
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｓ
Non

開口

D10

(1)

に よっ て切 られ る鉄筋 と同 量の 鉄筋 で周 囲を 補強 し、隅 角部 に斜

(別 図 -5.3(a))

n

n

Ｌ

Ｌ

Ｌ

本

本

n

n

（ 　  /２ )本

（　  /２ )本

め方 向に 2-D10（ 　 =2Ｌ  ）シ ング ルを 上下筋 の内 側に 配筋 する 。1

2

1

(2)

1

1

2

1

Ｌ1 1

スラ ブ開 口部 の補 強は、 特記 によ る。 特記 がな けれ ば下記 によ る。(a)

スラ ブ開 口部 の最 大径 が 700㎜ 以下 の場 合は、 図 9.8 に より 開口

スラ ブ開口 の最 大径 が両 方向 の配 筋間 隔以下 で、 鉄筋 を緩 やか に

図９ .８ （ 別図 -図 5.8）

曲げ るこ とに より 、開 口部 を避け て配 筋で きる 場合 は、 補強 を省

略す るこ とが でき る。

5. 床

スラブ開口部の補強

主筋

▼基礎天端

主筋

補強筋（同主筋）

40ｄ 40ｄ

40
0

40
0

斜め補強筋D10

40ｄ

補強筋（同主筋）

定着長さ　40ｄ以上

開口補強詳細図

床スラブ

かつ
以上

－スラブ下端筋に溶接金網を配した場合－

溶接金網の縦筋と等量断面の異形鉄筋

鉄筋コンクリート造配筋基準図

1. 一般共通事項

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

鉄筋の表示記号

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

(1)

(2)

呼び名

表示記号

最外径

D22 D25 D29D10 D13 D16 D19

11 14 18 21 25 28 33

2. 鉄筋加工、かぶり

(1) 鉄筋のかぶり厚さ

一般の場合1

か　ぶ　り　厚　さ
構　造　部　位 かぶり厚さ

一　般 土（常時水）に接する部分

床スラブ、屋根ス 屋内 30
※１ラブ、非耐震壁 屋外 40 30

50
屋内 40

柱、はり、耐震壁
※１屋外 50 40

かぶり厚さ基礎、基礎ばり、耐圧板 70

※２
地下外壁、擁壁 50 40 70 かぶり厚さ

50煙突 50

　　　　※１．耐久性上有効な仕上げのある場合で、係員の承認を受けた時。

　　　　※２．コンクリ－トの品質および施工方法に応じて、係員の承認を受けた時。

　　　　　注）最小かぶり厚さは、上表の値－１０㎜とする。

　　　１）　主筋にＤ２９以上の異形鉄筋を使用する場合の最小かぶり厚さは主筋外端より

　　　　　　１．５ｄ以上とする。

　　　　　　ただし土に接する部分は１．５ｄ＋２０以上とする。

　　　２）　床スラブのコンクリ－ト仕上げ部分（床スラブの上面を、コンクリ－トのまま

　　　　　　直接コテなどで仕上げる場合）の打増しは下記による。

打増し１５
そのまま床仕上げとなる場合

ａ

敷物、張物などの下地の場合 ａ； 仕上げ材料の厚さを含めて１５とする。
ただし、打増し寸法１０以上となる場合に
適用する。

打増し１０防水層下地の場合

(2) 鉄筋の折曲げ基準

端部（フック形状）
1

(D) (I)曲げ角度 図 内径 余長鉄筋の種類 備　　考

D16以下 柱及び梁SD295A(SD30A)
3d 以上 （基礎梁を除く）SD295B(SD30B)

*D19~D38 の出隅部分SD345 (SD35)d
4 以上d180ﾟ 4 以上d 煙突の主筋D

I SD390 (SD40) d5 以上

以下D16 フープSD295A(SD30A)
3 以上d スターラップSD295B(SD30B)

D D19~D38d SD345 (SD35) 6 以上d4 以上d 壁筋端部等に135ﾟ
使用の D10,D13※１I SD390 (SD40) d5 以上 4 以上d

以下D16SD295A(SD30A) Ｕ字形3 以上d スターラップのSD295B(SD30B)
D19~D38 キャップタイd SD345 (SD35) 8 以上d4 以上d 幅止め筋90ﾟ

※１D スラブ筋．壁筋I
4 以上dSD390 (SD40) d の末端部5 以上

ｄ：呼び名に用いた数置

片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる鉄筋の数値※１

※２柱、梁の出隅部分とは、下記の場合をいう。

SD295A・B、SD345およびSD390の鉄筋でかつ径がD13以下で

以上の直交筋があり、あって、端部の折曲げ内部にD13 3dでの

折曲げが困難な場合には、 とする承認を係員より得る。2d

中間部（ベンド形状）3

曲げ角度 図 使用箇所 鉄筋の種類 鉄　筋　径 内　径(D)

3d 以上以下D16フープ SD295A(SD30A)d
スターラップ SD295B(SD30B)
スパイラル筋 SD345 (SD35)

4d 以上以上D19
D

以下D16 4d 以上d SD295A(SD30A)
スラブ筋 SD295B(SD30B)90 以下 D19 D25~ 6d 以上
壁　筋 SD345 (SD35)

SD390 (SD40) D38D29 ~ 8d 以上D

(3) 鉄筋の最小間隔とあき P

鉄筋相互のあきは下記のうち最大のものとする。
a =251) ㎜
a =1.25ｘ粗骨材最大寸法2)
a =1.5 （　：鉄筋の呼び名の数値）3) d d

（　　：最外径）鉄筋の間隔 P=a+D1 D1 a D1D1

あきの最小値――粗骨材最大寸法２５の場合を示し（　）内は２０の場合を示す。

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29呼び名

31 31 31 31
あきの最小値 33 38 44

(25) (25) (25) (29)

(4) 鉄筋の継手基準

1 (D10~D16)重ね継手

1 1 1L L L
1L0.5 以上1L

フックなしの場合も同様とする。
（注）

径の異なる鉄筋の場合には細い方のｄによる。

0.5

（スラブ筋、壁筋のみ）あき重ね継手2

以下㎜0.2 かつ1 150L

1L

ガス圧接継手3 (D19~D32)

400以上

ガス圧接後の曲げ加工は行なわない。（注）

(5) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

定　着　の　長　さコンクリートの設計 重ね継手

3(L )一　　般 下　端　筋鉄筋の種類 基準強度の範囲 長さ

21（㎏／㎝　） (L ) (L ) 、屋根小　　梁

又は 又は30d35d
SD295A 270360≧Ｆｃ≧

20dフック付 フック付25d(SD30A)

210270 又は 又は＞Ｆｃ≧ 40d 35dSD295B
30dフック付 フック付270≧Ｌｃ≧210 25d(SD30B)

210 45d135 又は 又は 又は＞Ｆｃ≧ 25d 10d40dSD345
(SD35) ㎜30d35d135 15015d ﾌｯｸ付210＞Ｌｃ≧ フック付 フック付

又は 又は40d 35d
360 270≧Ｆｃ≧ 30d 25dフック付 フック付

SD390
(SD40) 210 又は 又は＞Ｆｃ≧270 40d45d

30d270 フック付 フック付≧Ｌｃ≧ 35d210

1.（注） 末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

(6) 溶接金網の定着と重ね継手

定　着1

3 1L L150以上

50以上

2本以上

(7) そ　の　他

打ち継ぎ1 (2) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の重ね継手

a. 特記のない場合、打ち継ぎ部は、打ち継ぎ部の位置・形状などは特記による。

梁、床スラブおよび屋根スラブでは、その中央付近に、柱および壁では、床ス

縦筋
ずらしラブ、基礎の上端または梁の下端に設け、水平または垂直とする。
1

1Lかつ0.2L 横筋以下150b. 打ち継ぎ部は、レイタンスおよびぜい弱なコンクリートを取り除き、健全な 0.5
約

コンクリートを露出させ、コンクリート打ち込み前に十分な水湿しを行なう。

あき重 11
ね継手 LL重ね継手

コンクリート収縮（誘発）目地，他2

a. 3.0外壁収縮（誘発）目地 縦目地　　ｍピッチ程度に設ける。

各階に設ける。その他は収縮目地に同じ。b. 打ち継ぎ目地

c. 収縮目地及び内外躯体目地は同位置とする。躯体の目地

壁及びスラブ内の電気配管 立上り筋d. 埋め込み配管は極力少なくし、かつダブル

配筋の内側へ配管のこと。

3 コンクリートの打ち増し

a. 外壁を形成する柱・梁・壁は、外部側に外壁の打ち増し

厚さ（　　）㎜の打ち増しとする。
(3) 鉄筋の配置

（　　）㎜とする。b. 床モノリシック工法の打ち増し

1 単配筋の場合

b.a. 端部曲げ補強筋２本の場合端部曲げ補強筋１本の場合基礎3.

(1) 布　基　礎 PP P PP P // 22
第１縦筋1 形状及び配筋
D10 D10以上はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

以上 以上
150120

40 第１横筋
D10以上

以上D13

40

60 はかま筋

60 30 60 30
(4) 横筋の定着

60

15d 壁端部1

60 6060

ベース筋

4.

(1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

壁ばり主筋または屋根スラブ
ｲ ﾛ 交差部補強筋

(5)

ｲ 片側スラブ
単配筋

曲げ補強筋縦筋
2L

片側・両側ﾛ
スラブとも単配筋

2L2
L ﾊ

ﾛ 両側スラブ
複配筋

2
L

ﾊ 片側・両側
立上り筋 上階単配筋 スラブとも

下階複配筋

布基礎上端

打継ぎ面

2 2 2
L L L曲げ補強筋 折り曲げ

2
不可L

縦筋

打継ぎ面

0~5d ﾍﾞｰｽ筋より立上げるﾊﾟｰｻ ﾎﾞｰﾄ

a. b.布基礎１回打ちの場合 布基礎２回打ちの場合

2

150以上延ばす

打継ぎ面

(6)

壁・基礎

斜 め筋

横筋

縦 筋

上縦 筋

あば ら筋

あ ばら 筋

縦 筋

横 筋

斜め 筋

上縦 筋

突出 し

余長

か ぶり

かぶ り

余 長

突 出し

貫 通孔
外径

溶 接金 網

溶接 金網

斜 め筋 あ ばら筋

リ ング 筋

縦筋斜 め筋

突 出し
余長

Ｄ
縦筋

Ｄ
700≦ Ｄ＜ 900

500≦ Ｄ＜ 700

900≦Ｄ

ｄ

ｄ ｄ≧ 175

ｄ≧ 200

ｄ ≧ 250

孔の 上下 方向 の位 置の 限度図 １１ .２ （別 図 -図 7.2）

「貫通 孔が 円形 の場 合」 「 貫通 孔が 円形 でない 場合 」

(a) 梁 貫通 孔は 、次 によ る。

梁 貫通 孔補強 筋の 名称 等は 、図 11.1 に よる 。(1)

孔 の上 下方 向の 位置 の限 度は 、図 11.2 に よる 。

孔 の中 心位 置の 限度 は、 柱及び 直交 する 梁（ 小梁 ）の 面か ら、原

則 とし て、１ .２Ｄ （Ｄ は梁せ い） 以上 離す 。

孔 が並 列す る場 合の 中心 間隔は 、孔 の径 の平 均値 の３ 倍以 上とす

る 。

縦 筋及 び上 下縦 筋は 、あ ばら筋 の形 に配 筋す る。

補強 筋は 、主 筋の 内側 とする 。や むを 得な い場 合は 、監 督員の 承

諾を 受けて 外側 とす るこ とが でき る。 また、 鉄筋 の定 着長 さは 、
図 11.3 に よる 。

(6)

孔の 径が梁 せい の１ /１０以 下、 かつ 、 150㎜ 未満 のも のは 、補 強
を省略 する こと がで きる 。

溶接 金網の 余長 は１ 格子 以上 とし 、突 出しは １０ ㎜以 上と する 。

溶接 金網 の貫通 孔部 分に は、 鉄筋 １ -１３ φの リン グ筋 を取 り付
ける 。なお 、リ ング 筋は 、溶 接金 網に ４箇所 以上 溶接 する 。

図１ １ .３ 補 強筋の 定着 長さ （ 別図 -図 7.3）

(別 図 -7.1(a))

図 １１ .１ （ 別図 -図 7.1）

Ｌ

Ｌ
Ｌ

ＬＬ

(3)

(2)

(4)

(5)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

の 外接 円と する 。

孔 の径 は、 梁せ いの １ /３以 下と し、 孔が 円形 でない 場合 はこ れ

溶接 金網の 割付 け始 点は 、横 筋で はあ ばら筋 の下 側と し、 縦筋 で

は貫 通孔 の中 心と する 。

「Ｈ 　形 」

「Ｍ Ｈ形 及びＭ 形」

リン グ筋

突 合せ 溶接

Ｌ1

1

1

1
1

1

下縦 筋 下 縦筋

あ ばら 筋

Ｄ /２

梁貫通孔の配筋
梁貫通孔

(b) 梁 貫通孔 の補 強形 式は 、表 11.1 か ら表 11.3 に より 、 (別図 -7.1(b))

配 筋種 別は 特記 によ る。

なお 、既製 の梁 貫通 孔補 強筋 等を 使用 する場 合は 、
ウェ ブレ ン、 ダイヤ レン 　等 　日 本建 築セ ンタ ー評価 取得 品と し、

計 算書 を提 出のう え設 計者 また は工 事監 理者 の承認 を得 るこ と。

基礎の交差部の配筋（平面表示）

600mm以下

基礎梁開口補強

2) Ｔ形交差部の場合1) Ｌ形交差部の場合

40ｄ

40ｄ

主筋同品

40ｄ

40ｄ
曲げ補強筋

主筋同品

曲げ補強筋

横筋曲げ補強筋

以上縦筋

2 継　手

ひび割れ防止用
＜応力伝達継手＞

メッシュの場合

L L

Ｌ≧横線間隔＋50 Ｌ≧横線間隔㎜
かつ かつ

Ｌ≧150 Ｌ≧ 100㎜ ㎜

鉄筋コンクリート造配筋基準図
7
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Non

8
部材リスト

120×120　（防腐材注入） E95-F270土台

材 種寸 法部材名

部材リスト

管柱（柱勝ち）

120×120管柱

E95-F315120×120 唐松集成

梁・桁

梁・桁

唐松集成

大引 105ｘ105

ＨＳＳ金物

唐松集成

小屋束

120×120～

105ｘ105

105×105

母屋・隅木

杉ＫＤ

スギＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

E105-F300梁・桁 唐松集成

120×120 E95-F315

120×390120×150

針葉樹野地板 構造用合板ｔ12.0（特類）　　　Ｆ☆☆☆☆

間柱 120×45

120×45

野縁 36×40

45×18胴縁（半貫）・貫

（垂木用構造ビス押さえ）

45×90　～筋違い

火打ち 鋼製火打ち（ビス留め）

雲筋交い 90×18

45×60根太・合板受け

破風・鼻隠し 21×210

広小舞・登り淀 90×18

窓台・窓まぐさ

鋼製

スギ

スギ

針葉樹床板

45×60＠455

スギＫＤ

構造用合板　実付　ｔ24.0（特類）　　　Ｆ☆☆☆☆

スギＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

ベイマツＫＤ

垂木

小屋束 105×105 杉集成材E65-F255

90×18
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　：人通口　W600

特記

※：建具の仕様より現地合わせ

基礎コーナー補強筋　定着長40ｄ

ホールダウン用アンカーボルト　M16　　定着長さ　360㎜以上

アンカーボルト　M12　＠2000以下　　定着長さ　250㎜以上

出入口建具の仕様により主筋位置を下げること。(定着40ｄ）

M16アンカーボルト（HD用）

M12アンカーボルト（特記以外2,000㎜以内）

（250以内）
200

土台

柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc＝21

鉄筋：SD295A(D10～D16）
アンカー位置
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階

１階

耐力壁の配置の検討

側端部の面積の算定

１階　X方向

１階　Y方向

建築基準法告示第1352号
充足率

階

１階　X方向

１階　Y方向

床面積（㎡）
168.93 

方向

X

Y

面積(㎡）

32.39

46.49

必要壁量
X方向

Y方向

上端

下端
左端
右端

上端
下端
左端
右端

a (㎡）

0
乗じる数値

0.11

乗じる数値

0.5

18.58 

23.25 

42.23

42.23
42.23
42.23

存在壁量
10.92 
14.56 
10.92 
10.92 

合計面積（㎡）
168.93 
必要壁量

18.58 

必要壁量

16.20 

23.25 

決定
地震

風

㎡

㎡
㎡
㎡

ｍ

ｍ

ｍ

必要壁量
4.65 
4.65 
4.65 
4.65 

判定
階

１階

側端部の地震力に対する必要壁量

位置

１階　X方向

１階　Y方向

床面積に乗じる数値（ｍ/㎡）

重い屋根

軽い屋根

見付面積に乗じる数値（ｍ/㎡）

区域

一般の区域

方向
X方向

Y方向

充足率
2.4 
3.1 
2.4 
2.4 

平屋

0.15

0.11

存在壁量
40.04 

48.52 

上端
下端
左端
右端

> 1.0
> 1.0
> 1.0
> 1.0

2階建
１階

0.33

0.29

軸組

0.5

面積

42.23
42.23
42.23
42.23

判定
OK
OK
OK
OK

２階
0.21

0.15

比較
≧

≧

乗じる数値

0.11
0.11
0.11
0.11

必要壁量
18.58 

23.25 

必要壁量

4.65 
4.65 
4.65 
4.65 

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

判定
OK

OK

検定比
2.15 

2.09 

存在壁量
1階

X方向

Y方向

上端

中

下端

左端

中

右端

倍率ｎ
2.0 

4.0 

2.0 

倍率ｎ
2.0 
4.0 

4.0 

4.0 

2.0 

2.0 

長さL（ｍ）
0.91*2+1.82*2

1.82*2

1.82*4

長さL（ｍ）
0.91*2
0.91*2

1.82*2

1.21+1.82

0.91*4

0.91*2

計
5.46 

3.64 

7.28 

計
1.82 
1.82 

3.64 

3.03 

3.64 

1.82 

ｎ*L
10.92 

14.56 

14.56 

ｎ*L
3.64 
7.28 

14.56 

12.12 

7.28 

3.64 

壁量（ｍ）
10.92 

14.56 

14.56 

壁量（ｍ）
10.92 

26.68 

10.92 

計
40.04 

計
48.52 

壁量計算
Ｓ 17
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｓ
Ｎ値計算書 Ｎｏｎ

3.5 柱頭柱脚接合部の許容耐力

仕様 記号 倍率 Ta(kN) Qa(kN) n 備考

短ほぞ差し+かすがい打 □   0.00   1.08 - - い

CP-L L   0.65   3.38 - - ろ

長ほぞ差し込み栓打 N   0.65   3.81 - - ろ

CP-T T   1.00   5.07 - - は

山形ﾌﾟﾚｰﾄ V   1.00   5.88 - - は

羽子板ﾎﾞﾙﾄ P   1.40   7.50 - - に

短冊金物 I   1.40   7.50 - - に

ｽｸﾘｭｰ釘併用羽子板ﾎﾞﾙﾄ Ps   1.60   8.50 - - ほ

ｽｸﾘｭｰ釘併用短冊金物 Is   1.60   8.50 - - ほ

10kN 引き寄せ金物 2   1.80  10.00 - - へ

15kN 引き寄せ金物 3   2.80  15.00 - - と

20kN 引き寄せ金物 4   3.70  20.00 - - ち

25kN 引き寄せ金物 5   4.70  25.00 - - り

15kN 引き寄せ金物x2 32   5.60  30.00 - - ぬ

18

8.接合部の検定

8.1 柱頭柱脚の接合部の検定

8.1.1 柱頭柱脚の接合部

符号 階 方向

出隅の柱

2階の柱 1階の柱

X,Y方向：A1(±補正値)×B1 + A2(±補正値)×B2 - Li

         *：直接入力                             

斜め方向：柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率

N

接合部

柱脚 柱頭

接合部倍率

柱脚 柱頭

判定

X1Y1 1F - ◎ 3 2.803 2.80 OK
X  2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

Y  2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

X3Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X6Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X8Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X9Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X12Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X14Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X16Y1 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X18Y1 1F - × 3 2.803 2.80 OK
X  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X1Y2 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X14Y2 1F - × L 0.65L 0.65 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X18Y2 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X1Y3 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X18Y3 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X14Y4 1F - × L 0.65L 0.65 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X16Y4 1F - × L 0.65L 0.65 OK
X  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X18Y4 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X1Y5 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X8Y5 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X14Y5 1F - × L 0.65L 0.65 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X18Y5 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X12Y5' 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

出隅の柱
  「◎」出隅柱(自動) 「○」出隅柱(直接入力) 「×」他の柱(自動) 「×*」他の柱(直接入力) 「－」柱がない

  斜め方向から耐力壁が取りつく場合は、出隅柱とします。

A1,A2   当該柱の両側における耐力壁の倍率の差。筋かいによる補正を考慮する

B1,B2   周辺部材による押さえの効果を示す係数。出隅柱=0.8、その他=0.5 または入力値

Li     鉛直荷重による押さえの効果を示す係数。出隅柱=1.0(0.4)、その他=1.6(0.6)

N

  平屋(2階建ての2階) N=A1*B1-Li  2階建ての1階 N=A1*B1+A2*B2-Li

  斜め方向では、別表の値、

  または、A1,A2を、柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率として計算した値

接合部   接合部の記号( 出力「3.5 柱頭柱脚接合部の許容耐力」参照 )

符号 階 方向

出隅の柱

2階の柱 1階の柱

X,Y方向：A1(±補正値)×B1 + A2(±補正値)×B2 - Li

         *：直接入力                             

斜め方向：柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率

N

接合部

柱脚 柱頭

接合部倍率

柱脚 柱頭

判定

X1Y6 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X16Y6 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X18Y6 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X8Y7 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X12Y7 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X14Y7 1F - × L 0.65L 0.65 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X18Y7 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X1Y8 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X18Y8 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X18Y8' 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X1Y9 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X8Y9 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X10Y9 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X18Y9 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X18Y10 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X1Y11 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X8Y11 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X10Y11 1F - × 2 1.802 1.80 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X1Y12 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X18Y12 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X1Y13 1F - ◎ 3 2.803 2.80 OK
X  2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

Y  2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

X2Y13 1F - × V 1.00V 1.00 OK
X  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

出隅の柱
  「◎」出隅柱(自動) 「○」出隅柱(直接入力) 「×」他の柱(自動) 「×*」他の柱(直接入力) 「－」柱がない

  斜め方向から耐力壁が取りつく場合は、出隅柱とします。

A1,A2   当該柱の両側における耐力壁の倍率の差。筋かいによる補正を考慮する

B1,B2   周辺部材による押さえの効果を示す係数。出隅柱=0.8、その他=0.5 または入力値

Li     鉛直荷重による押さえの効果を示す係数。出隅柱=1.0(0.4)、その他=1.6(0.6)

N

  平屋(2階建ての2階) N=A1*B1-Li  2階建ての1階 N=A1*B1+A2*B2-Li

  斜め方向では、別表の値、

  または、A1,A2を、柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率として計算した値

接合部   接合部の記号( 出力「3.5 柱頭柱脚接合部の許容耐力」参照 )
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設計 検図 図面番号
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承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R3

Ｃ 1
計画平面図 1/300

凡　　例

アスファルト舗装

名　　　称記　号

排水工

擁壁工

地先境界ブロック

フェンス

敷砂利

アスファルト再舗装

設計GL

ＫＢＭ A-2：20.34 , GL-0.19m

ＧＬ±０＝FH：20.53

計画平面図 
S=1:300

2 22

0.00

+7.00

+12.00

+20.00

+30.00

+40.00

+50.00

+60.00

6000

A-1

22.54

21.98

20.30

20.37

19.37

19.37

19.21
18.67

バス停

鳥居

ガス

(G)

(G)

(G)

(As)

(Co)

(Co)

Z434

B-1

（植生マット）

(G)

(Co)

Φ
500

Φ500

Φ450

Φ
3
00

Φ300

Φ
3
00

落
-300×

300

落
-300×

300

19.4718.73

18.76

19.08

31.26

35.13

37.15

39.73

19.30

18.64

18.66

21.13

21.30

21.50

18.62

18.99

(G)

(G)

35

40

3530

2
5

2
5

30

A-2　H=20.341
KBM

▲

向定内集会所

斜路　
17.1％

【盛土】

3
5
0
0

1
号

浸
透

桝
工

5
0
0
型

2号浸透桝工
500型

落
蓋
式
側
溝

30
0×

30
0

L=
8.
0ｍ

自
由

勾
配

側
溝

3
0
0
×

4
0
0

L
=
2
8
.
7
ｍ

V
P
φ

1
0
0

L
=
0
.
4
m

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ウ
は

機
械

設
備

工
事

小
型
重
力
式
擁
壁
工

L=
11
.7
41
m

落蓋式側溝
300×300

L=9.5ｍ
1号集水桝工

500×500×600

VPφ100 L=5.2m

オーバーフロウは機械設備工事

プレキャストL型擁壁工
（H=1.75m）L1=6.0m

現場打ちL型擁壁工
（H=1750） L1=2.0m

現
場
打
ち
L型

擁
壁
工

(H=1750)

L2=3.096m

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

L
型

擁
壁

工
(
H
=
1
.
5
0
～

1
.
7
5
m
)

L
=
2
3
.
4
m

電柱（電気工事）

防犯灯（電気工事）

地先境界ブロックA種
L2=1.2m

20.53

20.45

20.35

20.53
20.53

20.53

メッシュフェンス (H=0.8m)

L=50.3m

地先境界ブロックA種
L1=1.8m

地先境界ブロックA種
L3=1.5m

3
0
0
0

3
0
0
0

アスファルト舗装
(造成地進入路部)
A=37.0ｍ2

アスファルト舗装(駐車場部)
A=284.9ｍ2

i=1.67％

L=7.77m

A1=119.8ｍ2

造成地進入路

W=6.0ｍ、L=7.77ｍ

敷砂利　
A2=5.2ｍ2

待
受

け
重

力
式

擁
壁

工
L
=3

9
.
6
5
4
m

アスファルト舗装
(市道取付部)
A=10.2ｍ2

【別途工事：機械設備】

+9.43

+48.93

1:1.8
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鉄筋表
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合計 79 kg

W11 D13 2920 1 0.995 2.905 3

W12 D10 2700 3 0.560 1.512 5

W13 2.398

W14

D13 2410 1 0.995 2

D13 2920 1 0.995 2.905 3

W15 D10 2920 5 0.560 1.635 8

D10 66 kgSD295

 一　般　図 

 平 面 図  平 面 図 

 配　筋　図 

 正 面 図  正 面 図 

 鉄筋加工図 

 断 面 図  断 面 図 

S=1:30 S=1:30
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向定内集会所建設（建築主体）工事
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0.00

+7.00

+12.00

+20.00

+30.00

+40.00

+50.00

+60.00

X=-81595.830
Y= 86699.239

4級基準点　A-1

X=-81642.810
Y= 86714.498

4級基準点　A-2

1
6
0
0

10
14
1

1
8
6
2

10
20
0

X=-81636.628
Y= 86736.125

X=-81638.451
Y= 86735.744

X=-81646.336
Y= 86729.275

小型重力式擁壁工詳細図
10

小型重力式擁壁工正面図
S=1:50

擁壁工設置座標　平面図　

標準断面図

S=1:300

S=1:20

1/50
1/20

1/300
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DL=19.000

EL=20.95 EL=20.95

1862

1600

EL=20.95

10141

10200

12062(背面側延長)

59
262

11741(前面底面側延長)

H
=
8
5
0

4
3
0 H
=
8
5
0

3
5
0

目地材 t=10

前面側埋戻高

1:
0.
5

200

2
0
0

625

825

100100

8
5
0

3
5
0
～

4
3
0

4
2
0
～

5
0
0

基礎材
(RC-40)

基礎材（RC-40)　t=10cm

シールコンクリート(18-8-40)　t=10cm

躯体コンクリート
（18-8-40）

210～250

1020

水抜パイプVPφ50　L=0.45m
(1箇所/2～3m2)　

向定内集会所建設（建築主体）工事
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待受け重力式擁壁工詳細図

11

0.00

+7.00

+12.00

+20.00

+30.00

+40.00

+50.00

+60.00

X=-81595.830
Y= 86699.239

4級基準点　A-1

X=-81642.810
Y= 86714.498

4級基準点　A-2

8
4
0
0

1
2
3
5
2

1
8
7
0
0

X=-81606.277
Y= 86742.145

X=-81618.598
Y= 86741.268

X=-81636.904
Y= 86737.446

8
6
3
9

1
2
4
5
3

1
8
5
6
2

X=-81598.260
Y= 86744.652

待受け重力式擁壁工詳細図

待受け重力式擁壁工正面図

擁壁工設置座標　平面図　

標準断面図

S=1:300

S=1:50

S=1:150

1/50
1/150
1/350
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EL=23.130

DL=15.000

8639

18700

12453 1856288

12352239
51

EL=20.030 EL=20.030

8400

39654（前面底面側延長）

39452（背面側延長）

EL=23.130EL=23.130 EL=23.130EL=23.130

EL=20.030 EL=20.030EL=20.030

H
=
3
1
0
0

5
0
0

H
=
3
1
0
0

5
0
0

目地材 t=10 目地材 t=10 目地材 t=10

岩

集会所

500

950100 1800

敷地境界

100 2050 100

2250

2800

30° 30°

1:
0.
5

1:0.5

固定ピン D10
L=200,2本/m

44
7

≒
50
0

ラップ長L=1000

マットレス工法　
高強度ジオテキスタイル GT300-I-ML
（設計強度168.0（kN/m))

1:0.50

躯体コンクリート
（18-8-40）

1
0
0

1
0
02
0
0

基礎材（RC-40)

シールコンクリート(18-8-40)

土砂捕捉部

1箇所/2～3m2  L=1.80m

2
0
0

3
1
0
0

4
0
0

盛土

中詰材(RC-40)

500

3200

2
,
6
0
0

水抜パイプVPφ75
詰まり防止フィルター

向定内集会所建設（建築主体）工事
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150 500 150

800
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50 800 50

900

EL=22.450

コンクリート　
18-8-40

基礎材（RC-40)

6
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7
5
0

EL=22.055

2
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5

 1 - 1  1 - 1 

150 500 150

800
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50 800 50

900

EL=22.450

コンクリート　
18-8-40

基礎材（RC-40)

6
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5
0

EL=22.055

2
0
5

平  面  図

150 500 150

800

1
5
0

5
0
0

1
5
0

8
0
0

グレーチング蓋　　

2

1

1

落蓋式側溝300×300

2

落蓋式側溝300×300

(500×500×600)

 2 - 2  2 - 2 

8
5
0

5
0

1
0
5
0

1
1
0
0

2
0
0

140 620 140

900

EL=20.530

単粒砕石5号

遮断層砂

100 500 100

700

EL=20.045

プレキャスト浸透ます
500型

 1 - 1  1 - 1 

8
5
0

5
0

1
0
5
0

1
1
0
0

2
5
0

2
0
0

140 620 140

900

EL=20.530

単粒砕石5号

遮断層砂

100 500 100

700

プレキャスト浸透ます
500型

 平  面  図  

自由勾配側溝300×400

　塩ビ管φ100
（機械設備工事）

100 500 100

700

1
0
0

5
0
0

1
0
0

7
0
0

2

2

1

1

(浸透ます500型)

 2 - 2  2 - 2 

8
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5
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1
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1
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2
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0

2
0
0

140 620 140

900

EL=20.350

単粒砕石5号

遮断層砂

100 500 100

700

プレキャスト浸透ます
500型

 1 - 1  1 - 1 

8
5
0

5
0

1
0
5
0

1
1
0
0

2
5
0

2
0
0

140 620 140

900

EL=20.350

単粒砕石5号

遮断層砂

100 500 100

700

EL=19.955

プレキャスト浸透ます
500型

 平  面  図  

100 500 100

700

1
0
0

5
0
0

1
0
0

7
0
0

2

2

1

1
　塩ビ管φ100
（機械設備工事）

落蓋式側溝300×300

(浸透ます500型)

グレーチング蓋　500×500用
(T-14 細目・すべり止め)

グレーチング蓋　500×500用
(T-14 細目・すべり止め)

排水工詳細図
12

1/30

排水工詳細図  集 水 桝 工  浸 透 桝 工 

S=1:30S=1:30

 第1号集水桝  １号浸透桝工  ２号浸透桝工 
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500×500用（T-14）

EL=20.131

EL=20.530

1
3
6

自由勾配側溝300×400　L=28700

EL=20.530
5
0

1号浸透桝工
500型

EL=20.045

0.30%

オーバーフロウは
機械設備工事

DL=18.000

300

1
00

500

車道用側溝蓋
落蓋式300用

敷モルタル
(1:3)

基礎材(RC-40)

落蓋式側溝300×300
（車道用）

 落蓋式側溝300×300 

9
5

3
0
0

520

300

450

4
5
0

8
5

1
0
0 5
0

5
3
5

t
=
5
0
～

1
3
6

勾配調整コンクリート
18-8-40

基礎コンクリート
18-8-40

基礎材（RC-40)510

自由勾配側溝300×400

5
0

自由勾配側溝300×400

 側　溝　工 
S=1:30

 自由勾配側溝側面図 
SH=1:150
SV=1: 75

向定内集会所建設（建築主体）工事
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縁石工・駐車ます・防護柵詳細図

13

1
0
0
0

2
5
0
0

3
5
0
0

1500600 2900

1
3
0
0

ライン：溶融式(W=15cm)

4000 1000

5000

車止め

300

300

ゼブラ：溶融式(W=30cm)

ライン：溶融式(W=15cm)

（樹脂塗装）
メッシュ

主柱 31×31×1.6

130×50×3.6

3
0

7
70

8
0
0

2
0
0

9
3
5

2000 2000 2000

100～200 100～200

50 180 50

280

1
0
0

5
5
0 4
5
0

基礎材（RC-40）

フェンス用ブロック
□180×180×450

50 180 50

280

1
0
0

縁石工・駐車ます・防護柵詳細図

 駐車ます詳細図 

 身体障害者用駐車施設 

防護柵工(参考図)

S=1:50

メッシュフェンス(H=800)

120

（駐車場舗装）

地先境界ブロック
Ａ種（120×120）

基礎コンクリート
18-8-40基礎材(RC-40) 50 120 50

220

1
2
0

1
0
0

10
0

（敷砂利）

 縁石工詳細図 

 地先境界ブロック工 
S=1:20 S=1:50

1/20

1/50
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※　車いす記号面積A=4211cm2

向定内集会所建設（建築主体）工事
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3000 3000

造成地進入路部 W=6000

100

FH=19.62

FH=20.47

12.14%

斜路(再舗装範囲)
L=7000

敷地境界

3280

路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm以下　　　t=20cm

表層工：再生開粒度AS(13) 　 　 　t= 4cm

14
造成地進入路詳細図

造成地進入路　詳細図

平面図
S=1:200

造成地進入路　縦断図
S=1:100

造成地進入路標準断面図
S=1:100

1/100
1/200
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114

公衆用道路

釜石市

251

山林

佐野長一

+30.00

+40.00

+50.00

+60.00

20.30

20.37

鳥居

ガス

(As)

(Co)

B-1

(G)

(Co)

Φ
500

Φ500

Φ450

Φ
3
0
0

Φ300

Φ
3
0
0

21.13

21.30

21.50

A-2　H=20.341
KBM

▲

W
=
6
0
0
0

1
2
00

1
5
0
0

6
0
0
0

X=-81636.334
Y= 86721.099

X= 34691.804
Y=-32659.256

造成地進入路　L=7770

EL=19.62

EL=20.38
EL=20.53EL=20.47

斜
路

(
再

舗
装

範
囲

)
L
=
7
0
0
0

EL=20.35

斜路（再舗装範囲）
A=41.9ｍ2　

アスファルト舗装　
(造成地進入路部)
A=37.0ｍ2

アスファルト舗装
(市道取付部)
A=10.2ｍ2

市道部 造成地進入路　L=7770

FH=20.32 FH=20.45

造成地側

表層工：再生開粒度AS(13) 　 　 　t= 4cm

路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm以下　　　t=20cm

X=-81636.334
Y= 86721.099

X= 34691.804
Y=-32659.256

61901580

1.67%

敷地境界

表　層　工：密粒度アスコン(20F) 　 　t= 5cm

上層路盤工：粒度調整砕石40mm以下　　　t=15cm

下層路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm以下　　　t=15cm

(市道取付部)

市道取付部 造成地進入路部

【別途工事：機械設備工事】

向定内集会所建設（建築主体）工事
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0.00

+7.00

+12.00

+20.00

+30.00

+40.00

+50.00

+60.00
6000

A-1

バス停

(G)

(G)

(G)

(As)

(Co)

(Co)

Z434

B-1

（植生マット）

(G)

(Co)

落
-300×

300

落
-300×

300

18.62

A-2　H=20.341

150-1

山林

申請建物

【盛土】

S-5
S-6

S-7

S-3

S-2

S-1

S-4

F-1 F-2
F-3 F-4

F-5

F-6

D-2

D-1

境界杭設置 10

境界杭設置 9

境界杭設置 8

境界杭設置 5

境界杭設置 4

境界杭設置 3

境界杭設置 2

境界杭設置 1

境界杭設置 18

境界杭設置 17

境界杭設置 15

境界杭設置 14

境界杭設置 13

境界杭設置 12

境界杭設置 11

境界杭設置 6

境界杭設置 7

境界杭設置 16

境界杭.18

S-1

-81618.218

S-5

S-7

S-3

S-6

86738.538S-2

【側溝工】

20.530

F-2

F-3

F-1

【縁石工】

F-4

F-5

D-1

Ｙ

D-2

主要点座標・計画高一覧表

番号 計画高 備　　　考Ｘ

進入路工終点

【進入路工】

進入路工起点

S-4

F-6

地先境界ブロック

-81636.644 86734.691 20.530

-81608.373 86739.239 20.530

-81643.801 86729.388 20.450

-81643.816 86729.195 20.450

-81637.617 86734.462 20.530

-81639.434 86720.727 20.350

-81622.475 86720.842 20.530

-81623.095 86736.312 20.530

-81622.475 86719.035 20.530

-81639.611 86719.817 20.350

-81640.876 86719.086 20.350

-81623.095 86737.520 20.530

-81637.047 86713.364 20.320

20.450

    〃

    〃

    〃

    〃

    〃

境界杭.1

-81605.772 86739.474境界杭.2

Ｙ

境界杭設置座標一覧表

点名 備　　　考Ｘ

-81608.055 86739.312

-81593.437 86743.327

-81618.183 86718.073

-81633.346 86720.824

-81608.055 86713.195

-81633.600 86718.068

境界杭.3

境界杭.4

境界杭.5

境界杭.6

境界杭.7

-81631.220 86714.338境界杭.8

-81635.033 86714.765境界杭.9

-81638.427 86715.080境界杭.10

-81647.149 86729.355境界杭.11

-81645.511 86730.302境界杭.12

-81643.195 86733.109境界杭.13

-81638.282 86736.868境界杭.14

-81636.939 86737.541境界杭.15

-81618.612 86741.367境界杭.16

-81606.296 86742.244境界杭.17

-81595.535 86745.609

S=1:300

主要点座標図 1/300
15

主要点座標図
【別途工事】
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-81636.334 86721.099

向定内集会所建設（建築主体）工事


